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　　 「台北の薬局」photo by 伊差川 サヤカ（琉球大学医学部附属病院）　撮影地：台北市

　　　　　　　　　サトーちゃんは海外にもいるようです。
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平成28年10月15日(土）

琉球新報・沖縄タイムス

おめでとうございます　下地　仁先生　米村 一成先生

神村 武之先生　おめでとうございます
＜第48回日本薬剤師会学術大会（愛知大会）開会式典＞

期日：平成28年10月9日(日)　　会場：名古屋国際会議場

山本信夫日本薬剤師会会長から賞状が授与された 沖縄から多くの会員がお祝いに来られた

奥様の康江先生と受賞の喜びを語る神村武之先生

宮古地区薬剤師会忘年会にて伝達授与式が行われた

下地　仁 氏
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平成28年10月25日(火）沖縄タイムス 平成28年10月24日(月）琉球新報

笠原 大吾先生　おめでとうございます

おめでとうございます　新垣 秀幸先生　長田 茂先生

期日：平成28年10月21日(金)　　会場：沖縄県保健医療部 部長室

砂川靖沖縄県保健医療部長 (左) より賞状が授与された

会期：平成28年10月29日(土)・30日(日)　　会場：京都大学医学部 芝蘭会館

亀谷会長へ受賞報告をされた 笠原大吾 先生 (右)
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　　沖縄県病院薬剤師会会長に就任して

　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県病院薬剤師会 会長

　　　　　　　　　　　　　　　　琉球大学医学部附属病院薬剤部 教授・薬剤部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 村 克 徳

巻 頭 言

　沖縄県薬剤師会（以下、県薬）会員の皆様、

いつもお世話になっております。平成28年6

月4日付で沖縄県病院薬剤師会（以下、県病

薬）会長を拝命いたしました中村克徳と申し

ます。この度、県薬会長亀谷浩昌先生のお計

らいにより、会誌「おきなわ薬剤師会報」で

皆様にご挨拶させていただく機会をいただき

ました。心よりお礼申し上げます。現在、琉

球大学医学部附属病院（以下、琉大病院）で

薬剤部長を務めております。

　県病薬では、会員の地位向上と会員相互の

親睦を図るとともに、学術・技術の研鑽練磨

を進め、医療機関の中における専門機能を十

分に発揮し、以て国民の保健衛生に寄与する

ことを目的にしております。具体的には、以

下の7項目を目的として掲げております。

1.病院・診療所薬剤師の学術技能向上

2.医薬品の適正使用の推進

3.薬剤管理指導業務の推進

4.学会、講習会、研修会の開催

5.専門・認定薬剤師や生涯研修の取得推進

6.長期実務実習の充実と推進

7.県薬、他関係団体との連携

　県病薬の活動としましては、1.病院・診療

所薬剤師の学術技能向上および 4.学会、講

習会、研修会の開催については、県薬の先生

方が参加できる機会をますます増やしてい

く予定です。去る9月3、4日に琉球大学50周

年記念会館で開催されたPEOPLE（Pharmacy 
Education for Oncology and Palliative care 
Leading to happy End-of-life）プログラムは、

日本緩和医療薬学会教育研修委員会との合同

企画で、緩和薬物療法認定薬剤師を取得し

た、あるいは取得しようと考えている方を対

象とした態度教育を中心として開催されまし

たが、県薬の先生も多数参加いただいて大変

好評でした。今後は、薬局薬剤師の皆様にも

琉球大学大学院医学研究科の博士課程、修士

課程、研究生、科目等履修生といった多彩な

学びの機会を是非ご利用いただきたいと思っ

ております。さらに、琉大病院の院外処方箋

に記載されている検査値・化学療法レジメン

の見方、漢方薬やサプリメント、英語など外

国語を話す患者さんへの窓口対応などの勉強

会を企画し、徐々に開催してまいりましたが、

好評なものは県薬・県病薬の先生方にも参加

していただけるように拡大していきたいと

思っております。2.医薬品の適正使用の推進

および 3.薬剤管理指導業務の推進につきま

しては、平成28年度の診療報酬改定で示され

た、かかりつけ薬剤師・薬局による薬学的管

理、残薬や重複投薬、不適切な多剤投薬・長

期投薬を減らすための取組等の方向性を踏ま

え、入退院時の薬剤管理やポリファーマシー

対策等で県薬・県病薬の連携を進めていきた

いと考えております。5.専門・認定薬剤師や

生涯研修の取得推進につきましては、前述の

PEOPLEプログラムの他、がん専門薬剤師研
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修の受け入れを引き続き琉大病院で実施して

おります。ご存知のように沖縄県には薬学部

が存在せず、わが国で最も薬剤師が不足して

いる県であります。何らかの理由で一時的に

離職している薬剤師の先生が不安なく職場復

帰できるようなサポート体制の充実も、県薬

と連携して進めていきたいと考えておりま

す。6.長期実務実習の充実と推進につきまし

て、県病薬では県薬と連携して、薬学部実務

実習生を積極的に受け入れるのと同時に実務

実習指導薬剤師の養成も着実に実施していき

たいと考えております。

　県病薬では、患者さんにより良い薬物療法

を提供できるようにサポート体制を充実して

まいります。薬剤師としての学びや活動の機

会を県薬の皆様にも情報提供させていただ

き、7.県薬、他関係団体との連携を一層強化

していきたいと思っております。また、県薬・

県病薬の連携に加え、薬剤師と医師・歯科医

師・看護師・介護支援専門員・病院関係者の

方々との多職種連携にも取り組んでいきたい

と考えております。どうか県薬の皆様のご支

援・ご協力をお願い申し上げます。

 Facebook スタートしました！

下記アドレスより、お待ちしております。

ホームページからも閲覧できます。

https: / /www.facebook.com/okinawaopa

お知らせ
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　当会及び全国健康保険協会（協会けんぽ）

沖縄支部は、協会けんぽの加入者ひいては県

民の「健康長寿」復活を目指して相互に連携・

協力した取り組みを進めることにより、県民

の健康増進に資することを目的として協定の

締結式を挙行した。

　当会事務局山城の司会進行で開式が告げら

れ、始めに出席者の協会けんぽより支部長宮

里博史氏、企画総務部長玉城雅人氏、企画総

務グループ長新垣和彦氏、当会からは亀谷会

長、江夏副会長、前濱副会長が紹介された。

　続いて進行の山城より協定締結に至った目

的、経緯、連携・協力事業、期待される効果

等の内容が配布資料によって確認された。

　その中、連携・協力事業として

沖縄県薬剤師会と全国健康保険協会（協会けんぽ）沖縄支部
「健康づくり推進のための包括的連携に関する協定」締結式

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年9月15日(木）15:00 ～ 15:30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

トピックス

沖縄県薬剤師会

事務次長　山城 英人

①医薬品の正しい知識の普及及び適正使用に

　関すること

②ジェネリック医薬品の使用促進に関すること

③かかりつけ薬局の普及に関すること

④その他、 目的を達成するために必要な事項

　に関すること

が掲げられている。

　本題の協定書署名では、会長、支部長の手

元に協定書が配置され、署名そしてお互いに

交換して同様に署名され協定が締結された。

　最後に亀谷会長、宮里支部長からのご挨拶

をいただき、滞りなく執り行われ、閉式となった。

「健康づくり推進のための包括的連携に関する協定」の協定書に署名を行い締結した。
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平成28年度医薬分業対策委員会主催研修会
および平成28年度医薬分業対策会議報告

　　　　日時：平成28年8月28日(日）13:00 ～ 14:30（研修会）　14:30 ～ 16:00（会議）

　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

　去る8月28日、県内広域病院薬局長と地区

薬剤師会役員をお招きして、また、今回は会

議前に当委員会主催研修会を行っており、講

師の菅原健一先生（栃木医療センター）をお

呼びして、「診療報酬改定に伴う薬薬連携の

あり方」をテーマに、本会議が開催されました。

　前半、複数の慢性疾患を抱える高齢者の増

加に伴い、多剤併用や不適切処方、いわゆ

るポリファーマシーについてですが、「ポリ

ファーマシーの取組みと今後の薬薬連携につ

いて」と題して主催した研修会では約80名の

会員の方の出席を頂き、関心の高さが窺えま

した。講演では栃木医療センターの具体的な

取組みを中心に、考え方や協働の仕方、また

課題についても触れることができました。実

際の症例を紹介する中で、患者さんとの会話

や医師との会話内容、先生の考え方まで、親

しみやすいスライドを用いての講演が印象的

でした。終盤には先生ご自身が考える薬薬連

携のあり方に触れ、患者さんのための医療を

模索する姿が伝わる内容でした。

　さて、場所を移して開催された本会議で

は、前述の出席者とともにテーマに沿った活

発な意見交換が行われました。テーマについ

ては、以下の3項目を設定し、薬薬連携のこ

れまで以上のあり方を議論したく設定しまし

た。①2016年度診療報酬改定において、残薬

や重複投薬、不適切な多剤投薬・長期投薬を

減らし、ポリファーマシー是正を目的とする

加算が新設されたこと。また、処方箋様式が

変更され、調剤薬局において残薬の取り組み

がさらに求められるようになったこと。②厚

生労働省「患者のための薬局ビジョン」より

高度薬学管理機能の中で薬局と専門機関との

連携が想定されていること。③琉大医学部附

属病院が検査値を添付した院外処方せんを既

医薬分業

医薬分業対策委員会

川上 雄一朗

に始めており、薬局側からの意見や他医療機

関の反応等を伺いたい。

　会議の冒頭あいさつでは、沖縄県薬剤師会

長亀谷先生より「病名記載の処方を実現した

い。諸事情がある中で実現は難しいだろうが、

国民を味方にすることで医療側の言い分を説

得できないだろうか。また、薬剤師の職能向

上が求められるなか、薬薬連携というのは一

部地域だけがというわけではなく広域エリア

で検討していくことも重要でなかろうか。」

と述べられました。続いて、病院薬剤師会長

中村先生より、「病名記載や検査値公表など

院内で改革が進んでいる真っ只中。我々の都

合ではなく、プライバシー等も含めた患者さ

んありきで、慎重に検討していきたい。」と

の言葉を頂きました。

　ディスカッションに移る前に、会員の皆様

にご協力いただきました事前アンケート結果

をご紹介しました。結果から、状況を客観的

に把握することができ、多数の参考となるコ

メントも頂けました。この場をお借りして感

謝申し上げます。

　事前アンケートでは、大きく3つについて

伺いました。①院外処方せんへの検査値開示

について、②高度薬学管理機能に関する質

問、③残薬調整への取組についての質問です。

各々について順にディスカッションを拡げて

いきました。

　まず、①検査値開示について。現在、琉球

大学医学部付属病院が積極的に院外処方せん

に印字をしているところであるが、大浜第一

病院や豊見城中央病院など前向きな意見を頂
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いた。ただ、実施するにも統一の様式の検討

も必要でないかとの慎重な意見もあった。ま

た、薬局側では検査値に関する勉強が今後必

要である、検査値からどう判断して疑義照会

をしたらよいのか迷うとの意見もあった。さ

らには、疾病名の印字についても意見が及び、

処方意図が分かりやすく服薬指導がしやすく

なると大部分は賛成の意見があったが、医師

側への配慮が必要であるとの意見や薬剤師は

お薬を主語とした服薬指導に集中すべきであ

る、患者さんのプライバシーに関わる、暫定

的な病名記載や隠れた病名など実情からまだ

先の話ではないか、患者から病態について尋

ねられると困るといった正直な意見など慎重

な意見もありました。

　次に、②高度薬学管理機能について。アン

ケート結果からは薬局側の意見としてハード

ルの高さが窺えました。ただ、診療報酬改定

の中身から言及すると健康サポート薬局とし

ての取組みの中で今後要求されていくものだ

と考えられます。病院側のアンケート結果か

ら認定薬剤師の存在を知ることができ、また、

患者への対応について、薬局からの支援ニー

ズがあれば共に協力するとの意見や、レジメ

ンについても情報提供している旨も記載され

ており応需薬局としてみれば頼もしい内容で

した。宮古地区での取組みも紹介され、連絡

協議会を通して予め対応の取り決められてい

る、患者が薬局に行く前に病院側からの事前

連絡があるなどお互いの連携を行っていると

いった内容で参考になりました。亀谷会長か

らは勉強会をお願いすることもあるかもしれ

ない、医師も含めた顔の見える関係づくりを

していきたいと、これからの意気込みが述べ

られました。

　最後に、③残薬調整への取組について。各

施設から具体的な状況について伺うことがで

きました。

○那覇市立病院

　「ポリファーマシーについて薬剤部が中

心となって相談されることもあり、病診連

携の中で協力を求められたりすることもあ

る」

○沖縄県立北部病院

　「当初、医師の間で残薬調整について誤

解があったが診療業務への影響なども含め

て理解してもらった。ポリファーマシーに

ついて院内で前向きな話もあり、事例はま

だ少ないが情報共有しながら取組を進めて

いる。」

○沖縄県立八重山病院

　「処方箋様式変更に伴う残薬調整につい

て、医局会を通して、ポスターを活用する

など（誤解しないように）解釈について説

明を行った。」

○おもろまちメディカルセンター

　「診療報酬改定前より、院内で話が上がっ

ていた。ある医師が海外の取組に関する論

文を薬剤部に配布したことがきっかけであ

る。今回の診療報酬改定についてもタイム

リーであったが、算定条件について注意点

もあるので気を付けたいと思う。患者から

の訴えについては薬剤部が中心となって説

明している。ただ、退院時に減薬すること

だけを考えるのではなく、入院時の持参薬

の状況を把握して、患者が飲める状況をイ

メージした退院を考えなくてはいけない。

かえって体調が悪くなった、処方が復活し

たなど、ドクターエイド（医師事務作業補

助者）と協力しながら医師が混乱しないよ

うに取り組んでいる」

○北部地区薬剤師会　

　「応需処方箋は一部の診療所からチェッ

クが入っているが、北部病院からの処方は

まだ。残薬の取組は以前からやっており、

北部地域では台風など影響も考えながら、

多めの残薬を意識している。疑義紹介はス

ムーズである」

○南部地区薬剤師会

　「南部病院を例にとると疑義はFAXコー

ナーを介す運用だが今のところ問題なし。

残薬調整は病院が中心に行っている。薬局

側で調整するときは修正書を利用するが、

医師とのコミュニケーションがうまくとれ

なかったことがあった。」
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○中部地区薬剤師会

　「主にお薬手帳を活用している。ハイリス

ク薬服用患者に対してはOTC服用についても

配慮している。たまに気を遣ってしまう患者

もいるが、そこでお薬手帳が活躍している」

○沖縄赤十字病院

　「ポリファーマシーについて、先日、九

州ブロック会議が行われた。唯一行ってい

た熊本赤十字病院での取組みについて、ド

クターサイドへのアプローチ法として千葉

大を参考にしたフローチャートを活用して

いるとのことに感銘を受けた。また、琉大

医学部付属病院のQRコードを活用したレジ

メン情報にも興味を持った。」

　以上、多くの意見や取組状況を伺うことが

できました。同席頂いた菅原先生からも「沖

縄の取組状況について知る機会を得て感謝。

これを機に薬薬連携が深まると良い。垣根の

ない関係でドクターを巻き込んでいけたらと

思う。」とコメントも頂き会議は終了しました。

　閉会の挨拶では当委員会委員長の池間先生

より、「4月の診療報酬改定は、患者のための

薬局ビジョンの実現に向けた第一歩である。

今後は、多剤併用への介入や処方見直しへの

積極的な関与が求められる一方、入院中の短

期間だけでは患者へのフォローが不十分であ

り、退院後の施設間での連携、保険薬局との

連携は不可欠である。そこには共有ツールと

して、お薬手帳がある。処方変更の理由や病

名記載、検査値の記載など。この会議が薬薬

連携をさらに深める場になったことに感謝す

る。」と挨拶を頂き、散会しました。

　ご出席いただいた皆様、当委員会主催会議

にご参加いただきありがとうございました。

以上をもってご報告とさせていただきます。

＜医薬分業対策会議出席者＞

○菅原　健一（独立行政法人国立病院機構栃木医療センター薬剤部）

○亀谷　浩昌（沖縄県薬剤師会会長）　　　　　○前濱　朋子（沖縄県薬剤師会副会長）

○江夏　京子（沖縄県薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○外間　惟夫（沖縄県薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○我喜屋美香（沖縄県薬剤師会常務理事）

○池間　記世（医薬分業対策委員長）　　　　　○浅沼　健一（北部地区薬剤師会会長）

○吉田　洋史（那覇地区薬剤師会副会長、医薬分業対策副委員長）

○仲真　良重（会営薬局うえはら薬局長、医薬分業対策委員）

○屋嘉比康作（北部地区薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○伊佐　常隆（中部地区薬剤師会会長）　　　　○新垣　秀幸（南部地区薬剤師会会長）

○仲座　方利（中部地区薬剤師会副会長、医薬分業対策委員）

○川満　直紀（沖縄県薬剤師会常務理事、那覇地区薬剤師会会長、医薬分業対策委員）

○川上雄一朗（南部地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○川満　正啓（宮古地区薬剤師会会長）

○城間　盛光（会営薬局医療センター前薬局長）

○下地　　仁（宮古地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○宮良　長博（八重山地区薬剤師会医薬分業担当者、医薬分業対策委員）

○中村　克徳（沖縄県病院薬剤師会会長、琉球大学医学部附属病院薬剤部長）

○徳嶺　恵子（沖縄県立北部病院薬局長）　　　○渡真利国浩（沖縄県立宮古病院薬局長）

○上地美奈子（沖縄県立八重山病院薬局長）　　○金城　雄一（那覇市立病院薬剤師長）

○長濱　照美（中頭病院薬剤科長）　　　　　　○橋本　孝夫（豊見城中央病院薬剤科長）

○姫野　耕一（大浜第一病院薬剤科長、医薬分業対策副委員長）

○荷川取直樹（赤十字病院薬剤科長）　　　　　○磯村　美和（南部徳洲会病院薬剤部長）
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＜医薬分業対策委員会主催研修会参加報告＞

　ポリファーマシーとは臨床的に必要とされ

ている以上に多くの薬剤が処方されている状

態であり、何錠以上がポリファーマシーであ

るという明確に決まった定義はありません。

ポリは「たくさん」、ファーマシーは「調剤、

薬局」を意味し「飲んでいる内服薬が多い」

ことを示す用語です。

　ポリファーマシーの問題点として経済的な

こともあげられますが、薬が増えれば薬剤有

害事象が増えることが報告されており、5種

類以上の薬を服用されている患者は相加・相

乗的にそのリスクが増えるとされています。

　ポリファーマシーになってしまう原因とし

て大きく3つに分けられます。

【患者側の問題】

○薬の有効性への過度の期待とメディアの影響

　「体調が良いから薬を減らす必要はない」

「せっかくお医者さんが出してくれたのだ

から飲んでおきたい」などの声があります。

【医師側の問題】

○ガイドライン通りに処方すると薬の量が増

　えてしまう

○処方カスケード（prescribing cascade)

　問題がある処方の例として利尿剤内服→

頻尿治療抗コリン薬→認知症薬があげられ

ます。

【医療を取り巻く環境の問題】

○新薬開発と適応の拡大

○製薬会社の消費者への過大な宣伝

ゆい潮平薬局

長瀬　涼

　今回の講演の中で、NHO栃木医療センター

ではポリファーマシー外来を立ち上げ、その

問題を解消する取り組みが紹介されていまし

た。医師、薬剤師、看護師、地域連携室がチー

ムを編成し入院されているポリファーマシー

の患者の処方に介入することによって、1年

間の取り組みで平均4剤の薬剤を中止する成

果をあげていました。薬を調整するにあたっ

ては機械的に減らすのではなく、患者の納得

できる調整が必要であり、さらに患者の処方

医への配慮も大切です。また、「ポリファー

マシー＝悪」とするのではなく適正な情報提

供の上に患者が納得しているのであれば処方

介入すべきではないとの意見もありました。

　ポリファーマシーとは、病院や薬局で薬剤

師として仕事をしていれば必ず目の当たりに

する問題だと思います。すぐにポリファーマ

シーの患者の顔が浮かぶ方も多いのではない

でしょうか。私も問題を認識していながらも

どうしていいか解らなかったり、仕方がない

と思いながら業務をしていました。我々薬剤

師は患者に薬の効果や副作用について順を

追って話をし、適切な情報提供をすることが

大切であることを感じました。

菅原 健一 氏
（栃木医療センター薬剤部）

「ポリファーマシーの取り組みと今後の薬薬連携について」
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ス
テ

ム
上

い
つ

で
も

提
供

可

能
。

し
か

し
、

受
け

取
る

側
の

薬
局

薬
剤

師
が

①

ど
の

程
度

臨
床

検
査

値
に

熟
知

し
て

い
る

の
か

が

見
え

な
い

（
勉

強
会

で
周

知
さ

れ
て

い
る

の
か

な

ど
）
、

②
ま

た
、

印
字

し
て

ほ
し

い
と

い
う

要
望

も
聞

こ
え

て
こ

な
い

。
し

た
が

っ
て

、
一

方
的

に

導
入

し
た

と
解

釈
さ

れ
兼

ね
な

い
た

め
、

沖
縄

県

薬
剤

師
会

と
し

て
の

今
後

の
展

望
を

逆
に

教
え

て

頂
き
た
い
。

ハ
ー

ト
ラ

イ
フ

病
院

：
現

在
、

県
内

で
は

医
師

会

を
中

心
に

「
津

梁
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

の
普

及
に

取

り
組

ん
で

い
ま

す
。
4
月

の
診

療
報

酬
改

定
で

電

子
処

方
箋

が
解

禁
と

な
り
、
「

導
入

に
関

し
て

は

地
域

に
一

任
す

る
」

旨
の

見
解

も
示

さ
れ

て
い

ま

す
。

津
梁

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

内
に

開
示

さ
れ

て
い

る

情
報

に
は

基
本

的
な

検
査

値
も

含
ま

れ
て

い
る

た

め
、

電
子

処
方

箋
の

普
及

及
び

本
案

件
の

「
処

方

箋
へ
の
掲
載
内
容
」
に
影
響
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

南
部

徳
洲

会
病

院
：

検
査

値
が

わ
か

る
方

が
、

よ

り
よ

い
薬

学
的

管
理

を
行

え
る

と
思

い
ま

す
。

検

査
値

は
医

師
よ

り
患

者
様

に
お

渡
し

し
て

い
る

場

合
も

あ
る

の
で

、
聞

き
取

る
こ

と
も

可
能

と
思

い

ま
す
。

与
那

原
中

央
病

院
：

現
状

で
は

電
子

カ
ル

テ
が

対

応
し

て
い

な
く

、
コ

ス
ト

が
か

か
る

の
で

簡
単

に

導
入
で
き
な
い
。

沖
縄
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う
（
来
年
度
）

琉
球
病
院

い
い
え

全
く
な
い

沖
縄
県
立
北
部
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

沖
縄
県
立
中
部
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う
（
未
定
）

沖
縄

県
立

南
部

医
療

セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

沖
縄
県
立
宮
古
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

沖
縄
県
立
八
重
山
病
院

い
い
え

全
く
な
い

那
覇
市
立
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

中
頭
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

浦
添
総
合
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

大
浜
第
一
病
院

い
い
え

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

γ
-
G
T
P
、
A
L
P
、

D
-
B
I
L
、
C
P
K
、

R
B
C
、
N
a
、
L
D
H

検
討
し
た
い
と
思
う

赤
十
字
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院

い
い
え

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
（

周
囲

の

医
療

機
関

の
動

向
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
の
構
築
状
況
を
元
に
判
断
）

豊
見
城
中
央
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う
（
未
定
）

南
部
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う

中
部
徳
州
会
病
院

い
い
え

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
検
討
し
た
い
と
思
う
（
来
年
）

南
部
徳
洲
会
病
院

い
い
え

全
く
な
い

沖
縄
協
同
病
院

い
い
え

実
施
す
る
予
定
で
あ
る

（
時
期
は
未
定
）

北
部
地
区
医
師
会
病
院

い
い
え

全
く
な
い

与
那
原
中
央
病
院

い
い
え

検
討
し
た
い
と
思
う
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病
院

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト

病
院

名

B
　

高
度

薬
学

管
理

機
能

に
関

す
る

質
問

B
-1

. 
患

者
の

た
め

の
薬

局
ビ

ジ
ョ

ン
に

お
い

て
、「

高
度

な
薬

学
的

管
理

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
と

し
て

」
調

剤
薬

局
と

専
門

機
関

と
連

携
し

て
「

抗
が

ん
剤

の
副

作
用

対
応

」
や

「
抗

Ｈ
Ｉ

Ｖ
薬

の
選

択
な

ど
を

支
援

」
す

る
こ

と
が

明
示

さ
れ

た
こ

と
を

ご
存

知
で

す
か

？

B
-2

．
学

会
な

ど
が

提
供

す
る

が
ん

認
定

・
専

門
、

H
IV

認
定

・
専

門
の

、
高

度
な

知
識

・
技

術
と

臨
床

経
験

す
る

薬
剤

師
を

配
置

し
て

い
ま

す
か

？
（

全
薬

剤
師

○
名

中
○

名
）

B
-3

．
専

門
医

療
機

関
と

調
剤

薬
局

と
の

間
で

、
新

た
な

治
療

薬
や

個
別

症
例

に
関

す
る

勉
強

会
・

研
修

会
を

共
同

で
開

催
す

る
な

ど
の

取
組

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

ま
す

か
？

（
年

・
月

・
週

に
○

回
程

度
）

B
-4

．
が

ん
や

Ｈ
Ｉ

Ｖ
、

難
病

の
よ

う
な

疾
患

を
有

す
る

患
者

に
対

し
て

、
あ

ら
か

じ
め

医
療

機
関

と
調

剤
薬

局
と

の
間

で
対

応
要

領
を

定
め

、
「

抗
が

ん
剤

に
お

い
て

は
副

作
用

が
生

じ
た

と
き

の
主

治
医

へ
の

受
診

な
ど

の
対

応
」

や
「

Ｈ
Ｉ

Ｖ
に

関
し

て
は

、
他

科
併

用
薬

か
ら

適
切

な
抗

Ｈ
Ｉ

Ｖ
薬

の
選

択
の

た
め

の
支

援
」

な
ど

高
度

な
薬

学
管

理
ニ

ー
ズ

に
対

応
の

予
定

は
あ

り
ま

す
か

？
（

具
体

的
な

内
容

・
具

体
的

な
時

期
）

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

は
い

は
い

（
3
6
名
中
/
4
名
（
が
ん
3
名
、
H
I
V
1
名
）
）

は
い
（
年
/
2
）

は
い
（
H
I
V
に
関
し
て
は
調
剤
薬
局
へ
情
報
提
供
）

（
院
外
処
方
発
行
前
、
不
定
期
）

沖
縄
病
院

い
い
え

い
い
え

は
い
（
年
/
3
）

い
い
え

琉
球
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

沖
縄
県
立
北
部
病
院

は
い

は
い
（
1
1
名
中
/
3
名
）

い
い
え

沖
縄
県
立
中
部
病
院

い
い
え

は
い
（
1
6
名
中
/
3
名
）

は
い

い
い
え

沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

い
い
え

い
い
え

は
い
（
年
/
5
）

い
い
え

沖
縄
県
立
宮
古
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

沖
縄
県
立
八
重
山
病
院

い
い
え

は
い
（
8
名
中
/
1
名
）

い
い
え

い
い
え

那
覇
市
立
病
院

い
い
え

い
い
え

は
い
（
年
/
3
）

無
回
答

中
頭
病
院

い
い
え

は
い
（
3
3
名
中
/
2
名
）

は
い
（
年
/
3
）

い
い
え

浦
添
総
合
病
院

は
い

い
い
え

は
い
（
年
/
1
）

は
い

（
患

者
の

了
承

を
得

た
上

で
、

お
薬

手
帳

へ
レ

ジ
メ

ン
内

容
を
添
付
し
て
い
る
）
（
数
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
）

大
浜
第
一
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

赤
十
字
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院

は
い

い
い
え

は
い
（
年
/
3
～

4
）

い
い
え

豊
見
城
中
央
病
院

は
い

は
い
（
3
5
名
中
/
1
名
）

は
い
（
年
/
2
～

3
）

い
い
え

南
部
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

中
部
徳
州
会
病
院

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

南
部
徳
洲
会
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

沖
縄
協
同
病
院

い
い
え

は
い
（
1
6
名
中
/
1
名
）

は
い
（
年
/
1
）

い
い
え

北
部
地
区
医
師
会
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

与
那
原
中
央
病
院

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え
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病
院

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト

病
院

名

C
  
減

薬
・

残
薬

解
消

へ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
質

問

C
-1

. 
院

外
処

方
箋

様
式

が
変

更
に

な
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
、

貴
院

内
で

周
知

案
内

等
が

あ
り

ま
し

た
か

？

C
-2

. 
こ

の
点

に
つ

い
て

貴
院

内
に

お
い

て
、

薬
剤

部
は

、
何

か
し

ら
の

関
わ

り
は

あ
り

ま
す

か
？

「
あ

る
」

の
場

合
、

具
体

的
な

関
わ

り
を

教
え

て
下

さ
い

。

C
-3

. 
現

在
、

貴
院

（
入

院
・

外
来

）
で

多
剤

投
薬

患
者

に
お

け
る

減
薬

に
伴

う
取

組
み

は
積

極
的

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
？

取
り

組
ま

れ
て

い
る

場
合

、
減

薬
に

対
し

て
薬

剤
部

は
ど

う
関

わ
っ

て
い

ま
す

か
？

C
-4

. 
多

剤
・

重
複

投
薬

の
削

減
や

残
薬

解
消

の
取

組
に

向
け

て
、

調
剤

薬
局

へ
求

め
る

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て
下

さ
い

。

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組

ん
で

い
な

い
（

抗
精

神
薬

の
減

量
化

(
C
P
値

)
：

薬
剤

師

は
減

量
可

能
な

患
者

が
依

頼
さ

れ
た

ら
減

量
計

画
を

処
方

医

に
相
談
す
る
）

琉
球

大
学

医
学

部
附

属
病

院
：

同
効

薬

の
併

用
も

多
々

み
か

け
る

こ
と

も
り

あ

る
。

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

状
況

や
残

薬

の
聞

き
取

り
で

無
駄

と
思

わ
れ

る
の

は

削
減
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

沖
縄

県
立

八
重

山
病

院
：

地
区

薬
剤

師

会
と

の
意

見
交

換
会

の
な

か
で
　

調
剤

薬
局

で
の

服
薬

指
導

後
の

情
報

を
医

師

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る
。

書
面

の
様

式
を

統
一

し
て

運
用

し
て

い
こ

う
と

現

在
検
討
し
て
ま
す
。

浦
添

総
合

病
院
：

入
院

し
た

際
の

持
参

薬
に

て
継

続
服

用
中

か
否

か
判

断
し

か

ね
る

薬
剤

の
持

ち
込

み
も

散
見

し
、

か

か
り

つ
け

医
ま

た
は

調
剤

薬
局

へ
確

認

す
る

業
務

が
発

生
し

て
い

る
た

め
、

不

要
と

な
っ

た
薬

剤
も

含
め

て
整

理
し

て

頂
け
る
と
助
か
る
。

ハ
ー

ト
ラ

イ
フ

病
院
：

情
報

の
伝

達
方

法
・

共
有

方
法

の
統

一
化

が
必

要
と

感

じ
ま
す
。

南
部

徳
洲

会
病

院
：

当
院

の
院

外
処

方

箋
発

行
率

が
ま

だ
低

い
た

め
、

今
の

所

要
望
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

沖
縄

協
同

病
院
：

古
い
（

服
用

し
て

い

な
い

）
残

薬
を

積
極

的
に

回
収

し
て

ほ

し
い
。

入
院

時
に
、

今
処

方
さ

れ
て

い

な
い
（

服
用

し
て

い
な

い
）

薬
を

大
量

に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

与
那

原
中

央
病

院
：

残
薬

の
現

物
を

確

認
し

て
、

古
い

薬
で

使
え

な
い

薬
が

あ

る
場

合
や

重
複

を
き

ち
ん

と
確

認
し

て

か
ら
残
数
な
ど
を
報
告
し
て
ほ
し
い
。

沖
縄
病
院

な
か
っ
た

な
い

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

琉
球
病
院

な
か
っ
た

な
い

ま
あ
ま
あ
取
組
ん
で
い
る

沖
縄
県
立
北
部
病
院

あ
っ
た

な
い

ま
あ

ま
あ

取
組

ん
で

い
る
（

患
者

の
入

院
時

の
持

参
薬

鑑
別

時
に
、
6種

類
以
上
の
服
用
さ
れ
て
い
る
患
者
は
薬
剤
総
合
評

価
調
整
対
象
候
補
の
患
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
）

沖
縄
県
立
中
部
病
院

あ
っ
た

あ
る
（
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
む
け
て
処
方
箋
の
作
成
等
）

取
組
ん
で
い
な
い

沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

あ
っ
た

な
い

取
組
ん
で
い
な
い

沖
縄
県
立
宮
古
病
院

あ
っ
た

あ
る
（

医
事

課
と

連
携

し
、

共
同

で
メ

ー
ル

な
ど

に

て
他
部
門
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
）

取
組
ん
で
い
な
い

沖
縄
県
立
八
重
山
病
院

あ
っ
た

あ
る
（

新
処

方
せ

ん
様

式
の
「

残
薬

確
認

す
る

場
合

の
対
応
」
の
解
釈
を
医
師
へ
説
明
し
た
）

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

那
覇
市
立
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

中
頭
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

浦
添
総
合
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組
ん
で
い
な
い

大
浜
第
一
病
院

な
か
っ
た

あ
る
（

医
師

に
連

絡
が

つ
か

な
い

と
き

保
険

薬
局

か

ら
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
）

取
組
ん
で
い
な
い

赤
十
字
病
院

な
か
っ
た

あ
る
（

ト
レ

ー
ス

レ
ポ

ー
ト

形
式

の
書

式
を

電
子

カ

ル
テ
へ
ス
キ
ャ
ン
報
告
）

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院

あ
っ
た

あ
る
（

医
局

会
で

の
説

明
に

参
加
、

問
い

合
わ

せ
時

の
流
れ
の
整
理
）

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

豊
見
城
中
央
病
院

あ
っ
た

あ
る
（
院
内
通
達
済
み
）

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

南
部
病
院

あ
っ
た

あ
る
（
門
前
薬
局
さ
ん
と
運
用
面
で
の
話
し
合
い
）

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

中
部
徳
州
会
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

南
部
徳
洲
会
病
院

あ
っ
た

あ
る
（
電
話
対
応
が
薬
剤
師
）

取
組
ん
で
い
な
い

沖
縄
協
同
病
院

あ
っ
た

あ
る（

門
前
調
剤
薬
局
と
記
載
内
容
に
つ
い
て
討
議
し
た
）

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

北
部
地
区
医
師
会
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組
み
を
検
討
し
て
い
る

与
那
原
中
央
病
院

あ
っ
た

な
い

取
組
ん
で
い
な
い
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保険薬局向けアンケート

A-1. 検査値が印字された処方箋を応需したこと

　がありますか

A-2. 質問1で「はい」と回答された施設にお尋ね

　します。それはどこの病院でしたか？

A-3. 検査値の印字は有用でしたか。（理由：次頁） A-5. 全ての施設にお尋ねします。今後、検査値印

　字を推進して欲しいと思いますか。（理由：後頁）

A-6. 特に必要な検査値はどれでしょうか?

A. 院外処方せんへの検査値開示について
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A-3. 検査値の印字は有用でしたか。その場合、理由もお願いします。

副作用の有無確認ができ、患者の病体の状態把握ができる。 薬が効いているか？副作用は大丈夫か？

治療効果や副作用の確認、処方監査ができた。
栄養状態や腎機能・肝機能など副作用を妨げる情報が沢

山あるため。

副作用の確認、患者様から問い合わせがあった場合（検査値や経過について等）に確認できたため。

患者の状態確認および投薬時資料として。 服薬指導に役立てている。

患者様と服薬指導や生活習慣指導に役立ちました。 服薬指導の際に患者さんから聞き出さなくてもすむ。

処方されている薬と検査値を関連させて服薬指導できる。 患者のコンプライアンスや今後についての治療に役立った。

本人が把握していない事が多いので、あると助かる。 聞き取りの幅が広がる。客観的なことが分かる。

検査値の変動によって服薬指導ができる。 患者様を数値で経過観察できる薬歴へ利用。

服薬安全上必要。処方内容の確認になる。 薬の増量、減量の理由が分かれる場合がある。

前回との比較ができる。患者様への指導の目安になる。 投薬時、薬剤の適正使用の判断材料になる。

CRP確認。患者の状況が分かる。副作用の確認が出来る。 HbA1cや腎機能など、患者の状態把握に参考になる。

体調変化と合わせて確認できた。 PT-INR値とワーファリンの増減理由

現在の体調を数値的に知る事ができる。 Ptでは把握できないデータを確認することが出来る。

患者の状態がわかりやすい。前回との比較もできる。 記録として残したいので。

抗がん剤などの処方の時には、患者様に検査値を聞きに

くい。

wbc,hb,肝機能、腎機能など確認し、薬剤の適正使用が

確認できた。

本人が検査値の把握ができておらず、印字されているこ

とで、確認できた。

患者様がK値高いと言われたが数値を憶えていなかった

ことがあったがその場で確認できた。

正常値と分かったこと。家族の受取が多く、患者本人の顔色等が分からない中、血圧値だけでなく全身の状態も安

定していることが分かったため。

検査値で大まかな把握はできても処方介入ができない。 今までの所、検査値正常値では活用できない。

スキャンすると見えなくなる。 自分の分かる範囲で解釈

外用剤のみの処方だった。 眼科の処方せんが多いため。

忙しい場合は、検査値まで見れないことが多い。 人によっては、検査値を教えてくれない人もいるため。

検査値の説明までいたらない。 知りたかった検査値の記入がなかったため。

受診日その日の値でないことも多く、前回と重複し、見間違えることあがあるが記載がないよりは参考になる。

A-4. 検査値に関して患者からの意見やトラブル等の事例がございましたらお教えください。

アルファベットで書かれていたため何か分からない。 時々、個人情報なので教えないと言われる。

Drから説明がないので、助かるといわれました。 検査値もらうが内容が分からない。

検査値を見せたくないと訴えあり。 説明してほしいと相談がある。

検査結果の内容が分からないから教えてほしいとの要望

が多い。

患者に検査値を尋ねても知らないことが多いので、処方

が適切か判断しがたい。

患者自身は、検査値について気がついてない人も多い気が

する。

薬局が検査値を確認してどうするんだと患者様の理解が

薄い。

検査値を毎回、電子カルテの検査項目に記載説明してい

くと分かりやすく受け止めてくれる。

特になし。私どもの内科の患者さんは初めから検査値を

見てくれます。

基準値設定が施設により異なり、複数の医療機関を受診

している患者さんが混乱していた（施設の検査部へTEL

し色々教えてもらった。）

個人情報とのことで、処方箋から切り離して処方箋を

持ってこられる方もいる。
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理由A-5. 全ての施設にお尋ねします。今後、検査値印字を推進して欲しいと思いますか？

＜はい＞

副作用チェック、効果の有無などの情報が入手できるため。 服薬での副作用を知る手がかりと成る為。

副作用の有無確認ができ、患者の病体の状態把握ができる。 腎・肝機能に応じた薬剤量の提案。

腎機能で用量に注意しないといけない薬が多いため。 高齢化により、腎機能の確認する必要性が増えているため。

Ct, eGFRと薬剤量が適正か判断できるなど。 投薬時患者との話が増える。

患者の状態を把握し、医師らと情報を共有しやすくなる。 Drと同じ目線で話ができる。必要な時、その指導ができる。

病気の状態など知りたい。 患者さんからの聞き取りだけでなく、客観的な事実が分かる。

服薬指導や監査に有用と思われる。 聞き取りには限界がある。

患者さんに血液検査の結果を聞いても不明な事が多いので。
薬の効果がでているのか、きちんと飲めているかを推測

することができる。

薬剤の過量投与による用量変更などの提案がしやすいた

め。特に面の処方箋

患者に聞くこともあり、効能・効果を検証しているため

ある方がいい。

服薬指導時に役立つが、検査値を印字しているからとの理由で、投薬量など薬局に丸投げ状態になりかねない。ど

こまでが医師の責任か、不明確な感じがする。いちいち全部チェックする義務が生じてくると患者さんを大変大変

お待たせすることになる。

患者の状態を把握することで適切な指導しやすい。 知っていると安全に投薬できるため。

検査値項目を見ることで、何が今問題の疾患なのか？患

者さんへのインタビューへの糸口にもなる。
処方せん薬についてアドバイスがやりやすい。

患者の現状を把握して生活習慣、食事などを把握して服

薬指導を行う事。

患者様との話でデーター再確認が出来ることがあり、疾

患に関心を持たせる為また、私達も関心を持つので。

バイタルが減ると、客観的に患者状況がわかるので、よ

りよいと思います。

患者様の状態が分かりやすいし、薬剤師としても勉強に

なる。

患者様の体調の確認ができない。 薬剤服用と病状及び病状との関連を確認できるから。

薬を変更しての経過などが分かる、検査しても結果表を

持参しない方もいるため印字があれば確認がとれる。

患者さんは「良くなっていた」又は「悪いと言われた」

としか意識出来ない事が普通と思われるため。

患者からの話は主観が入っているため病状がどうなのか

よく分からない。

薬の必要性や増量、減量に検査数値が必須の場合がある

ので。

検査値がわかることで、処方鑑査がしやすくなる。 検査値は日々変動するので、最新の結果を知る必要がある。

治療と薬物適正使用の指評となりえるのでは... 学習を重ねて処方提案などしていきたい。

処方箋の理論的なエビデンスとして。 処方意図が分かる場合がある。

患者の口答による検査結果はあやふやだったので、数値

を知りたかった。

ご自分で把握されてない患者さんがおり、薬物の効果が

出ているかわかりづらいため。

薬の適正使用に貢献。残薬減らせる。 トータル的にフォローができる。

①必要時は、見せてもらっている。②疾患で見たい検査値は

違うので又、患者様のプライバシーの問題も含んでくるので。
安全上必要。

理由A-5. 全ての施設にお尋ねします。今後、検査値印字を推進して欲しいと思いますか？

＜どちらでもない＞

①必要時は、見せてもらっている。②疾患で見たい検査値

は違う。又、患者様のプライバシーの問題も含んでくるので。

服薬指導の幅は広がると思うが、処方元にも費用がかか

ると思う。

病名・薬名を知られたくない。患者様による場合が多い。 個人情報患者さんのプライバシーの問題があるため。

服薬指導時に役立つが、検査値を印字しているからとの理由で、投薬量など薬局に丸投げ状態になりかねない。ど

こまでが医師の責任か、不明確な感じがする。いちいち全部チェックする義務が生じてくると患者さんを大変待た

すことになる。
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A-6. 特に必要な検査値はどれでしょうか？お教えください。

尿酸値、血圧、食前・食後血糖値、総コレステロー

ル、LDL、TG。
患者さんの疾患で違うため本人に聞くか、検査結果を見せてもらう。

TC,TG,BS,Na,Ca等。 脂質、BNP、中性脂肪　UIBC、T3,T4,TSH,PSA

整形外科なので尿酸値、Ca値。 その疾病に関わる値は載っていて欲しい。Etc前立腺ガンPSAなど

PSA、体表面積（抗がん剤の場合）、Ca,Mg、眼圧 患者疾患によって変わってくるので、できるのは全て。

眼圧や血圧。 病態により異なる。

身長、体重、脂質等。 個々に必要なデータが違うので全て必要です。

A-7. 検査値の印字（開示）に関して何かご意見があればお願いします。

異常値のみとか、処方に関係性の高い値のみでも良いか

と思います。

切り取り可能な部分などに印字して患者に提出の可否を

任せるなど。

検査値の異常時や疾患に関する又は、可能性があるもの

だけ表示して頂けたら、分かりやすい。

腎機能に問題のある患者や何が注意すべき必要のある患

者のみ印字（開示）してくれればそれで良い。

入力間違い防止のためにバーコードで入れられるような

システムを導入して欲しい。表記法は一律にしてほしい。

同じ内容の検査項目の印字ではなく、患者の病気・症状

にあった検査をしていると思うので、その検査結果を印

字することを望む。

薬局としては必要であるが、患者様はそれぞれ考えが異

なるため知られたくない人は丸裸にされた意識になるの

ではないか。

処方箋へ印字ができない場合でも、検査結果はその都度

印字して患者に渡してほしい。患者の体調をみる上でと

ても参考になります。

オーダリング導入している病院は全て検査値を印字して

欲しい。

検査値の変化に基づいた処方内容変更点などの確認がで

きるし、患者さんとの会話も広がるので良いと思う。

患者の同意を得ているのか知りたい。 お薬との関連があるのであれば必要。

早急に対応して頂けることを望みます。琉大病院のよう

に、化療レジメンが開示されるともっと指導が充実しま

す（特にがん拠点病院）

疾患により、検査値の着眼点が異なるので、勉強会など

で、病態に特徴的な検査値について学ぶ必要があると思

います。

過去の同じデータがずっと印字されているのはどうかと

思う。
塩分制限や一般的な値で判断してはいけない項目。

当薬局（眼科・皮膚科）においてはあまり意味がないが、内科においては重要と考えます。

経時的になっているなど分かりやすいものが良い。 実施した検査内容結果

他の病院でも実行されると有難い。 全ての医療機関が開示するのを希望します。
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B. 高度薬学管理機能に関する質問

B-1. 患者のための薬局ビジョンにおいて、「高度な

薬学的管理ニーズへの対応として」調剤薬局と専

門機関と連携して「抗がん剤の副作用対応」や「抗

ＨＩＶ薬の選択などを支援」することが明示され

たことをご存知ですか？

B-2. 学会などが提供するがん認定・専門、HIV認

定・専門の、高度な知識・技術と臨床経験す

る薬剤師を配置していますか？

B-3. 専門医療機関と調剤薬局との間で、新たな

治療薬や個別症例に関する勉強会・研修会を

共同で開催するなどの取組を継続的に実施し

ていますか？

B-4. がんやＨＩＶ、難病のような疾患を有する

患者に対して、あらかじめ医療機関と調剤薬

局との間で対応要領を定め、「抗がん剤におい

ては副作用が生じたときの主治医への受診な

どの対応」や「ＨＩＶに関しては、他科併用

薬から適切な抗ＨＩＶ薬の選択のための支援」

など高度な薬学管理ニーズへの対応の予定は

ありますか

B-3. 専門医療機関と調剤薬局との間で、新たな治療薬や個別症例に関する勉強会・

　研修会を共同で開催するなどの取組を継続的に実施していますか？

B-4. がんやＨＩＶ、難病のような疾患を有する患者に対して、あらかじめ医療機関と調剤薬局との間で対応要領を

定め、「抗がん剤においては副作用が生じたときの主治医への受診などの対応」や「ＨＩＶに関しては、他科併用

薬から適切な抗ＨＩＶ薬の選択のための支援」など高度な薬学管理ニーズへの対応の予定はありますか

具体的な内容 具体的な時期

HIV患者が門前薬局でしか薬を受取らないため。もっと選択肢を増やせる様協力したい できるだけ早く対応したい

施設内情報の依頼をしている。TSI、ゼローダなど服用日数がある薬に関して

既にHIV陽性患者さんに薬を必要な事はすべてしてます。
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C. 残薬調整への取り組みについての質問

C-1. 今年度より新設された指示欄へチェックが記載

された処方箋を受け付ける頻度はどのくらいです

か？

C-2. 受け付けたことがある方へ質問です。患者

の残薬有無を確認した際、残薬が確認された

ことはありますか

C-2-1. 疑義照会又は情報提供において、医療機

関の反応は以前と比べていかがですか？

C-3. 4月以降残薬調整への取り組みにより、

患者の残薬が解消された事例は以前より

増えましたか？

C-3. 増えた件数

C-2-1. 疑義照会又は情報提供において、医療機関の

　反応は以前と比べていかがですか？

（具体的な内容）

残薬調整に関しての照会がスムーズになった気がする。

残薬やコンプライアンスについて注意するようになった。

残薬を引いた処方になる。

残薬対応のよい病院もあります。

残薬に対して意識が上昇

残薬による処方減量キャンセルについては連絡のみ。

残薬調整する回数が増えた。

残薬の調整を以前よりしてもらっている。

いい意味で変化がなく疑義照会についてDrは親切に

答えてもらっている。

昔に比べると医師の対応が丁寧になりました。とて

も有難く嬉しいです。

医師も丁寧に以前より答えてくれる。

コミュニケーション向上あり。

以前より実施していた。

以前から行っていたため。

次回、薬が減ったり、回数が変わったりする。

医師からの分割調剤指示が増えた。
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C-4. 残薬解消のため、処方箋を介した今回の医薬連携についてどう感じますか？また、医療機

関へ求めることはありますか？

○残薬確認により、服薬漏れの理由を確認し、よりきめ細かな服薬指導に繋がる事がある。医療

機関にとっても、薬物療法の効果をより性格に把握することに繋がるのではないか？

○処方せん発行時に備考欄に残薬調整可のコメントを入れて欲しい。

○当店ではHPにて残薬確認、調整してくれているので助かる。本来HPにて調整される事と思う。

○疑義なく残薬調整ができれば、もっと楽になる。

○薬局が残薬調整を提案しやすいやり方でないと難しい印象。

○情報交換することで、医療機関も処方するのみではなく、ちゃんと服用できているかを意識す

る様になってきたと感じられる。

○医師と患者様の残薬数（保管数）の認識の相違がある。

○アドヒアランスの必要性。服薬指導のニーズのある方がいること。それを処方医に知っていた

だくことが明確になる。

○3で「増えた」のは、かかりつけ薬剤師としての業務遂行の中であって、処方箋に残薬確認欄

にチェックがあってもなくても余剰残薬の有無はチェックすべきことではあるので、そのよう

な欄があってもなくてもどっちでもよい。それより本来DRの方でも確認すべき事と思う。「面

倒くさいことをやるところ＝薬局」ではない。

○事後報告OKとチェックが入った処方箋はみた事ないです。薬剤師は指示待ちが多いと感じるの

で、指示欄へチェックをお願いしたい。

○今後もっと推進してほしい。残薬などでの疑義照会は医師にとっても負担なので薬剤師に任せ

て欲しい。

○病院の方で確認しているので、少しは解消されている。特にないがDrに直接なのか外来受付で

いいのか不明です。

○病院においての残薬調整が増えたと思う。

○医薬連携というのは、この様な事ではない。今までやってきた事。

○残薬が多い場合、お薬手帳にそのことを詳しく書いて、次回受診時にDrに見せるよう患者に伝

える。老人の場合に効果あります。Drもそれを見て調整してくれます。

○治療方針や医療費削減に必要ではないでしょうか？

○残薬調整は前から行っていて、医師の側でもフォローして欲しい場合は文書を送付しているの

は前と変わりなく行っているので特に無。

○処方箋と介する連携もそうだが、さらに医薬連携が進んで患者さんにより良い環境になれば良

いと思います。

○残薬がなぜ発生する利用をより分析すべき。（例　無駄な処方。）多罪併用を連携で行いたい。

○実際に残薬解消されたことが多いので、今後も継続するべきだと感じる。

○薬局側が積極的に残薬の確認することが望ましい。

○薬局で、残薬が確認されても「先生には言わないで」と遠慮からか、情報提供を拒否する患者

がわりといるので、　医師の方から、「残ってる薬はありませんか？」と声かけをしていただき

たい。

○残薬を薬局で確認した患者さんに関しては、疑義なしに修正できたほうがいい。

○ある病院で、オーダリングシステム上、処方日数の変更は出来ないと言われた。この様なこと

はなくなって欲しい。
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○まだ指示欄にCheck入っていない医療機関もあるのでCheck入ってた方が照会しやすいので入れ

るようにした方がいい。

○医療機関によっては、疑義照会をFAXで薬剤師が受ける所もあって、患者の待ち時間が長くなっ

ている。クリニックによっては、事務が対応することも多く、医師と直接疑義照会していくべ

きではと思う。

○チェック欄があっても、チェックされていないことが多いのでせっかくですから徹底してほしい。

○薬局より病院での残薬があるかどうかの一言が重要だと感じる。

○まだよくわからないが、医師が積極的に取り組んでもらえれば、患者の意識が変わるかもしれ

ません。

○持参した薬で日数調整する。

○情報提供しても公立は特に無反応です。

○Drも残薬解消に意識を強く持てる様になると思う。

○現在、医院任せ。特にこれから求めることなし。

○処方せんにDrからのコメントで残薬調整可と記入があり、対応しやすい。

○大規模な病院は残薬調整に関心がうすく感じられる。

○残薬調整などで、疑義照会しても医師が服薬コンプライアンスの悪さに関心がなく、いつもDo

処方になる場合がある。

○紹介してもらったので、専門外なので等。処方は変えられない！とdoを続ける医師がいて苦戦

している。疑義では、変更なし。直接患者から訴えてもらうことで変更例あり。患者使用拒否

でもdo継続生活保護患者で患者負担なし。

○Drの指示欄チェックへの記載を徹底し、薬局がもう少し残薬調整できる様にしてほしい。

○病院の対応は変わらない。もっと患者の話をしっかり聞いて欲しい。

○チェック欄の活用がないので、いつも通りの疑義照会での残薬調整で以前と変わらない。処方

箋のコメント記載が増えたので、医療機関と連携しやすくなった。

○方法を全国で統一してほしい。

○医療機関への残薬持参を奨励していただきたい。

○処方時に日数調整をする方が合理的と考えます。必ずしも、ドクターではなく事務や担当ナー

スさんが問診し、処方に生かす等々。薬局でしたくないという訳ではなく（ダブルチェックし

ます！）処方側も沢山の残薬を目の前の現実と受け止めて欲しいという気持ちです。

○｢通院している所が院内処方であり、手帳を持って行っても処方内容が記載されることなく返

却される」と患者様から言われることが時々あり、その場合は併用薬が確認できない。お薬手

帳を活用してほしい。
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　「沖縄でも症例検討を広めてください」と

いう言葉と共に著書「症例検討入門 第2版」

を沖縄の地で受け取ったのは2013年、夏の事

でした。その年の3月、筆者の母校である昭

和薬科大学を定年退職された大澤友二先生が

退職後の沖縄旅行に来られていた際、お会い

する機会を得た時のエピソードでした。その

翌年2014年の冬、当時沖縄県薬剤師会専務理

事だった田場英治先生（昭和薬科大OB）から

「症例検討の勉強会をやりたいので案を出し

てくれ」という打診を受け、「薬剤師のため

の症例検討入門シリーズ」が始まりました。

　2016年10月22日、通算7回目で今シリーズ

最後となる症例検討会が「糖尿病 在宅症例」

をテーマに実施されました。当日は高速道路

でのバス炎上事故が発生するなど、交通事情

が悪い中、多くの先生方にお集まり頂きまし

た。講師の大澤先生による症例検討の意義、

まとめ方等に関する講義の後、ひとグループ

5 ～ 6人の7グループに分かれてディスカッ

平成28年度 第3回 薬剤師のための症例検討入門研修会報告
～薬剤師のための症例検討入門研修会総括～

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年10月22日(土）19:00 ～ 21:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

学術研修

学術研修委員会

潮平 英郎

ションが行われました。今回検討した症例は、

強化インスリン療法後、インスリンを使用し

ながら内服も継続している訪問診療症例でし

た。既に治療が開始されていながら、血糖コ

ントロールや生活習慣に問題を抱えている設

定に、各グループ非常に活発な議論を行って

いました。チューターの介入も入りながら、

盛り上がった議論を着実にまとめ上げられ、

最終的には全グループが治療計画立案まで到

達することがでました。ディスカッション終

了後、代表2グループによるプレゼンテーショ

ン＆質疑応答もスムーズに運び、講師の大澤

先生からも「素晴らしい内容」との講評を頂

き、盛会理に終了しました。これまでの研修

会を通して、参加者が確実に論理的な薬物治

療の立案、プレゼンテーション、質疑応答な

どの症例検討のスキルを身につけられた結果

かと思い、この研修会の目的が達成されたと

感じました。

大澤 友二 先生
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　2015年より開始した当シリーズですが、2

年目にかかりつけ薬剤師制度が開始となり、

研修会参加者が増え、薬剤師の視点がより薬

物治療への参画に向いていることを実感しま

した。また、この研修会開始と時期を同じ

くして、県内で参加型の研究会が増えて来た

ようにも思われ、時流に乗った企画ができた

かと思います。知識は、座学で一方的に講義

を受けて得ても多くは残らず、主体的な議論

を通じて得た方がより身につき、使える技能

になるとされます。単回企画が多い中、沖縄

県薬剤師会の取り組みとして、長期間に渡り

継続して同じ講師とチューターにより開催さ

れた研修会で、主体的に議論する症例検討を

経験した薬剤師を増やせたことは大きな成果

だったと思われます。

　当初の目的には無かったことですが、この

研修会の場を通して薬局勤務と病院勤務とい

う背景を異にする薬剤師が集まり相互作用で

きた点がもう一つの大きな成果だったかと思

います。さらに、もうひとつの成果として、

チューターの育成があります。教えることは、

議論を重ねることよりも技能を取得する良い

方法です。大澤先生指導のもと、長期間に渡

りチューター経験をした薬剤師が育成され、

症例検討会の運営ノウハウを得ました。本件

集会のチューター経験者は、今後、県内にお

ける症例検討実施のリーダー的役割を果たし

て頂けると確信しています。筆者が手がけた

この企画は今回でひとまず終了ですが、今後

も薬剤師会として、県薬・病薬の垣根を越え

た参加型かつディスカッションを重視した研

修会が継続されることを期待致します。そし

て、この様なトレーニングを受けた臨床薬剤

師が、今後の医療において患者または患者と

なる前の未病者にとって頼れる存在となるこ

とを願ってやみません。 

　最後に、本研修会は沖縄県薬剤師会学術研

修委員会の主催で行われました。企画実施に

あたり、多大なるご高配を頂いた亀谷浩昌会

長、外間惟夫副会長/学術研修委員長、神村

武之前会長、田場英二前専務理事に衷心より

御礼申し上げます。また、研修会の運営は、

チューターの協力無くしては成り立ちません

でした。長い方では足かけ2年に渡り多忙な

中、快く準備から参加して頂いたぴぃぷる薬

局経塚店中尾滋久先生、ミドリ薬局玉城武範

先生、すこやか薬局かけぼく店小島進先生、

琉球大学医学部附属病院伊差川サヤカ先生、

古謝さなえ先生、砂川智子先生、外間登先生

のご協力に感謝申し上げます。そして、毎回、

福岡よりお越し頂き講師をお勤め頂いた大澤

友二先生にも心より感謝申し上げます。最後

に、本研修会を通して相互作用頂いた沖縄県

薬剤師会、沖縄県病院薬剤師会全ての皆様に

感謝申し上げ、本稿の結びとさせて頂きます。

大澤友二先生を囲んで記念撮影
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なごみ会主催
第6回 県民健康フェア2016報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年8月21日(日） 12:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄コンベンションセンター 展示場

　去る8月21日(日）沖縄コンベンションセン

ターにおいて、第6回県民健康フェアが開催

されました。今年は、例年時期的に心配のタ

ネである台風もなく、久々いい天気での開催

となりました。入場者数も、県医師会の発

表によると約1500名と、わずか4時間余りの

開催時間にしては例年になく多い数字ではな

かったかと思います。

　本年も、昨年同様ミュージシャンのアイモ

コにフェアを盛り上げてもらいました。また、

ステージイベントの冒頭に、いつもは子ども

たちの“エイサー”などの元気な演舞であっ

たところを、今年は“フラダンス”と大人の

魅力いっぱいの雰囲気で始まったのが、また

好評でありました。

　県薬剤師会のブースは、例年どおり終始満

員でした。昨年の反省を踏まえて、今年は測

定を待っている人の列がブースからはみ出な

なごみ会

地域保健開局委員会

委員長　笠原 大吾

いように注意を払いました。具体的には、“健

康チェック”から“お薬または健康相談”の

流れを、来場者1人につき1人の薬剤師が担当

するという新しい方式で対応することにしま

した。これは、本年4月より実施の“かかり

つけ薬剤師制度”の要件の一つである“地域

貢献”の実践を目的に参加された多くの薬剤

師に効果的に関わってもらうよう提案した新

しい試みでありました。幸いにこれが功を奏

して、忙しい中に充実感と来場者の満足感が

あったのではないでしょうか。本年度初の

試みである、“検体測定室”を設置しての、

HbA1cの測定の評判も含め、詳細は以下の参

加した先生方の報告をお読みになってくださ

い。

　当日参加された会員の先生方ならびに準備

からご協力いただいた県薬剤師会の事務局の

皆様、大変にお疲れ様でした。

■薬剤師会ブース健康とおくすり相談員（敬称略・順不同）

　○新垣　　梓　　○安里　広和　　○阿嘉さゆり　　○伊敷松太郎　　○伊集　智英

　○伊藤　夕紀　　○岩松　年隆　　○上里美矢子　　○江夏　京子　　○大城　賢治

　○大城　　進　　○大城　麻紀　　○沖山　尚美　　○笠原　大吾　　○勝連　貴子

　○川﨑　　亮　　○喜屋武敦子　　○喜納　香織　　○金城　龍男　　○楠見　康夫

　○具志堅睦人　　○古賀　　功　　○國場　節子　　○坂本紗有理　　○島袋さゆり

　○高木　英子　　○田仲　周子　　○谷澤　大輔　　○中尾　滋久　　○仲里すが子

　○花城　公子　　○林　　伸嘉　　○比嘉　　仁　　○比嘉　賀俊　　○普天間公子

　○辺野喜英人　　○眞榮城紀美子　○眞喜志　泉　　○政枝　秀治　　○松川亜矢子

　○松本　圭五　　○村田美智子　　○安田　泰行　　○吉田　洋史
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今年は、フラダンスで華やかにオープニング

プ　ロ　グ　ラ　ム

ステージイベント

時　　間 内　　　　　　　　　　容

12 : 00 ～ 12 : 20

開会セレモニー

○フラダンス：『LEI LOKELANI（レイロケラニ）』フラスタジオ

○主催者挨拶：安里 哲好（沖縄県医療保健連合・沖縄県医師会長）

○来 賓 祝 辞：砂川 　靖（沖縄県保健医療部長）

12 : 20 ～ 12 : 40 アイモコ　ライブ＆トークショー

ブースイベント

団 体 名 内　　　　　　　　　　容

医師会
医療相談・検査相談
おきなわ津梁ネットワークを活用した保健指導 (健康保険証をご持参下さい）

歯科医師会
歯科衛生士会
歯科技工士会

一緒にやってみよう！ Do (どぅ）チェック歯科健診
知って得する妊婦のむし歯予防・歯周病予防、お口の細菌観察コーナー
相談：口腔ケア (乳幼児期～老年期）、在宅歯科、障害者歯科、かぶせもの、入れ歯などの補綴物
体験：口唇力測定、フッ素洗口、むし歯リスク検査　展示：パネル、歯科用グッズ

薬剤師会
患者のための薬局ビジョンに関すること (かかりつけ薬局・薬剤師）　展示：薬剤師の仕事について
相談：健康チェックとお薬相談会　展示・実演：一般 (こども) 向けのくすりの正しい使い方

看護協会
健康相談 (血圧測定・体脂肪測定）、レッツママ体験 (妊婦体験・赤ちゃん抱っこ）
キッズナース体験 (白衣体験）、ロコモチェック (筋力チェック）、こどもの誤飲対処法

栄養士会
展示：パネル、食品の展示　相談：栄養相談、他
フードモデルによる食事チェック、パソコンを使った食事チェック

臨床検査技師会 展示：各種臨床検査のパネル展示、顕微鏡観察、DVD上映　相談：臨床検査

放射線技師会 放射線被ばくに関して、医療における各種検査に関しての相談、骨密度測定検診 (無料）

理学療法士協会 足の体操、パネル展示、健康関連資料配布

作業療法士会 何でも相談コーナー、自助具の展示および体験コーナー、パネル展示

言語聴覚士会 相談：飲み込み、ことば、子どもの発達等に関して　展示：言語聴覚士の仕事内容のパネル

鍼灸師会 展示：鍼灸に関する情報　体験：鍼灸施術

精神保健福祉士協会
医療ソーシャルワーカー協会

医療ソーシャルワーカーの職能紹介、社会福祉クイズ、精神保健及び医療に関する相談
医療福祉相談、がん相談、患者会等紹介、幻覚のバーチャル体験

柔道整復師会
展示：パネル (ボランティア活動）　相談：整 (接) 骨のかかり方
体験：テーピング実技 (メディカルテーピング、スポーツテーピング）

健康運動指導士会
体力測定 (握力・柔軟性・敏しょう性・10m速歩・バランス）
相談：体力測定結果に基づいて　体験：沖縄Let'sプチ体操と各種健康体操

ドクターヘリ展示ブース 写真展、DVD視聴、資料配布

屋外イベント ●ドクターカー展示
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＜なごみ会主催  第6回県民健康フェア2016  スナップ写真＞

なごみ会17団体の会長がステージに並んだ

ステージイベントの司会を務めた

上里 美矢子 氏 (会営薬局うえはら)

夫婦ローカルタレントのアイモコによるライブ＆トークショー

アイモコのお二人も薬剤師ブースを訪れ調剤体験をしました！

記念撮影
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なごみ会主催県民健康フェア参加報告

　私は薬剤師会ブースにおいてHbA1cの自己

測定のお手伝いを行いました。

　高血糖状態が長期間続くと、血液中の余分

なブドウ糖は酸素を運ぶ「ヘモグロビン」と

結合しHbA1c（グリコヘモグロビン）となり

ます。HbA1c測定とは、そのHbA1cの血液中で

の「ヘモグロビン」に占める割合を調べる検

査で、過去1 ～ 2 ヵ月の血糖コントロールの

状態が推測されます。糖尿病の診断や治療方

針の目安として活用されている検査値です。

この4月1日より、薬局などでの自己採血検査

が正式に認められました。具体的には3月31

日に厚生労働省より臨床検査技師法に基づく

告示の改正が公布され、受検者が自ら、自身

の状態を知ることを目的に検体を採取し、測

定し、その結果について判断するものであり、

薬局の役割は、そのための設備と安全に実施

できる体制等の環境の確保及び適切な情報の

提供であります。

　今回使用した装置は、POC生化学分析装置

『cobas b 101』（ロシュ・ディアグノスチィッ

クス株式会社）。測定方法はラテックス免疫

凝集阻害法です。指先からの血液2μℓを試薬

ディスクで吸引し測定します。併せて自己血

糖測定器（アキュチェックアビバ　ナノ／ロ

シュ・ダイアグノスティックス株式会社）に

て血糖値の測定も一緒に行いました。今回、

薬局内での届出と同じように‘検体測定室’

の届出を提出しており、受験者への説明と同

意（承諾）の文書を交わす必要があります。

また、採血

は自己採血

とするので

薬剤師が手

を触れるな

どの補助は

禁止されて

います。

くはら薬局

伊集 智英

　私は、薬局内で応対しているつもりで臨み

ました。まず、この測定は受験者自身が判断

するものであり、診断を行うためのものでな

いこと、指先に穿刺を測定希望者が自らおこ

ない、私が補助することができないこと、得

られた結果は他で使用することがないことな

どを説明し同意をいただきました。

　測定の間に受験者とお話しをするのです

が、「血縁関係の中に糖尿病を患っている者

がおり不安を抱えている。」「健康に気をつけ

ており毎年人間ドックにかかっているし、運

動もいろいろ行っている。しかし、不安が付

きまとう。」「自分なりに日々運動や食事に気

をつけているつもりだが健康を維持できてい

るか不安。」「健康に自信があるが不安になり

受験してみようと思った。」など、それぞれ

の思いがあり測定に臨まれていました。その

ような思いを誠実に受け止められる薬局づく

りをしなければと感じました。これからの薬

局の有り方を追求する上で貴重な経験をさせ

ていただきました。関係各位の方へこの場を

借りて感謝いたします。

待ち合いの間は、薬物乱用防止資材コーナーを見学 多くの方が訪れたHbA1c測定コーナー

<H bA1c測定コーナー >
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<骨密度測定コーナー >

　県民健康フェアに初めて参加しました。開

催日前、薬剤師会に参加者が集まり、当日の

説明を聞き、使用する機械やその使い方のレ

クチャーを受けました。が、時間の関係上、

やはりじっくりと習得するまでにはいかず、

当日を迎えるまで不安しかなかったです。

　そして当日、骨密度測定の機械の操作の担

当に関わらせてもらいました。やはり操作の

仕方などは忘れていましたが、詳しい方が近

くにいてくださり、すぐに操作方法などを教

えてもらうことができました。また単純作業

でもあったためすぐに慣れることができまし

た。年齢層は若い方から年配の方まで様々い

らしており、多数の方々が測定されていかれ

ました。結果は測定された骨密度、当該年齢

の母集団値との比較がグラフで示されたもの

が紙に印刷され、それを測定された方にお渡

しします。測定のお手伝いをしながら来場者

の結果を見ていたのですが、多くの方々がや

はり年齢相応の骨密度ではありました。しか

し中には「なんでこんなに高いの．．．？」と

不思議に思う方もおられました。また、結果

をみた来場者の方には「んー、病院行こ！」

といわれている方もいらっしゃいました。骨

粗鬆症はどうしても年齢を重ねるとなりやす

く、転倒からの骨折による寝たきりの原因に

もなっています。

うらそえ虹薬局

比嘉　仁

　今回、県民健康フェアに参加し骨密度の測

定に関わることで、来場者の骨折や寝たきり

の予防に少しでも関わって、健康の手助けに

なることができていたらいいなと思いました。

　県民健康フェアが終わった時には「とりあ

えず無事に終わった･･･。意外となんとかな

るもんだなぁ。」とホッとしながら帰路につ

きました。

薬剤師ブースは今年も多くの方が訪れた

骨密度測定コーナー
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<体成分分析測定コーナー >

　今回、なごみ会主催県民健康フェアに初め

て参加させて頂きました。多数の来場者が薬

剤師会ブースを訪れて驚きました。私は、2

名の来場者とマンツーマンでお薬相談を実施

し、他に骨密度測定・体成分分析測定を担当

しました。今回、体成分分析測定の担当を体

験した内容についてご報告致します。

　ここでは、体成分分析装置（InBody430，

BISOSPACE）を使用して、1人1人測定しました。

それぞれの方が測定前に、『最近は体重測っ

てないから何㎏だろう』『これでどんなこと

が分かるの』と様々な意見をおっしゃってい

ました。

　体重測定後、個人の年齢・身長・性別を

入力し、最後に、両手を伸ばし測定します。

InBodyの測定は正直容易な操作だと思ってい

ましたが、全ての電極に接触することで、体

内に電流を流して、抵抗値を測定するため、

測定時間が意外にも長いという印象を受けま

した。実際、体験してみないと分からないこ

とであり、測定時は同じ体勢をキープしてい

ますので、測定前に『少しお時間がかかりま

す。しばらく、そのままの姿勢でお願いしま

す』ということを事前にお伝えしました。

　体成分分析は、体を構成する体水分・タン

すこやか薬局 美里店

喜屋武 敦子

パク質・ミネラル・体脂肪の測定が出来ます。

また、部位別の筋肉と脂肪のバランスやBMI

と体脂肪率によって体型をチェックすること

で、自分が今、どのバランス状態であるのか

把握できます。分析結果を参考にしながら、

食事や運動などを中心に健康管理のアドバイ

スを行いました。

　この健康フェアに参加されたという事は、

既に健康に関して意識が高い方と想定できま

す。しかし、食事や運動など意識はしている

が実際には実行できていない方もいました。

薬剤師目線で健康管理のアドバイスをした

きっかけで、明日から実行するというお声を

頂き、嬉しかったです。

　今後も、沖縄の健康・長寿に向けて、より

多くの人に健康に意識してもらえるように、

地域の方々と触れ合う場に参加し、今出来る

ことから働きかけを行っていけるようになり

たいと思います。

　最後に、この企画をして頂いた関係者の皆

様、有意義な経験をさせて頂き、ありがとう

ございました。

体成分分析測定コーナー
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<相談コーナー >

　なごみ会が主催される健康フェアへの参加

は今回が初めてでしたが、事前説明会も開催

され、各担当に世話人の先生もおられ安心し

て参加することができました。

　来場されている方は若い方からお年を召さ

れた方まで様々でしたが、健康フェアですの

で、来場者の健康に対する関心が強い印象を

最初に受けました。

　担当した方々は特別お薬の悩みがあるわけ

ではなく、普段測定したことのない骨密度や

血糖値、体成分組成を測定してみたいとのこ

とでした。測定機器は順番待ちの列が発生し

ており、担当した方と一緒に順番待ちをする

ことになるので、待ち時間を利用し問診とア

ンケートを行うことになります。日ごろ店舗

で行っているような病歴、副作用、アレル

ギー、受診状況、併用薬といった問診から、

当フェアに参加されたきっかけなどを聞き取

りました。すべての問診を記載してもまだ測

定機器の順番待ち状態でした。店舗では多忙

な中行っていた問診を順番待ちしている間、

じっくりと時間をかけてお聞きすることがで

きました。ですが、聞きたいことを早々に聞

き取ってしまい会話が続きませんでした。自

分でも無意識の内に日ごろの業務と同じよう

に対応していました。フェアに来場された

方々を、病気で来られているとばかり考えて

いたように思います。健康相談に来られた方

の全てが病気で悩んでいるわけではなく、健

康に関心があって来られているという微妙な

認識のズレに気付かされました。そこからは

世間話をしていたように感じます。問診の際

に行っていた同じ質問でも、その方の背景を

読み取ることを意識し、会話につなげるよう

にしました。そうすることで相手にも世間話

の様に捉えてもらえたのではないかと思いま

す。

アイン薬局 首里店

川﨑　亮

　今回の測定機器の特徴から「骨密度が下

がっていたらどうしたらいい？」、「BMIが高

いから痩せたいけどどうしたらいい？」、「血

糖値ってどうしたら下がるの？」といった質

問や、「薬剤師ってどんな事をしているの？

薬を準備して渡しているだけじゃないの？」

といった質問もありました。

　店舗ではなかなかお話しする機会のない薬

剤師の業務について、ただ薬を渡しているだ

けではないことを説明し、健康相談の窓口と

して活用していただけることを説明できまし

た。時間をかけてお話しすることができたた

め、徐々に打ち解け、現在受けておられる治

療の内容について、ご自分でされている健康

法などについても相談されるようになりました。

　フェアに参加したことで、今後必要とされ

ている地域に根付いた薬局、そこで働く薬剤

師像を少しばかり体験させていただけたよう

に思います。

相談コーナー
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<調剤体験コーナー >

　昨年から企画されたお子様向け「調剤体験

コーナー・くすりの実験コーナー」のブース

を担当させて頂きました。

　調剤体験コーナーでは、今年から県薬剤師

会で、お子様用白衣を120㎝サイズから用意

して頂きました。袖を通した子供たちの凛々

しい姿にご両親も大喜び!!子供たちも一人前

の薬剤師になりきり、調剤の模擬体験をしま

した。カラーコーティングされた『ｍ＆ｍチョ

コレート』を錠剤に見立てて、本物さながら

の処方せん型式で2パターン用意。「黄色は朝

昼夕、赤色は朝昼、茶色は朝」「青は朝昼夕、

オレンジは朝昼、緑は朝」いずれも2日分で、

好きな色パターンを選んでもらい、本物の錠

剤分包機を使って調剤体験しました。処方せ

んを読みながら分包機にセットする子供たち

の表情は真剣で、とても頼もしく思えました。

完成した分包チョコレートは、何ともかわい

らしい出来上がりです。本物の薬袋に名前を

書いて、分包チョコレートをセットし、調剤

体験は終了です。処方せんと分包チョコレー

トはおみやげになります。

　くすりの実験コーナーでは、「お茶＋鉄剤

（インクレミンシロップ）＝キレート形成で

黒く変色する」の変化を、試験管の中で実験

しました。初めてのピペットを用いた化学実

地域保健開局委員会

島袋 さゆり

験にドキドキしながらも楽しんでいる様子で

した。「水＋鉄剤＝変化なし」の試験管と対

比することにより、その差は歴然で、同行し

たご両親も衝撃を受けていらっしゃいまし

た。『お薬は、可能な限りお水で服用するよ

うにしましょう！』の指導に、ご両親も納得

です。

　その他、「お薬はコップ1杯の水で飲みま

しょう！」をテーマに掲げ、お皿に置いたカ

プセル剤に少量の水、コップ1杯の水をかけ

た時のヌルヌル度合を触って体験してもらい

ました。少量の水だとカプセルは手にくっつ

きますが、多量の水の方ではツルツルしてい

ます。これは、服用する水が少ないと、薬が

食道に付着し潰瘍を引き起こしたり、効果が

しっかり出なかったりすることになります。

コップ1杯の水で服用することで、薬を飲み

易くし、よく溶かして吸収を良くするだけで

はなく、食道炎の防止にもなります。ご両親

にも、直に触って体験していただき、「お薬

はコップ1杯の水で飲みましょう！」の意義

をご納得頂きました。

夏休み中ともあり、多くの家族連れが参加した調剤体験コーナー
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< ｢ダメ。ゼッタイ。」君コーナー >

　この度は、「ダメ。ゼッタイ。」君の着ぐる

みを着させて頂きありがとうございます。着

てみての報告をさせて頂きます。

　この着ぐるみを着る事の意味は愛嬌がある

着ぐるみに子供が近寄る事で多くの人がこの

キャラクターを知り、家族の方々が「着ぐる

みに書いてある文言（ダメ。ゼッタイ。）」に

目を行かせ、さらには着ぐるみ周辺の薬剤師

会フロアに興味を示してもらう事だと考えて

います。家族で寄ってきますので、家族の方

が麻薬・覚せい剤の危険性を思い出し、子供

が「ダメ。ゼッタイ。」の文言を聞くことで

勉強にもなります。また夏休みのため絵日記

にこのキャラクターを描き、色々な方々が目

にするきっかけになります。またフロアが白

衣だらけのため硬い感じがあるためその硬さ

を和らげてくれていることも大きな利点だと

思います。

　着てみて分かったことですが、子供が集

まってくるため周囲の興味を引くことで大勢

の目に留まりやすくなっていました。またフ

ロアの長さが広い為、動く範囲が広く多くの

お客を引き入れることが本来は出来たと思い

ます。

すこやか薬局 田原店

安田 泰行

　着てみての反省は、私が子供を好きなため

一緒に遊びすぎた点にあります。一番大事な

ことは「ダメ。ゼッタイ。」という文言を思

い出す、またその言葉を知ることにあります。

その部分にはあまり触れられなかったことは

残念に思います。やはり着ぐるみのため「遊

んで」という言葉など愛嬌の部分に目が行っ

てしまいました。もっと「ダメ。ゼッタイ。」

という言葉の方向に指を指すなど文言への興

味を引くべきでした。またフロアがほぼ終了

してから着ていたため、もし開催時人がいな

いときは受け付けに一緒に手を引いて集客出

来たと思います。着ぐるみを着ての仕事は多

いので継続の必要があると思います。

　着てみての感想は、暑かったのですが以外

に通気性がよく、また丸いため両手でつぶす

と空気の入れ替えができ、長時間着られると

いう点で丸い形状は良かったです。私が着た

のは20分ぐらいだったと思いますが、そこま

でふらふらになることはありませんでした。

　やはり着ずにおいておくのはもったいない

ですし、もっとこのキャラクターを知って頂

くことが必要です。このキャラクターを知っ

て頂くために、もっと活用できるのは体験し

た私だと思います。次回もまた着させて頂き

たいと思います。

安田泰行さん、長時間の着ぐるみ　お疲れ様でした！
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　本年4月より開始された、“かかりつけ薬剤

師・薬局”制度は、超高齢社会を迎えたこれ

からの日本のあるべき医療・福祉等の連携し

た形である“地域包括ケアシステム”の中で

すべての薬局・薬剤師がめざす形であるとす

れば、“健康サポート薬局”は、その一段階

上の内容、すなわち、“かかりつけ薬局”の

機能を持ちながらさらに地域住民の健康サ

ポートを行う薬局としてそのビジョンが示さ

れたものであります。現在は、診療報酬上の

点数のつくことはありませんが、将来は明ら

かに診療報酬上の点数の賦与ならびに“健康

サポート薬局”の標榜を通して、“一次予防”

に貢献する新しい薬局像として、すべてとは

いかないが少なくとも2 ～ 3割程度の薬局は

めざしてほしいという案が出ていることは、

多くの先生方もご存じではないかと思いま

す。しかし、このビジョンの出た当初は、“か

かりつけ薬局”と“健康サポート薬局”の違

いもよくわからなかった状態ではなかったか

と今になって改めて思います。

　さて、この“健康サポート薬局”の薬剤師

となるための要件として、研修（健康サポー

ト薬局に係る研修会）の受講があります。こ

れは、“技能習得型研修”ならびに“知識習

得型研修”に大別され、前者は、主に都道府

県薬剤師会が主催の講義ならびに演習を、後

健康サポート薬局に係る研修会実施報告
地域保健

地域保健開局委員会

委員長　笠原 大吾

者は各自がe-ラーニングで行う演習と取り急

ぎ決められました。本年10月1日からの届出

に対応するために、沖縄県薬剤師会としても、

本島ならびに離島での研修会の開催を視野に

入れて早急に準備にかかりました。本島で

は、沖縄県薬剤師会館にて8月14日と9月22日

の2回開催し、延べ123名が受講いたしました。

本研修会は、実施の時間が厳密に決められて

おり、また行政を含む他職種の発表も織り交

ぜて行う、さらに出席者にはレポートの提出

も課すといった今までにはない研修スタイル

での実施でした。詳細は、参加者からのご報

告をお読みください。離島での研修日程は未

定ですが、当研修会は来年度も引き続き実施

する運びとなっており、名実ともに新しい薬

局の幕開けの時代となったことをひしひしと

感じ、身の引き締まる思いがしております。

　2回にわたる丸1日となった長丁場の研修会

に講師（兼ファシリテータ）として参加した

先生方（松本圭五氏、盛本直也氏、西川裕氏）

ならびに準備からご協力いただいた県薬剤師

会の事務局の皆様、大変にお疲れ様でした。
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　新たな国の取り組みである「健康サポート

薬局」研修会に参加しました。

 研修A　健康サポート薬局の基本理念・地域

包括ケア、リ専協、管理栄養士の取り組み・

社会資源の各講義と連携対応の演習・ロール

プレイングやグループワーク。

　なんと自分がロールプレイングのアイスブ

レイクで「薬剤師役」として、しかも唯一の

女性で指名されてしまいました。緊張の面持

ちの中、現れたお客様が「いつから」「どの

ような症状が」「どのような感じで」「きっか

けは？」とドキドキしながら当て馬質問して、

情報収集から商品販売までの一連の行為をし

ました。長年OTCに携わっていないので、商

品価格も知る由もなく、高い価格表示をした

ため会場からどよめきと笑いが聞こえる始末

でした。

　研修Aでは、疾患➡症状ではなく、反対に

症状➡疾患を絞り込む作業や複数の薬剤師か

ら自分とは異なる意見も上がりました。窓口

業務において、如何に円滑に患者背景や既往

歴などを引き出すか、処方箋に添付された検

査値を読むことのスキルの必要性を実感しま

した。それらの情報を適正な薬物使用と予防

医療に結び付けた結果として、「健康寿命を

延ばす」ことになる研修でした。

 研修B　DVDを観賞しながら利用者の相談内

容から情報収集し、状態・現状把握する。ア

ルゴリズムやトリアージについてグループ

ワーク。

　グループワークでは、LQQTSFAからアルゴ

リズムを作成しました。ここでも活発な意見

が交わされました。症状➡疾患を探る、不要

健康サポート薬局に係る研修会参加報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年8月14日(日）9:00 ～ 18:45

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

地域保健

オレンジ薬局

諸見里 めぐみ

な疾患を除外して最後に疾患を特定すること

は、疾患を知らないとできない事を突き付け

られました。

　最後に、国の方向性が「治療」から「予

防」に向いており、患者様のセルフメディ

ケーションの意識を上げるスキルが求められ

ます。薬局薬剤師も他職種と連携し地域包括

ケアシステムに参加し、医療機関へのフィー

ドバックが求められます。研修会はロールプ

レイングやグループワークが多く、とても緊

張しました。今後は、家族向け指導（フット

ケア、口腔ケアなど）、薬の管理方法や介護

用品に至るまで多様な健康相談に応じる、ま

た患者様の予防から介護、ライフステージを

通じた管理・指導へと果たす役割が変わるこ

とを学びました。

　長時間でしたが、充実した内容で、研修会

を開催して頂いた県薬の関係スタッフの皆

様、進行役等各担当の諸先生方、ありがとう

ございました。

＜資料＞　医療面接の標準的な手順

1.自覚症状に関する質問の手順

　LQQTSFAの順で症状について質問

　　部位；Location　　　どこが？

　　性状；Quality　　　 どのように？

　　程度；Quantity　　　どのくらい？

　　時間と経過；Timing　いつ？いつから？

　　状況；Setting　　　どのような状況で？

　　寛解・増悪因子；Factor

どんな場合に悪くなる（良くなる）？

　　随伴症状；Associated　manifestation

同時にどんな症状があるか？
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2.心理・社会的情報についての質問

　心理・社会的状；日常生活（職場環境など

　　　　　　　　　も）の状況

　解釈モデル；自分の病気や現状をどのよう

　　　　　　　に考えているか？

　医師の判断

3.過去の情報について

　既往歴、服薬歴、アレルギー歴etc

吉原東洋薬局

辺野喜 英人

　今回の研修を受けた感想として、今後の調

剤薬局業務に不安があるが何から手をつけた

ら良いのか？迷っている場合は今回のような

研修などに参加する事は良い事だと感じまし

た。

　通常業務であっという間に終わる日々を過

ごしている昨今の調剤業務の体制の中では、

在宅や地域活動への参加は難しく正直取っ付

き難い感覚がありました。在宅患者訪問薬剤

管理指導料届出数の部分でもまだ周囲もス

ロースタートだし、もう少し遅くても大丈夫

だろうと自分に対して甘い判断をしていると

思います。県外と比較をすると同じ薬剤師と

して役割を果たしているのか？怖さ、焦りを

感じ今回の研修への参加動機となりました。

　研修の中で、「サポート薬局はご存知でしょ

うか？」という講師の先生の問いに、初めは

私は地域に根付いた薬局という程度の認識で

した。研修後の私の考えるサポート薬局とは、

処方箋をお持ちでない方へも薬剤師として安

心出来る医療を提供し、用途に合わせた多職

種へつなげる役割であり、薬学的観点から医

療機関受診前のセルフメディケーションを助

ける事が出来る場所だと思いました。地域の

人、病気や生活の中で困っている人に薬剤師

が何をするべきか、何が出来るのかを考え学

びました。　

　研修にて、ケーススタディとして各グルー

プでの話し合い、様々な対処法、多職種への

振り分けを出来るスキルがあると良いのだと

学びました。リハビリ専門職の方や栄養士の

方は連携をとれる医療サービスを提供してい

るのだと感じました。

　グループディスカッションも初めてだった

ため、様々な意見がある事に学ぶ事が多かっ

たです。

　普段の薬局業務にて、処方薬以外の市販薬

への対応プライマリーケアの窓口としての役

割が必要なのだと感じました。

　発熱や腹痛、頭痛にてどんな病状を連想で

きますか？ EBMに従って自信をもって選んで

いますか？適切な薬の選択を自分の知識の中

で選別して手渡す手段、臨床判断、症候学と

トリアージを学びました。一つの病状から自

分が思い浮かぶ疾患名や決め手となる質問な

ど表を作成するも自信がない部分、空欄が目

立ちました。例えば、腹痛から思い浮かぶ疾

患を推理するなどの疾患別のアルゴリズム作

成。活用としての質問形式Ｌ（どこが？）Ｑ

（どのように？）Ｑ（どのくらい？）Ｔ（いつ？

いつから？）Ｓ（どのような状況で？）Ｆ（ど

んな場合に悪く（又は良く）なるのか？Ａ（同

時にどんな症状があるのか？）を普段の会話

の中より情報収集をして心理、社会的情報も

あわせて受診勧奨またはＯＴＣ選択をする。

実際ロールプレイをしましたが点数は付けら

れない出来映えでした。その分、私の中での

印象は濃く、反省点や課題もハッキリ出来た

と思います。

　以上が今回の研修としての感想、学んだ事

です。在宅や地域ケアシステムの中で既に活

躍されている方の話を聴ける事が出遅れてい

る自分にとって物凄く為になりました。
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　9月22日健康サポート薬局に係る研修会が

行われ参加しました。普段の私の就業時間よ

り早く始まった研修会は、午前と午後の2部

に分けて夕方まで行われました。

　午前の部ではまず健康サポート薬局の基本

理念の講義を受けました。

　『健康サポート薬局』とは、「かかりつけ薬

剤師・かかりつけ薬局の基本的機能を備えた

上で、地域包括ケアシステムの中で、地域住

民による主体的な健康維持・増進を支援する

機能を備えた薬局」と法律（医薬品医療機器

等法）上に位置づけるもののようです。

　健康サポート薬局であるためには、薬局は

疾病予防、健康の維持増進、在宅医療や多職

種連携など、予防から介護まで幅広い知識と

対応力が求められることになるため、その後

の講義で沖縄県保健医療部の方、沖縄県リハ

ビリテーション専門職協会の方、沖縄県栄養

士会の方など他職種の方のお話を聞かせて頂

いたことはとても有意義でした。

　その後、近隣薬局の薬剤師の先生方とグ

ループディスカッションを行い午前の部は終

了しました。

　午後の部では、主に薬局利用者の現状把握

と対応を学ぶため、グループに分かれて演習

を行いました。この演習では薬局へ腹痛を訴

える患者さんが来局した場面を想定して、ど

のような対応をしたらいいかをグループで話

し合いそれを発表しました。

　普段、調剤業務をメインに行っている時は、

医師の処方内容から患者さんの疾患や状態を

推測することが多いので、今回の演習のよう

に初めに患者さんが訴える症状を聞き取り、

健康サポート薬局に係る研修会参加報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年9月22日(木）9:00 ～ 18:30

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 ホール

地域保健

ひまわり薬局

天久店　岡野 俊秀

レモン薬局

みはら店　藤田 睦子

そこから病名や病態を推測し（症候学と言う

そうです）適切な対応方法を判断することは

とても新鮮に感じました。

　社会の変化に伴い医療構造の変化も求めら

れている昨今、薬剤師としても対「患者さん」

だけでなく対「地域」へさらに貢献できるよ

うに努めなければならないと今回の講習を受

け改めて思いました。そして地域住民の健康

の維持・増進をサポートしなければならない

立場にいながら、毎日毎日酒を飲んでは酒に

飲まれる己の今の生活も見つめ直す必要があ

ると少しだけ思いました。

　平成28年9月22日木曜日に薬剤師会会館に

て行われた健康サポート薬局のための研修会

に参加させて頂きました。

　午前・午後の2部構成で、今後の連携の顔

合わせも兼ねて近隣薬局薬剤師6名程度のグ

ループに分かれての講習でした。初顔合わせ

でしたが、各薬剤師の先生方からこれまでの

経験や仕事への考えなど参考になりました。

　午前中は他職種連携の研修会で日本薬剤師

会会長の山本信夫氏から基本理念、薬剤師へ

の期待など、沖縄県保健医療部の山川宗貞氏

から［とりもどそう！健康長寿おきなわ！］

と題して地域住民の健康維持・健康づくり、

について、県リハビリテーション専門協会の

城間定治氏からは高齢者の増加にともなう介
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護予防事業に関する人材育成、取り組み、管

理栄養士の並里ななえ氏からは県栄養士会の

事業部紹介、健康づくりへの取り組みなど

DVD講習でした。

　県薬剤師会・地域保健開局委員会理事の笠

原大吾氏からは健康サポート薬局の理念の概

要についての講義がありました。

　これまで薬局薬剤師の多くが早急な医薬分

業で調剤に比重が重くなっている面があると

の事でした。

　高齢社会になり現状では各々のシステムの

連携がうまく機能できないいところを地域に

おいて他職種と、継続的につながっていける

よう健康サポート薬局として位置付けられて

おり、来局者の健康相談、軽疾患の適切な対

応だけでなく、投薬や販売する前段階の一次

予防に関わる事も重要な役割になっている

事、在宅患者への適切な対応ももちろんの事

です。

　他職種連携のケーススタディはケースAの

遠方に住む長男の［父の物忘れが多くなり心

配です]という相談→［通院しながらデイサー

ビスに通う]まででした。集合住宅に居住し

ている父母の2人暮らしで78歳の父は糖尿、

高血圧の既往歴と介護認定なしという設定で

した。少ない情報源から適切に状態、現状を

把握し県内の保健、介護、福祉などの社会資

源、地域包括ケアシステムにつなぐ演習は普

段ほとんど扱いがなく手段など参考になりま

した。

　午後はDVD導入講義の対応研修でした。メ

ンバーは少し入れ替えがあり症候鑑別のアル

ゴリズムでは更に活発な意見も出て刺激にな

りました。『症候学とトリアージを学ぼう』

という講義は、普段処方箋から症状、病名の

推測、薬歴から既往歴、生活習慣などを基に

投薬する調剤業務に慣れてしまっている事を

再認識した講習でした。 症候学は訴える症

候から病名を推測する学習です。ケーススタ

ディは朝からの急な腹痛を訴える来局者に

OTC販売する設定でした。実際に販売するな

らどのような薬剤が症状にふさわしいかと考

え選択しましたが、視点を変え症候学に沿っ

て判断していくと前かがみになると腹痛が和

らぐという特徴的な症候を来局者から聞き出

す事により、重症度の高い急性膵炎疑いです

ぐにでも受診勧告をすべきものでした。薬剤

選択の前に的確な判断でトリアージを行うた

めのEBMの学習が重要だと感じました。

　その後、グループで腹痛を訴える疾患名を

20例ほど挙げて特徴からアルゴリズムに沿っ

て分類をしました。医学部の学習では腹痛を

起こす50疾患を挙げるのは基本的だそうで

す。

　一口に腹痛と言っても心窩部、左右季肋部、

臍部、下腹部など細かく分かれ、どの部位か、

どのような痛みか、いつから、随伴症状など

アルゴリズムに沿って判断する知識技能を習

得しなければなりません。同様に頭痛では受

診勧告が必要な脳梗塞、くも膜下出血、急性

緑内障、髄膜炎などの症候、OTC販売やその

後受診を勧める症候、販売後の経過フォロー

までの例について検討しました。

　最後に6年制薬学教育のセルフメディケー

ション学習の内容紹介があり、幅広い薬学教

育、体験実習を経ている薬剤師と一緒に成長

したいと思いました。今回はほぼ一日中の講

習でしたが、薬剤師として生涯学習の大切さ、

高齢社会の地域医療に少しでも貢献できれば

と感じた研修会でした。
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　去る9月11日に青年薬剤師部会総会ならび

に特別講演会がカルチャーリゾートフェス

トーネで行われましたので、ご報告いたします。

　まず、始めに行われた青年薬剤師部会の総

会では、平成27年度事業経過報告と決算報告

が行われ、平成28年度の事業計画案並びに予

算案が承認されました。また、今回は新役員

の選出も行われ、会長交代と新たに6年制薬

剤師が役員に加わり、新体制でのスタートと

なりました。

　特別講演会では、（株)船井総合研究所チー

フ経営コンサルタントの清水洋一先生より薬

局の保険外収入についての動向を、滋賀県で

薬局を中心に多角的に事業を行っている（株）

レークケア代表取締役　西村雄一先生より、

地域に密着した事業展開についてご講演して

頂きました。普段は医療系の講演会が多い中、

こういった経営に特化した内容での講演会は

珍しく、参加者も青年部に問わず、幅広い先

生方に参加していただきました。

　清水先生のご講演では、保険外収入とし

て、在宅と一般用医薬品の販売について、実

例をあげながら説明して頂きました。在宅で

は、ゼロから始めるノウハウを紹介して頂き、

マーケティングを活用した営業方法など、普

段なら聞くことができない貴重な情報を話し

てくださりました。

　西村先生のご講演では、地域に根ざした薬

局を目指すために行ってきた様々な顧客確保

の方法を話して頂きました。西村先生は元々、

OTC販売をメインとした相談薬局からスター

トしており、そこで培った卓越した営業ノウ

ハウで安定的な顧客確保を行いつつ、それを

処方箋集客においても反映させています。薬

局の形態としては、相談薬局と調剤薬局をう

まく融合させた、まさに温故知新型の薬局だ

青年薬剤師部会総会および特別講演会報告

　　　　日時：平成28年9月11日(日）総会 14:00 ～ 14:30　特別講演会 14:30 ～ 17:00

　　　　会場：カルチャーリゾートフェストーネ 研修室

青年部会

青年薬剤師部会

部会長　上原 卓朗

と感じました。特にホワイトボードを利用し

た、健康相談サービスなどは、病態生理学の

知識が上手くノウハウ化されており、個人の

能力に左右されずに事業展開できるものと

なっていました。

　今回、将来を見据えた薬局のあり方をテー

マとした講演会でしたが、これからの世代を

担う若手薬剤師にとっては非常に参考になっ

たのではないかと個人的には感じておりま

す。今後も、こういった講演会が増え、新し

い薬局の形態について議論しあえる機会がで

きる事を期待します。

＜総会次第＞

1.開会の辞

2.議長登壇　

3.議事録署名人の選出

4.議題

　報告 第1号 平成27年度会務並びに

　　　　　　　　　　　　　事業経過報告

　　　 第2号 平成27年度決算並びに

　　　　　　　　　　　　　会計監査報告

　議案 第1号 平成28年度事業計画案の件

　　　 第2号 平成28年度予算案の件

5.新役員選出の件について

　部 会 長：上原 卓朗

　副部会長：名嘉 紀勝・西川 裕

　書　　記：宮城 勇己

　会　　計：座覇 里奈

　監　　事：石川 恵市・鈴木 一徳

6.閉会の辞
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＜特別講演会次第＞

　1 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖縄県薬剤師会　会長　亀谷 浩昌

　2 講　　演

　　 第1講演 　「診療報酬改定と薬局の動向」　　　　　　　　　　　　  座長：諸喜田 博之

　　　　　　　　　 講師：（株)船井総合研究所 チーフ経営コンサルタント　清水 洋一 先生

　　 第2講演 　「お客様と共に歩む地域No.1の薬局を目指して」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 講師：（株)レークケア 代表取締役　西村 雄一 先生

　　 まとめ講演　 「薬局と保険外収入について」

　　　　　　　　　 講師：（株)船井総合研究所 チーフ経営コンサルタント　清水 洋一 先生

　3 閉会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  青年薬剤師部会 監事　石川 恵市

　最後に、今回の総会において部会長に選任

されました。新役員として副会長に名嘉紀勝

先生と西川裕先生、書記に宮城勇己先生、会

計に座覇里奈先生の新体制で部会の運営を担

います。前会長の石川恵市先生・鈴木一徳先

生には監事として、運営を見守ってもらうこ

とになりました。新しい執行部で今後の青年

部の方向性や役割を明確化し、若手会員の期

待に沿えるように頑張っていく所存でありま

す。これからも青年部の活動にご協力のほど、

よろしくお願いいたします。

青年薬剤師部会新役員

　左より　宮城 勇己 氏 (書記）、名嘉 紀勝 氏 (副部会長）

　　　　　上原 卓朗 氏 (部会長）、西川　裕 氏 (副部会長）

　　　　　座覇 里奈 氏 (会計）

講師の　西村 雄一 氏(左）と 清水 洋一 氏(右) 部会長から監事に就任した

石川 恵市 氏

座長を務めた

諸喜田 博之 氏
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第49回日本薬剤師会学術大会参加報告

　　　　　　　　　　　　 会期：平成28年10月9日(日) ～ 10日(月）

　　　　　　　　　　　　 会場：名古屋国際会議場・名古屋学院大学

　第49回日本薬剤師会学術大会へ参加する機

会を卸勤務薬剤師会より頂きました。本大会

は名古屋市内において2日間開催されました。

まず参加登録して驚いたのは、大会日程がア

プリになっていたことです。スマホで日程・

抄録を確認しながら自分好みにスケジュール

を組むことができ、ノートやタグ機能まであ

り、さらには演者氏名や都道府県、キーワー

ド検索で簡単に興味ある演題を見つけること

ができる、個人的にすごく利用しやすいもの

でした。というわけで事前に届いたプログラ

ム集が薄いことも良く、厚い冊子を持ち歩い

ていた以前を思い出しながら、コングレス

バッグを持ち歩く老若男女が一生懸命スマホ

を眺めている光景がどこか滑稽でした。今後

も継続してほしいアプリです。

　初めて名古屋市内を訪問した私は、空港に

着くや否や早速名古屋コーチンの親子丼で舌

鼓を打ち、さらには名古屋駅周辺の街並みを

散策しながら大会前のゆったりとした一時を

過ごしました。名古屋駅周辺はさすがに大都

会で、多くの人が行き交い、店舗数の多さに

目を丸くなりましたが、平地が続く市内は生

活しやすいように感じました。

　大会当日は、沖縄と違い、風が涼しく歩く

のも気持ち良く、天候に恵まれました。会場

は立派な建物で、中庭に設置されたスフォル

ツァ騎馬像は圧巻でした。

　さて、開会式では、味噌カツ、味噌煮込み

うどん、ひつまぶし、みそ鳥鍋といった食べ

物やトヨタ、ポケモンGOで有名な鶴舞公園、

三河・尾張の風土と歴史からくる県民性など

名古屋にまつわるエピソードを交えながら、

山本日薬会長をはじめ多くの方々から挨拶や

祝辞が述べられ、中でも日本一給料の安い市

卸薬部会

日本卸勤務薬剤師会沖縄県支部

(株)アトル　川上 雄一朗

長で有名？な河村たかし名古屋市長の祝辞挨

拶はあの遠慮しない独特な喋り方でユーモア

に溢れていました。日本地図の中心に位置

する愛知から薬剤師機能を発揮する、「プロ

フェッションを追求する～Best and beyond～」

をメインテーマに華やかに開催しました。

　目移りしてしまうほどの多くの演題の中か

ら、参加した講演・分科会の概要について以

下に報告します。

○スポンサードセミナー 4

　「医薬品リスク管理計画（RMP）の

利活用に向けて」　　　

中外製薬株式会社 安全性推進部　竹本 信也

　RMPとはから始まり、アレセンサを事例に

現場での活用事例について話を聞くことがで

きた。中外製薬HPで今回のスライド資料を見

ることができる。大変わかりやすく、勉強会

用としても活用できるので是非見てもらいた

い。2013年から提出が義務付けられたRMPで

あるが医療現場での認知率、活用状況はまだ

十分ではない。背景を理解し、利活用を検討

していただきたい。ただ、全く新しい取り組

みというわけではなく、これまでやってきた

安全性検討事項の監視計画とリスク最小化計

画を体系化して見える化したものがRMPであ

る。早速中外HPを確認したところ、見やすく

配置されており、関連用語集やFAQ、RMP活用

場面も掲載されていたので役に立てる内容だ

と思う。
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○ランチョンセミナー 7（東和薬品株式会社）

　「医療安全と I T 技術、薬剤師の視点で

考えた病院での活用事例」　

名古屋第二赤十字病院 薬剤部　木下 元一

　日本医療情報学会認定、上級医療情報技師、

公認医療情報システム監査人の肩書をもつ木

下先生からどことなくエンジニアのような感

じがした。組織と組織の情報を繋げる仕組み

を追求し、在るべき理想の姿を見据えた思考

力に驚かされた。そこに、現実問題として、

予算、部署間で異なるシステムで連携させる

のが困難である、忙しく働く現場で起こる

ルール逸脱といった内情も話していただき、

そう上手くは構築できないのかなと感じつつ

も、院内のシステム化についてここまで考え

ていることに感動した。部署内での効率化の

ためにシステムを検討することは多々あるか

もしれないが多くの部署を巻き込むことが、

効率良く、正確な分析もできる。しかし、予

算の面や、既存のシステムに関してなどハー

ドルの高さなども理想の形に近づけるため

に、準備・検討段階での思考法のようなもの

を教わることができた気がする。有意義な一

時間であった。

分科会11　D I 活動と薬剤師　

○基調講演

　「多様化する薬剤師の職務

　　　～卸勤務薬剤師は地域包括ケア時代に

　　　　向けて何をすべきか～」　

株式会社ケーエスケー　橋本 祐昌

　卸勤務薬剤師や薬事情報センターの方が会

場内の9割以上を占めたのではないだろうか。

立ち見する人がいるほど熱気に包まれた。さ

らに会場を賑わせたのが当の橋本先生。独特

のしゃべり方はずっと耳に残っている。ご自

身の考え方がとてもユニークでたまに駄洒落

を入れて会場内を笑わせてくれた。卸に勤務

する薬剤師ならではの視点と、業務への取り

組み方を教わった。また、地域の薬薬連携の

中に卸薬を入れて薬薬卸薬（やくやくおろや

く）連携ができるという言葉に勇気をもらっ

た気がする。さらに富士フィルムやスタバ、

ハイブリッド車から受けるパラダイムシフト

について触れ、①既成概念の建て替えること、

②地域情報を共有できなければチーム医療は

成り立たない、コミュニケーションが求めら

れることが重要であることが心に響いた。下

記に公演中に出てきた名言を紹介する。

‘アイデアの良い人は世の中にたくさんいる

が、良いと思ったアイデアを実行する勇気の

ある人は少ない。’　　　（ソニー　盛田昭夫）

‘なんでもやってみなはれ、やらなわからし

まへんで。’　　　（サントリー　鳥井信治郎）

　先生の駄洒落を紹介

‘DPCとは　だれでも　ぴったり　ちゃんとす

る（点数をとるために自分のことをしっかり

する）’  （株式会社ケーエスケー　橋本祐昌）

○ ｢病院薬剤師とD I 業務」

愛知県厚生農業協同組合連合会 　

安城更生病院 薬剤部　山本 恭平

　DI室に4名の薬剤師が在籍していることに

驚いた。その運用体制にも感服する内容だっ

た。薬剤部DI室として薬事審議会での事務局

となり、新薬採用の評価や適正使用に関して

資料作成から仕様説明まで行っていた。プレ

ヒアリングとしてMRを招いて資料作成をし、

GEに関しても色々な視点から評価していた。

医薬品情報誌も作成し、部署内で共有したの

ち、各病棟へ挙げている。さらに院内・外か

らの問い合わせにも集計し記録して同じよう

な質問に関しても対応できるように、1剤ファ

イルを作成する工夫を行っていた。問い合わ

せ対応がスムーズにできるがメンテも重要で

あり、表紙には医薬品の概要としてA4用紙2

枚くらいにまとめ分かり易くしていた。緊急

時ブルーレターやイエローレターや気になる

新聞記事は第一報として回覧し、どのくらい

使われていたか、コメディカルへ緊急連絡な

どをした後、第二報を送る体制をしており、

地域医療連携登録施設にも送っていた。薬局

や卸を利用しながら独自に情報検索・収集→

評価・加工→提供する姿はお見事であった。
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分科会10   臨床検査値表記処方せんと薬剤師

○ ｢処方箋検査値表示による薬局の薬学的管理」

株式会社コクミン　山邊 正史

　貴重な現場状況を感じることができた。処

方箋に検査値表示することについて、待ち時

間が延長してしまうのでは？私にできるの？

在宅やOTCがあるし医師がチェックしているの

にする意味ある？といった不安が先行し下を

向くスタッフに上を見て！と。そこには、判

断基準として有害事象共通用語基準（Common 
Terminology Criteria for Adverse Events (CTCAE)）
を利用したスクリーニングペーパーが掲示さ

れており、疑義するか経過観察するか情報提

供するのか判断することができる。さらに、

収集した患者情報と合わせて経時的な判断を

することができる。これらの流れを研修で身

に着けさせることで、スタッフは自信をつけ

ることができる。結果、腎機能に関すること

がほとんどであったが検査値を利用した疑義

頻度は大幅に増加したとのこと。「薬剤師は

医師と違った職能を発揮・協力することで適

正な薬物療法を患者に提供する」という認識

のもと実践しており、沖縄県でも琉大から端

を発した検査値表示も近い未来広がっていく

かもしれず、参考になる取り組みであった。

PMDAセッション　情報の海に溺れないため

に薬剤師が知るべき7つのこと

○ ｢PMDAが行う安全情報の提供

　　－薬剤師に必須のトリアージスキル－」

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構

安全第一部リスクコミュニケーション推進課

平松 彩佳

○ ｢PMDAが安全性情報の収集・評価

　　－添付文書の改訂と

リスクコミュニケーション－」　

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構

鷹見 明奈

○ ｢医薬品副作用被害救済制度の概要と

　　　救済事例みる医薬品情報の重要性」

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構

髙足 葉子

　テーマに記載されている7つの事項（①医

薬品医療機器等包第68条を知る②医療現場に

提供されている医薬品安全情報の種類と情報

媒体の特性を知る③MR、MSに頼らない迅速・

確実な情報入手の方法を知る④入手した情報

を効率的に管理するための方法を知る⑤医薬

品添付文書がどのように作成され、改訂され

るかを知る⑥医療現場・行政・企業とのリス

クコミュニケーションツールとその活用方法

を知る⑦医薬品副作用被害救済制度の概要と

救済事例から情報の重要性を知る）について

御三方から一連で詳しく内容を聴くことがで

きた。本発表を機会に、日々アップデートさ

れる医薬品情報の重要性を再認識することが

できた。

　以下の点を再認識した

　‘医薬品情報を適切に収集し活用すること、

発生した副作用を報告することは法律で義務

付けられた薬剤師の責務であること’

　‘医薬品の情報は医薬品の市販後、常にアッ

プデートされている’→プラビックス錠の市

販直後と現在の添付文書を例に、リアルワー

ルドの中できっかけ（つまり海外での状況や

学術論文等の最新の研究、企業・医療従事者

から報告された副作用等、副作用の報告の傾

向など）を基に、安全対策措置の要否・内容

を検討した結果、イエローレターやブルーレ

ター、改訂案内といった情報が現場に届くよ

うになっている。再三の注意喚起が行われる

こともあり、適切に情報を入手すべき。

　‘医薬品に関するリスク等の情報を共有し、

リスクに対する理解を深め、適切な管理を図る’

　‘副作用の発現の回避、重篤化の防止のた

めに、医薬品情報が重要である’→副作用被

害救済請求件数は増加している中、2割弱の

不支給があり、そのうち3割が使用目的また

は使用方法が適正と認められていない。長期

にわたる使用経験のある医薬品であっても適

正に使用されていないために不支給となるこ

ともある。ただ、添付文書の記載から外れた

らすべて不支給というわけではなく、使用実

態と最近の知見に照らし合わせ、使用目的や
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使用方法が適正と判断されれば支給可能。副

作用救済給付の決定に関する情報を一読して

おくべき。

○ ｢薬局現場における

　　　安全性情報の活用について」

パスカル薬局　横井 正之

　建築士の資格があり、積水化学勤務経験の

ある異彩な方で、頭脳明晰であった。PMDAが

供給する添付文書をはじめ、インタビュー

フォームや申請書概要、審査経過報告書な

ど活用する具体例を教わった。薬価基準に

収載されている医薬品は16000以上あり院外

としても13000、薬局で備蓄している在庫は

1000程度として、在庫がないことはあたり前

で、初めての薬剤に出会うこともしばしばで

ある。PMDAからは最新の情報が手に入り、添

付文書をファイリングしている場合ではなく

日々の業務に活用すべきである。今後かかり

つけ化によって取り扱う薬剤が増え、健康サ

ポート薬局機能として多くの相談に対応する

中で活用するメリットがある。私はPMDAのHP

はこれまで何度となく利用してきたが、見過

ごしていた資料もあり、十分に活用できてい

ないことを痛感した。また、メーカーからの

情報を無批判に受けてしまうことが多いが、

批判できる力を身につけたいと感じさせる内

容であった。

　そのほか、魅力的な機器展示コーナーや、

「医薬品に同梱される乾燥剤を再利用した場

合の有効性」といった面白い視点のポスター

や、地域保健と連携した薬局でのDOTS事例発

表といった沖縄から来た私はぎくりとする内

容のポスターなど、個性豊かなポスター発表

で溢れていました。やはり、このような学術

大会に参加すると大いに触発されますが、現

在の状況を考えさせられ反省したりもしま

す。やることが多岐にわたる薬剤師ですが、

人それぞれの思いをもって、前を向いて、目

の前の仕事を一生懸命取り組むことが大事だ

と感じた2日間でした。

第14回日本女性薬剤師会全国移動セミナー in 青森参加報告
保健、医療、福祉の架け橋になろう、そして在宅医療在宅介護への対応

～地域の多職種との連携による地域包括ケア体制の中で地域医療提供施設としての役割～

　　　　　　　　　　　　会期：平成28年9月18日(日）9:30 ～ 16:10

　　　　　　　　　　　　会場：青森国際ホテル

　強い台風16号が、先島に接近という情報を

気にしながら、青森の地に足を踏み入れた。

気温20度、ややヒンヤリした肌感覚に気持ち

が引き締まる思いがした。

　当日の会場は、くじ引きで席が決まる、6

人1組のワークショップ形式で設営されてい

た。これは、在宅介護においては、コミュニ

ケーション力が大切であるという観点から初

女性薬部会

女姓薬剤師部会

与儀 和子

対面同志で隣り合いワークに取り組んでもら

おうという主催者側の思いによるものである

という説明があった。私のグループは青森、

栃木、群馬、沖縄で構成された。
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　開会式では、去る7月の参院選で議席を守っ

た藤井もとゆき先生のあいさつがあった。政

治力を全く無視しては自分達の主張を、通す

ことはできない！と政治力の必要性を力説さ

れた。

特別講演「チーム医療・連携の本質」

　講師：佐藤 和弘 氏

(メデイカルアートディレクター・

医療教育団体MEDIPRO創業者代表)

　地域包括ケアの構築が推進される中、医療

だけでなく、介護関係者や地域住民を含めた

多職種の中で、参加者間の意見をどのように

繋いだらいいのだろうか。グループワークで

実践し「わかる」から「できる」をめざそう！

がテーマである。多職種間で話し合う場合、

各々主張が違うのは当然である。そんな中で、

大事な事は何か、まず何から議論すべきかを

考えよう。

～多職種で問題を解決する技術～

①　言葉を具体的にする

　例えば、よく使われる「QOLを高める」

について、QOL って何ですか？ QOL って個

人個人違います。このような抽象的な言葉

は、Big Wordといわれる。注意しなければ

ならない。例を挙げると、かなり・・・、

前向きに検討します、注意します、最適な

医療、私的には、などである。このような

抽象的な言葉はやめて、具体的な言葉を使

おう。

②　論点を明確にする

　多職種で話す場合、あれ？何について話

していた？という事にならないようにしな

ければならない。論点を見失うと迷子に

なってしまいます。

③　問題解決の流れを考える

　問題が起きた時、原因は何か、どうすれ

ば解決するか。what（何を）、who（誰が）、

when（いつまで）の3wを盛り込むと上手く

いく。

シンポジウム1

　「あなたも在宅チームの一員」

　在宅医療における薬剤師の存在～

北畠外科胃腸科 院長  北畠 滋郎 先生

　現在の在宅医療において医師、訪問看護師、

ケアマネジャー、その他の職種が、薬剤師が

いる事のメリットを実感できていない。メリッ

トが分かれば･･･ということで、在宅医療に

おける薬剤に関連する問題点を挙げ、その上

で薬剤師の役割、課題、取り組みについて話

された。高齢化率が高まる中で在宅のフィー

ルドは拡大している。特に癌、神経難病、独

居認知症患者など薬剤のコントロールが難し

いケースが増加している。薬剤師に薬の事を

分担して責任を持ってもらえると薬剤治療の

質が高まる。薬剤師の存在意義は大きい。

＜感想＞

　特別講演は、小休憩を挟んで2時間半に及

んだが、長さを感じさせない盛り上がりでし

た。シンポジウムでは、在宅医療における薬

剤師の関わりには、地域差があるように感じ

た。ただ、薬を届けるだけから脱却して在宅

医療のチームの一員になるためには、出来る

事をアピールして、役立ち、存在を認めて貰

えるようにしなければならないと思った。



－ 45 －

おきなわ薬剤師会報　平成28年10 ･11月号

平成28年度名城大学薬学部公開講座

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年9月4日(日）10:00 ～ 12:00

　　　　　　　　　　　　会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

　去る9月4日に、平成28年度名城大学薬学部

公開講座が開催されました。

　恒例の卒業生の演題発表は、前濱朋子先生

による『「学校薬剤師について知っています

か」～健康教育への関わり 授業での工夫～』、

昨年に引き続き、学校薬剤師の業務に関連す

るお話でした。

　学校の授業で使用できるグッズの紹介、そ

して前濱先生が日頃、薬の効果や副作用、タ

バコやアルコールなどの体に対する影響を子

供達にお話しする際に、インスタントコー

ヒーや豆腐など身近にあるものを使って分か

りやすく表現したり、クイズ形式にしたりと、

話し方など、随所に工夫を凝らして子供たち

に興味を持ってもらい楽しく学んでもらって

いる様子がとても伝わる内容でした。学校薬

剤師として授業の機会があればぜひ参考にし

たいと思います。

　「水を考える－健康に生きるために－」、名

城大学薬学部環境科学研究室の原田健一教授

のお話は、私たちが生命を維持するうえで最

も重要な「水」をテーマにした内容でした。

　何故、私たち、そして私たちの社会は水が

必要なのでしょう。ビッグバーン開始から太

陽系の誕生、現在の地球の歴史を学び、物質

としての水の性質を理解することから始まり

ました。そして、環境レベルで見ると、「水

同窓関連

こくら虹薬局

宮城 幸枝

は太陽エネルギーにより大気中を循環する」

ということから、大気中の物質を移動させた

り、希釈や運搬を通して汚染物質の濃度を安

全なレベルまで引き下げたり、水溶性の毒性

を環境中に拡散させることから、地球温暖化

にも悪影響を及ぼしていることを話されました。

　「生命と水」、既知のとおり人体の60％を水

が占めており、血液・汗・尿として身体にお

いて大きな役割を担っています。生物が生き

ていくために「水」は不可欠なものであり、「水

は黄金（仏）」「水を上手に使おう。水を愛し

ましょう。（米）」など、世界各国に水に関す

ることわざが存在するくらい貴重なもので

す。人は水に依存する生き物です。きれいな

水を入手するには、水質汚染の原因となる環

境問題に目を向けていくことが重要です。そ

のためには、地球46億年の歴史を理解するこ

と、環境及び生命から成り立つ生態系は水を

基盤として作られ営まれているということ、

この基盤に反する営みは「持続可能な社会」

にはそぐわないということを認識していくこ

とが重要となります。常に身近にある「水」

の奥深さを知ることができました。

名城大学薬学部環境科学研究室

原田 健一 教授
「水を考える－健康に生きるために－」
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第134回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　日　　時：平成28年8月28日(日）13:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　場　　所：サンエー那覇メインプレイス4階

　　　　　　　　　　　担　　当：那覇地区薬剤師会

　　　　　　　　　　　相談者数：40名

　平成28年8月28日に、サンエー那覇メイン

プレイス4階にて、健康とおくすり相談会が

開催されました。

　相談会の事前学習として、8月10日の研修

会にも参加しました。特に難しい測定器は動

脈硬化度測定器でした。手首の脈をとり中心

をしっかり確認してから装着するのですが、

ポイントが合わない時や体格の差などで感知

できない時はエラー音がなり再度設定し直す

ことになり、患者さんを目の前にしてこの作

業ができるのだろうかと少し不安を感じました。

　相談会当日、30分前に集合し、器械の配線

などに気を配りながら各測定器が手早く配置

され、すごい、慣れてらっしゃる･･･と感動

しました。改めて器械の操作方法を再確認す

るため、先生方と交互に測定を行いました。

心配していた動脈硬化度測定ではエラー音も

ならず無事に測定することができ、ホッと一

安心したのも束の間･･･。私自身の動脈硬化

度も測定していただいたのですが･･･なんと

高齢との結果が出てしまいました。少し落ち

込みながら相談会がスタートしました。

　血圧・体成分分析・動脈硬化度測定を行い、

その結果を基に生活習慣について聞き取りア

ドバイスを行うという流れでした。館内放送

やスタッフさんの声かけもあり、終始途絶え

ることなく順調に進んで行きました。相談員

月例相談会

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○渡具知一枝　○鈴木一徳　○新垣紀子

　○平良博文　○中村仁奈子　○石嶺留美子

　○大城博次　　○廣川直子　○花城公子

相生薬局

新垣 紀子

は測定ゾーン、相談ゾーンの二手に分かられ、

前半と後半で交代しました。前半は相談ゾー

ンを担当。60代女性は、食事には気をつけて

いるけど、どうしても体脂肪がねと悩みを相

談。50代男性は、普段は運動しているので筋

肉量は十分だが7kgの減量が必要との結果。

やればできるんだけど、やる気がでる一声が

なくて行動できなかった。でも、今回参加し

て背中を押してもらえたから、次の検診まで

を目標に頑張ってみると。70代女性は、こ

ういう機会があるのを知らなかったよ･･･ま

たある時は寄るからやってね･･･など。後半

の測定ゾーンでは、血圧や体成分分析など空

いている方に声かけをして座ってもらうなど

状況に応じて対応しました。動脈硬化度の測

定は人気もある上、入力や装着に時間を要し、

担当された先生方も大変だったかと思います。

　今回の参加は相談員としての経験のみなら

ず、私自身の生活を改め健康を考える良い機

会となりました。参加された先生方、お疲れ

様でした。準備をされた那覇地区薬剤師会の

スタッフの皆様、ありがとうございました。

写真提供：那覇地区薬剤師会
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　イオン南風原店において、去る9月15日に

南部保健所主催の健康展が開催されました。

南部地区薬剤師会も共催の立場で参加しまし

た。健康展は、地域の健康推進団体や個人の

表彰も行っています。健康作りの動機づけに

主眼を置き、糖尿病療養指導師会、栄養士会、

食育推進員、薬剤師会のそれぞれの団体が得

意な分野をいかし、各コーナーで工夫を凝ら

して行っていました。

　今回、南部地区薬剤師会では、脈派型を用

いた動脈硬化の測定、骨密度測定、肺機能検

査のCO測定と3つの測定を行い、その測定結

果を用いて健康相談を行いました。フロアの

問診の係が2名、相談員は3名、動脈硬化測定

コーナーに2名、骨密度測定コーナーに3名、

CO測定コーナーは手の空いてる先生方が行い

ました。当日は、相談者48名、動脈硬化測定

64名、骨密度62名、CO測定10名の方々が測定

を受け盛況のもと終わりました。

第135回健康とおくすり相談会報告

　　　　　　　　　　　　日時：平成28年9月15日(木）14:00 ～ 18:30

　　　　　　　　　　　　場所：イオン南風原店

　　　　　　　　　　　　担当：南部地区薬剤師会

月例相談会

■健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）

　○川上善久（うさぎ薬局）　○荒井悦子（あにも調剤薬局）　○阪本まゆ子（あにも調剤薬局）

　○新垣　梓（万年堂薬局 平良店）　○山城巨佳（ゆい西崎薬局）　○遠藤紀子（うみ薬局）

　○照屋秀子（おもろ薬局）　○松本圭五（きづな薬局）　○金城絵理子（イオン薬局南風原店）

　○伊敷松太郎（なごみ薬局）　○新垣秀幸（新垣薬局）

　＜実務実習薬学生＞　○新川真樹子　○福家成美

南部地区薬剤師会

会長　新垣 秀幸

　反省点は、骨密度測定機はまだ新しいので

操作できる方がおらず、一人の先生にかなりの

負担がかかりました。次回の相談会までに誰で

も使用できるよう研修が必要だと感じました。

今回、フロア係の先生方がきちんと順番整理を

してくれたお陰で混乱もなく相談会を進行する

ことができました。また、実習生も2人参加し、

手伝ってくれたお陰で大変助かりました。

　指先にテープをがっちり巻いていた方が来

られ、測定を始めたのですが、様子がおかし

いので声掛けをすると、3週間前に怪我をし

てかなり痛みがあるとのことでした。指先か

らも異様な臭いがするので、既往歴を確認す

るとDMとわかりました。主治医を確認したら、

たまたま会場におられた先生が主治医とわか

り、会場で診てもらい処置して下さいました。

「明日、病院へ来なさい」と注意を受けたと笑っ

ていました。色々なことがありましたが、今

回の相談会も無事に終えることができました。
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　院外薬局を対象として感染対策に関する意識調査によると、院外薬局では、手洗い・うがいや

手指の消毒以外の感染対策があまりされてないと報告されている。今回の検討は、感染症室を設

けている院外薬局において、その有用性を検討したものである。ただし、感染症室を有する院外

薬局は極めて少ないことから、院外薬局内に、家庭や地域における予防策に関する資料を置くな

どの工夫で、感染対策の知識を地域住民に啓発することが重要だと考える。

院外薬局に設置した感染症室の利用状況調査

調査報告

【はじめに】

　院外薬局における感染対策の意識調査によ

ると、病院内では感染予防が重要視されてい

るものの、院外薬局では、手洗い・うがいや

手指の消毒以外の感染対策があまりなされて

ない1）。

　すこやか薬局具志川店は、2009年に改装時

に感染対策として、待合室から独立した感染

症室を設置している（図1）。

　我々は、院外薬局に設置した感染症の意義

を検証することを目的に感染症室利用実態、

また患者への服薬指導状況を調査したので、

ここに報告する。

図1　感染症室の写真

1 株式会社薬正堂 すこやか薬局グループ
2 琉球大学医学部附属病院薬剤部
3 琉球大学大学院 感染症・呼吸器・

  消化器内科学（第一内科） 　

　　　○阿嘉さゆり1　　田﨑　　仁1

　　　　砂川　智子2　　佐藤　雅美1

　　　　宮里　敏行1　　藤田　次郎3

　表1　インフルエンザウィルス感染症に
　　　  対する主な指導内容

主な指導内容

1
イナビルが処方された際は、すべて薬局内
で吸入

2
タミフルは早期開始が有効であるので、
帰ってすぐ服用するよう指示

3 タミフルDSの味のマスク方法について指導

4
異常行動(頻度は少ないが、2日間は目を離
さない)について説明：指導せん交付

5
学校に行ける目安を提示する：タミフルDS
指導せん交付

【方法】

1.調査対象

　2015年11月1日から2016年3月31日にすこや

か薬局具志川店において、感染症室を利用し

た177例を対象に後ろ向き調査を実施した。

2.調査方法

　感染症室を利用した症例毎に、疾患名、処

方された薬剤、来局者（本人、本人と家族・

家族のみ）、年齢、性別について調査した。

また、イナビルを処方された患者は、感染症

室で吸入指導の有無を調査した。なお本調査

は琉球大学臨床研究倫理審査委員会により承

認されている。

　インフルエンザウイルス感染症に対する主

な指導内容を表1に示す（表1）。
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ミフルDS1人、処方なし7

人であった。

　感染症室利用者60％以

上が10歳以下の小児で

あった（表2）。イナビル

が処方された患者（18

例）は、感染症室にてす

べての症例で吸入を実施

した。処方なしの事例と

しては、病院の方針で抗

インフルエンザ薬は使用

しない、すでに服用済

み・兄弟がインフルエン

ザのため一緒に利用など

であった。

【結果】

1.感染症室利用率・疾患名

　感染症室の利用率は、11月7人（0.2%）、12

月7人（0.2%）、1月32人（0.8%）、2月80人（2.2%）、

3月51人（1.3%）であった。感染症室利用者

は全体で177人であった。疾患名は、インフ

ルエンザ162人（91.5%）、兄弟がインフルエ

ンザのため利用6人（3.4%）、ノロウイルス3

人（1.7%）、水ぼうそう3人（1.7%）、プール

熱2人（1.1%）、おたふくかぜ1人（0.6%）と、

使用率の90％以上がインフルエンザだった

（図2）。

2.感染症室で処方された抗インフルエンザ薬

　の内訳

　抗インフルエンザ薬の内訳は、タミフ

ルDS56.9%。タミフルCAP23.3%、イナビル

15.5%、麻黄湯4.3%であった。合計としてタ

ミフルが一番多く処方されていた（図3）。

　年齢別では、0-9歳が一番多く（103人）、

そのうちタミフルDS63人、イナビル6人、処

方なし34人であった。10-19歳（28人）にお

いては、イナビル11人、タミフルDS2人、タ

ミフルCAP2人、麻黄湯2人、処方なし11人で

あった。20歳以上（37人）においては、タミ

フルCAP25人、麻黄湯3人、イナビル1人、タ

図2　感染症室利用者の疾患内訳

図3　感染症室で処方された抗インフルエンザ薬の内訳

表2　年齢ごとの抗インフルエンザ薬内訳
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【考察】

　感染症室の利用率の約9割がインフルエン

ザウイルス感染症であった。インフルエンザ

ウイルス感染症は飛沫感染することがしられ

ている。待合室から独立している感染症室の

利用は、感染拡大の予防になると考えられる。

同時に、他の患者に遠慮することなく、焦ら

ずに服薬指導を行なう事で、本人や家族の理

解力も高くなり、イナビルにおいては感染症

室にてすべての症例で吸入を実施し、実質的

に治療を完結させることができた。

　一方、インフルエンザウイルス感染症が

ピークとなった2月において、感染症室の利

用率は2.2%と少なかった。今後の利用率の向

上及び、感染症室の有効活用を検討し、院外

薬局での感染拡大予防につなげたい。

引用文献

1） 寺沢匡史、吉村真弓、上地隆史、森本一平

　院外薬局における感染対策に関する意識調査

　日本環境感染学会誌 25(3):167-171,2010

2）寺沢匡史、森本一平、上地隆史、吉村真弓

院外薬局における感染対策に関する意識調(第

2報) ～インフルエンザ(H1N1) 2009の流行によ

る意識の変化～

日本環境感染学会誌 27(1):57-62,2012
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●インスリン過剰投与後死亡～長崎（共同通信　9月26日） 

国立病院機構長崎川棚医療センターは23日、県内の80代

女性患者にインスリンを過剰に投与する医療ミスがあっ

たと発表した。女性は死亡し、過剰投与と死亡の因果関

係について、第三者機関の日本医療安全調査機構と県警

に調査を依頼した。女性は糖尿病を患い、感染症を起こ

して8月8日から入院。同31日午前0時半から栄養とイン

スリンの点滴を受けたが、看護師はインスリン専用の注

射器があるのを知らず、一般の注射器を使用し、必要量

の10倍を投与。女性は約8時間半後、心肺停止で見つかった。

●診察せず高価な薬処方疑い　大阪、医師の女逮捕（共

同通信　9月28日） 

診察せずに高価な薬の処方箋を渡したとして、大阪府警

生活環境課は27日、医師法違反の疑いで、大阪市の医師

(55)を逮捕した。逮捕容疑は昨年9月～今年1月、勤務先

の診療所で、2名の患者を診察していないのに、処方箋

4通を知人の薬剤師(66)に渡した疑い。2人にそれぞれ漢

方薬「サフラン」など数種類を大量に処方したよう装っ

ていた。不正に受け取った報酬の総額は6千万円に上る。

●点滴殺人、混入の消毒液は「ヂアミトール」か（読売

新聞　9月29日） 

横浜市の大口病院で、同じ病室の入院患者2人が相次い

で中毒死した事件で、2人の点滴に消毒液の「ヂアミトー

ル」が混入された疑いが強いことが分かった。2人の体

内から検出され、中毒の原因となった界面活性剤「逆性

せっけん」を主成分とする消毒液は、2人の病室があっ

た4階のナースステーションにも医療器具消毒用に常備

されていた。ヂアミトールは劇薬に指定されてはいない

が、高濃度のまま体内に入れば、多臓器不全や血管損傷

などを引き起こす恐れがある。

●医学会が認定撤回要求　豊見城中央病院の三角頭蓋手

術（琉球新報　10月3日）

今年4月に豊見城中央病院が内閣府の認定を受けた「国

家戦略特別区域高度医療提供事業」のうち、小児に対す

る軽度三角頭蓋の頭蓋形成手術について、医療関係団体

が「自閉症に似た症状と三角頭蓋の関連について、科学

的証明はなされていない」として声明文を出し、内閣府

に対し認定撤回を求めていることが分かった。同病院は

まだ実施していないが「基本的には予定通り進める方向

で考えているが、声明文についてはきちんと受け止める」

とし、疑問への回答で理解を求めていく考えを示している。

●指定難病、新たに7疾患を了承…来年度には計330疾

患に（読売新聞　10月3日）　

医療費助成の対象となる指定難病を検討する厚生労働省

の専門家委員会は30日、新たに7疾患を了承、別の4疾患

についても、既存の対象などに含む形で助成することを

決めた。来年度からの指定難病は計330疾患になる見通し。

　【追加する7疾患】▽カナバン病▽進行性白質脳症▽先

天異常症候群▽爪膝蓋骨症候群（ネイルパテラ症候群）

／ＬＭＸ１Ｂ関連腎症▽先天性気管狭窄症▽特発性血栓

症（遺伝性血栓性素因による）▽遺伝性自己炎症性疾患

●薬用せっけん、代替を　厚労省、米で販売停止（共同

通信　10月3日）

厚生労働省は30日、殺菌成分のトリクロサンなどを含む

薬用せっけんについて、1年以内に代替製品への切り替

えを進めるようメーカーなどに求める通知を出した。国

内で対象となる薬用せっけんは約800品目。これまで健

康被害は報告されていない。米食品医薬品局(FDA)は9月

2日、トリクロサンなど19成分を含む薬用せっけんは、

通常のせっけんよりも殺菌性能が優れているとの科学的

根拠はなく、長期間使用の安全性が確認できないとして

販売停止を決めた。薬剤に耐性を持つ細菌を生み出す恐

れもあると指摘している。

参考：平成28年9月30日付薬生薬審発0930第4号及び薬生

安発0930第1号「薬用石けんに関する取扱い等について」

●広がる薬剤師の代行回答－プロトコルで疑義照会対応 

（薬事日報　10月5日）

病院内の医師と事前に協議して作成したプロトコルに基

づき、院外の保険薬局からの疑義照会について、薬剤部

が医師に代わって回答する運用が広がってきている。処

方日数の変更や規格変更、成分名が同一の銘柄変更など

概ね共通する疑義内容について、薬剤部が医師に代わっ

て保険薬局に直接回答することで、医師の負担軽減や薬

剤師業務の効率化につながったとの報告が増えてきた。

●処方箋医薬品の処方箋なしでの販売は「不可」　厚労

省（10月5日　薬局新聞）

本年7月3日に調剤薬局に勤務する個人薬剤師から規制改

革会議に提案されていた「処方箋医薬品を処方箋なしで

販売できる旨」について厚労省は、医薬品医療機器等法

第49条に、医師等の処方箋の交付を受けていない者に販

売・授与してはならない旨が記載されていることを理由

にあげ「対応不可」であると規制改革会議に回答した。

なお、対応策等として「安全性等の一定の要件を満たし

た医薬品は、表示等を一般消費者向けに変更したうえで、

スイッチOTCとして処方箋がなくても購入できる」と現

状説明をつけ加えている。

●「投薬ミス死亡」　遺族が弘大提訴　青森 （毎日新聞

10月6日）

弘前大付属病院でがん治療中の女性患者（当時63歳）が

死亡したのは、医師が腎臓の障害について注意義務を怠

り不適切な投薬をしたことが原因だとして、女性の遺族

が慰謝料など約5900万円の損害賠償を求める訴訟を起こ

したことが分かった。訴状によると、女性は子宮頸がん

の治療のため、2009年7月に同病院の受診を開始。12年

12月に自宅で容体が急変し、翌13年1月に死亡した。遺

族は、女性が腎臓の機能が低下していたにもかかわらず、

腎障害を悪化させる恐れがある薬を投与した結果、急性腎

不全を起こして亡くなったと訴えている。女性は12年8月

ごろから、副作用による両脚のむくみや痛みを訴えていた。
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【今月の特集】
◇医薬ジャーナル　52巻 9号
＊Onco-nephrology ～腫瘍学と腎臓病学の融合～　

◇医薬ジャーナル　52巻 10号
＊インフルエンザの予防・感染対策・治療の最前線

◇医薬ジャーナル　52巻 11号
＊薬剤誘発性認知症

◇エキスパートナース　32巻 9月号
＊あれっ？ と思ったら　「検査値」この３つ

◇エキスパートナース　32巻 10月号
＊なんで“このとき”in-out（イン-アウト）?

◇エキスパートナース　32巻 11月
＊医療関連機器圧迫創傷（MDRPU）

◇きょうの健康　9月号　
＊白内障　緑内障

◇きょうの健康　10月号　
＊腰痛　高血圧

◇きょうの健康　11月号　
＊脳梗塞・乳がん

◇月刊薬事　58巻 12号　
＊薬剤師必携！ 抗菌薬適正使用完全マニュアル 

◇月刊薬事　58巻13号
＊副作用情報を収集・活用する！

◇月刊薬事　58巻14号
＊“こんなときどうしたらよいか”がわかる！もう困

らない 病棟での血糖コントロール

◇月刊薬事　58巻 15号
＊こんなときに使える製剤学―処方提案・服薬指導の説得力UP!

◇産科と婦人科　83巻 9号　
＊妊娠と感染症―外来で聞かれてどう説明する？

◇産科と婦人科　83巻 10号　
＊産婦人科臨床研究最前線

◇産科と婦人科　83巻 11号　
＊子宮筋腫の最前線

◇総合診療　26巻 9号　
＊症状・症候別　エコーを使った診断推論　Point-of-Care超音波

◇総合診療　26巻 10号　
＊内科診療を劇的に変える　“まとめ”の達人

◇総合診療　26巻 11号　
＊続・しびれるんです！

◇調剤と情報　22巻 11号
＊薬局・薬剤師のための抗菌薬攻略ガイド

◇調剤と情報　22巻 12号
＊糖尿病患者のリスクマネジメント

◇調剤と情報　22巻 13号
＊現場で活かせる認定資格

◇調剤と情報　22巻 14号
＊臨床検査値を活かす！便利ツール

◇治療　98巻 9号
＊コーチング

◇治療　98巻 10号
＊病院×家庭医療

◇治療　98巻 11号

今月の特集・論文

Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より文献情報を掲載しました。

＊熊本地震 　何が起こり、何を行ったか

◇日経ドラッグインフォメーション　227号
＊服薬支援のワザ四十八手

◇日経ドラッグインフォメーション　228号
＊新時代到来！ 健康サポート薬局

◇日経メディカル　586号
＊始まらない新専門医制度

◇日経メディカル　587号
＊薬剤耐性クライシス

◇日経メディカル　588号
＊改善待ったなし!　医師の過重労働

◇日本医事新報　4818号
＊「高額薬剤問題」を考える

◇日本医事新報　4819号
＊片頭痛を知り、診断し、治す

◇日本医事新報　4820号
＊ライフスタイルに合わせた月経困難症・子宮内膜症の診療

◇日本医事新報　4821号
＊むずむず脚症候群を適切に治療する

◇日本医事新報　4822号
＊リカバリーをめざした統合失調症治療

◇日本医事新報　4823号
＊抗癌剤の副作用対策

◇日本医事新報　4824号
＊進歩する下肢静脈瘤の低侵襲治療

◇日本医事新報　4825号
＊侵襲性カンジダ症の病態と治療

◇日本医事新報　4826号
＊薬疹を見逃さない

◇日本医事新報　4827号
＊地域枠から考える医師養成と偏在問題

◇日本医事新報　4828号
＊知っていますか！　RSV感染症

◇薬局　67巻 9号　
＊処方箋検査値 トレーシングレポート～活用術 地域

　医療連携に薬立つ「知恵」と「コツ」

◇薬局　67巻 10号　
＊前立腺癌～がん・合併症・有害事象での薬物治療戦

　略を総まとめ

◇薬局　67巻 11号　
＊統合失調症～抗精神病薬を活用するための基礎と実践

【今月の論文等】
■薬物療法■

▲患者のQOL向上と薬剤師の関わりPART II ．服薬指導

と病棟活動（108）乳癌における皮膚浸潤に対し亜鉛華

デンプン外用法を使用した３症例

　医薬ジャーナル　52巻10号p.147

▲NSAIDsによる胃腸傷害の空腹時・食後服用の違いは？

　日本医事新報　4822号　p.60

▲チメロサール含有インフルエンザワクチンによる腫

　れ予防に減量接種は有効か？

　日本医事新報　4826号　p.58
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今月の特集・論文

Medical Magazines titles

▲適応外使用の処方せんの読み方（75）がん性創傷

　月刊薬事58（12）p.163

▲適応外使用の処方せんの読み方（76） 起立性調節障害

　月刊薬事58（13）p.93

▲適応外使用の処方せんの読み方（77）咽喉頭異常感症

　月刊薬事58（15）p.153

▲抗微生物薬の用法・用量調整完全ガイド

　月刊薬事58（12）p.77

▲酸化マグネシウムの錠剤はすべて同じく使える？

　月刊薬事58（15）p.31

▲適応外使用の処方せんの読み方（75）がん性創傷

　月刊薬事58（12）p.163

▲適応外使用の処方せんの読み方（76）起立性調節障害

　月刊薬事58（13）p.93

▲適応外使用の処方せんの読み方（77）咽喉頭異常感症

　月刊薬事58（15）p.153

▲抗精神病薬のジプレキサを末期癌患者に使う理由

　日経ドラッグインフォメーション　227号p.PE021

▲シロスタゾールの副作用を逆手に取った処方とは

　日経ドラッグインフォメーション　228号p. PE21

■新薬■

▲新薬くろ～ずあっぷ　タグリッソ錠

　調剤と情報22（13）p.97

▲新薬くろ～ずあっぷ　フィコンパ錠

　調剤と情報22（14）p.105

■安全性情報■

▲日常診療で使うクスリと日常診療に潜むリスク（7）薬

　剤による消化管出血

　総合診療26（10）p.872

▲日常診療で使うクスリと日常診療に潜むリスク（8）薬疹

　総合診療26（11）p.946

▲抗インフルエンザウイルス薬と異常行動

　医薬ジャーナル　52巻10号p.89

▲乳首の痛みで利尿薬が変更になった男性

　日経ドラッグインフォメーション　228号p.31

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

読み解く（53）

1.リバーロキサバンによる重度のめまい

2.アセトアミノフェン併用でラモトリギンの血漿中濃度が低下

3.高齢者に不適切な薬物使用で入院リスクが増加

4.カルバマゼピン併用でパリペリドンとアムロジピンの血中濃度が顕著に低下

5.アセトアミノフェンとフェニレフリン併用で血圧が上昇する可能性

6.P-糖タンパク質の基質/阻害薬で先天異常リスクが上昇

　医薬ジャーナル　52巻9号p.158

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

読み解く（54）

1.インフリキシマブ治療中の猫ひっかき病

2.ロピナビル・リトナビル併用でキニーネの血漿中濃度が低下

3.ノニジュー摂取でフェニトインの血漿中濃度が低下

4.CYP3A4 阻害薬併用でドンペリドンによる心室性不整脈のリスクが上昇

5.本邦の在宅高齢者における不適切な薬物治療による有害事象

6.セロトニン症候群を起こす医薬品と相互作用の特徴

　医薬ジャーナル　52巻10号p.152

▲副作用・薬物相互作用トレンドチェック 注目論文を

読み解く（55）

1.レボフロキサシンによるアキレス腱断裂

2.スタチンとカルシウムチャネル遮断薬との併用でリスクが上昇

3.テルビナフィン併用でトラマドールの活性代謝物の血漿中濃度が低下

4.タクロリムスによる白質脳症に伴う遅発性の発語障害

5.ラモトリギンとニンジンの併用によるDRESS症候群

6.アモキシシリン・クラブラン酸併用はバルプロ酸の血漿中濃度に影響しない

　医薬ジャーナル　52巻11号p.160

■産科・婦人科■

▲乳癌における皮膚浸潤に対し亜鉛華デンプン外用法

　を使用した３症例

　医薬ジャーナル　52巻10号p.147

■臨床検査■

▲疑義照会事例でわかる検査値の読み方　明日から早速取

り組もう！検査値とともに患者に目を向けた処方設計を

　調剤と情報　22巻 13号p.63

▲疑義照会事例でわかる検査値の読み方　検査値を活

　用した処方チェック

　調剤と情報　22巻 14号p.67

▲知っ得！薬剤師業務に生きるＩＴ・アプリ（35）検査

　値を確認するアプリ

　月刊薬事　58巻 15号p.150

▲LDLコレステロール値が食事の影響を受ける期間は？

　日本医事新報　4821号p.66

■服薬指導■

▲これだけは知っておきたい皮膚疾患の服薬指導（26）

　尋常性痤瘡（にきび）

　医薬ジャーナル　52巻11号p.15

▲処方薬と自動車運転の関係を見直す―適切な処方と服薬指導

　月刊薬事58（12）p.95

▲ザルティアと併用禁忌の循環器病薬

　日経ドラッグインフォメーション　227号p. PE033

▲薬剤性が疑われる慢性下痢患者

　日経ドラッグインフォメーション　227号p. 37

▲急性心膜炎に投与されたコルヒチン

　日経ドラッグインフォメーション　228号p.PE37

■漢方薬■

▲糖尿病治療でよく使われる漢方薬、患者が好むサプ

　リメントとその注意点は？

　月刊薬事58（14）p.145

▲甘草を含有する漢方薬の副作用の頻度

　日本医事新報　4820号p.52

■その他■

▲尿の異常（尿が泡立つ）（前編）

　調剤と情報　22巻 13号p.79

▲尿の異常（尿が泡立つ）（後編）

　調剤と情報　22巻 14号p.95

▲岐阜県の中学校における「医薬品に関する教育」の

　指導実態調査

　医薬品情報学　18巻 2号p.44
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葉ニンニク

　学　　名　Allium sativum L.
　科　　名　ヒガンバナ科　Amaryllidaceae
　属　　名　ネギ属　Allium
　使用部位　茎、 鱗茎、 根茎根塊、 球根

　有効成分　アリイン､オキソアミヂン登録商標

　　　　　　鉄・カリウム・VC・カロテン

ニンニクの特徴

　ヒガンバナ科ネギ属の多年草球根植物で、

球根（鱗茎）を香辛料として用いる。かつて

クロンキスト体系による分類ではユリ科に属

していた。草丈60～ 70cm、地上部はネギやタ

マネギに近く、草全体から強烈な臭気を発散

する。夏に茎の先に散形花序をだし白紫色の

花が咲く。花の後は、たいてい無
む か ご

性芽ができる。

　葉ニンニク：青
あおびる

蒜は根が育つ前に収穫した

もので､にんにく臭がある。栽培には柔軟性

のある葉質を持つ品種が使われる。沖縄では

冬場の重要な野菜で、炒め物、鍋物、和え物

などに使われる。

ニンニクの歴史

　ニンニクは中央・西アジア、地中海、中国

原産で、紀元前3200年頃には古代エジプトな

どで栽培・利用されていた。現存する最古の

医学書『エーベルス・パピルス』 に薬として

記載がある。中国には紀元前140年頃伝わり、

女性薬剤師部会　狩俣 イソ 　　　　　

第28回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

茎にんにく　花茎　生　栄養成分 (100ｇ当たり)   　　　　　　　 日本食品標準成分表2015版

エネルギー 蛋白質 炭水化物 脂質 食物繊維 マグネシウム リ　ン カリウム

45ｋｃｌ 1.9ｇ 10.6ｇ 0.33ｇ 4.6ｇ 15ｍｇ 33ｍｇ 160ｍｇ

鉄 ナトリウム カルシウム ナトリウム βカロテン ビタミンＣ ビタミンＫ 葉酸

0.5ｍｇ 9ｍｇ 45ｍｇ 9ｍｇ 710μｇ 45ｍｇ 54μｇ 120μｇ

日本には中国を経て8世紀頃に伝わったとさ

れる。

　禅宗で、強壮作用が煩悩（淫欲）を増長す

るとされ、仏教界ではニラ、ネギ等とともに

五辛の1つとして食が禁じられた。漢字表記

の「蒜」「大蒜」は漢語に由来する一方､仏教

用語の「忍
にんにく

辱」がニンニクの語源となったと

される。『大和本草』では､悪臭甚だしくも効

能が多いので人家に欠くべからざる物と評価

された。

ニンニクの効能・効果

　葉ニンニクは青葱などに劣るものの、カロ

テンやカリウムなどを含んでいる。含硫化合

物（アリインから構成）も含まれ、VB1の吸

収率を高め、新陳代謝が活発化し、疲労回復

に役立つ。「漢方全書」に、発汗、解熱、呼

吸器病、喘息、百日咳、健胃、腹痛、下痢、

食中毒、貧血、利尿、腎臓病、心臓病、婦人

病、吐血、カリエス、神経痛、中耳炎、神経

痛、腰痛、肩こり、老眼、しらくも・水虫に

至るまで、ほとんどの病気に効果を現すと書

かれている。

　しかし長期過食は、胃粘膜刺激による胃痛、

下痢などを起こし、口臭もひどくなる。ニン

ニクの精油により赤血球に溶血作用が起こる

ため、血色素中の鉄が遊離して貧血のもとに

なる。また腸内ビタミン生産菌（VB2・B6、
ビオチン、イノシトール、パントテン酸など

を作る菌）の繁殖を、生ニンニクの抗菌力が

抑えてしまうため、VB2欠乏となる。

参考　沖縄伝統的農産物　おいしいねっと、Wikipedia
　　　 亜熱帯植物資源データベース

　　　 貴方の為の健康お役立ちサイト



－ 65 －

おきなわ薬剤師会報　平成28年10 ･11月号

ニンニク関連製剤

　VB1を豊富に含む豚肉はニンニクと一緒に

食べるとB1の吸収が良くなる。ニンニクと

B1が反応するとニンニクの成分アリシンが

B1に作用してアリチアミンができる。アリ

チアミンは、体内でB1にもどり、腸管から

の吸収がきわめてよく、血中B1濃度の上昇

が顕著で長時間続く。アリチアミンの誘導体

であるプロスルチアミンの内服薬が完成し、

従来のVB1剤に見られない優れた効果を示した。

　解熱鎮痛消炎剤とニンニク加工物を併用す

ると、解熱鎮痛消炎剤の解熱・鎮痛・消炎作

用が増強された。低用量でも優れた解熱鎮痛

消炎作用を示し、胃粘膜損傷等の副作用が軽

減できることを見出し、解熱鎮痛消炎剤及びニ

ンニク加工物を含有する医薬組成物が完成した。

ニンニクの癌予防効果

　初期調査では、ニンニクの摂取が、いくつ

かの癌、特に消化器管系の癌のリスクを減少

させる可能性が示唆されている。ニンニクは、

結腸癌、直腸癌のリスク低下がほぼ確実とさ

れる。米デザイナーフーズ計画で癌予防効果

が最も高い食材であると位置づけられている。

アリシンの研究情報

　1944年にアメリカの科学者カバリトとベイ

リーによって、ニンニクに無臭の天然スルホ

キシドであるアリインがあることを発見し

た。ニンニクを切る、すりおろすことによっ

て、アリシンが発生すること、またアリシン

に抗菌作用があることも解明した。

　1951年には、スイスのノーベル賞科学者ス

トールとシーベックによって、アリインが酵

素のアリナーゼによって分解されることで、

アリシンができることが発見された。

・生活習慣病予防効果：高コレステロール食

摂取ラットに、にんにく粉末（0.6％アリシ

ン相当）を6週間摂取させたところ、高コレ

ステロール食摂取による、血中コレステロー

ル・中性脂肪・収縮期血圧の上昇を抑制した。

糖質の分解を促すことも確認された。

・感染症を予防する効果：アリシンは強い殺

菌力を持っている。食中毒を防ぐための薬味

として利用されていた歴史もあり、サルモネ

ラ菌やチフス菌、コレラ菌などの病原菌から

体を守る働きがある。O157菌等の腸管出血

性大腸菌に対する殺菌力は、試験管やシャー

レを使った実験、動物実験などでの実証が論

文発表されている。1％のニンニク粉末水を

マウスに経口投与した際に腸管内の生菌数の

減少が報告されている。このことは、ニンニ

クの摂取が消化器系の感染予防に寄与できる

ことを示唆している。風邪の予防にも役立つ。

・食欲増進効果：にんにくは生で食べると辛

みなどの刺激があるが、炒める・焼くなどの

加熱調理を施すと、アリシンがつくられるこ

とにより、甘く香ばしい独特の香りがでて、消

化液の分泌を促し、胃腸の働きを活発にさせ、

食欲を増進し、消化吸収を高める効果がある。

オキソアミヂン登録商標（スコルジニン)

　1936年代に日本の故小湊潔博士によってニ

ンニクの中に無臭の有効成分スコルジニン

（後年オキソアミジンと同定された）が発見、

抽出された。ネズミやウサギ、カエルを用い

て様々な実験をした結果、体組織を若返らせ、

新陳代謝を盛んにし、疲労回復に役立ち、強

壮・強精作用を有することが確認された。そ

の後の研究で、末梢血管の拡張・胃液の分泌

を増し消化を促進させる作用・整腸作用・体

内の老廃物又は毒素等の酸化分解・排泄・滋

養強壮・精力増強・抗ストレス作用等が確認

された。

①心筋に作用して、搏動を強化する。

②呼吸活動を促進する。

③抹消血管を拡張する。

④平滑筋を賦活し、抗疲労作用がある。

⑤胃液分泌亢進、消化促進、体重増加率が高い。

⑥老廃物や毒素を酸化分解し体外に排泄する。

⑦VB1と同様の働きをし、VB1の働きを助ける。

⑧ホルモン系統を刺激して、精力を増強する。

⑨母乳分泌促進効果、冷え性・更年期障害改善。

　オキソアミジンはビタミンEと併用すると

相乗効果で更に高い効果を示す。
　　　　

参考　全薬工業、興和株式会社、asta・muse、
　　　　　　　わかさの秘密、理研化学工業株式会社

　　　　　　　湧永製薬、医食同源辞典
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　5月とは思えない日差しの中、県内唯一の

動物用医薬品専門問屋、沖明社長の我喜屋啓

先生を訪問しました。当初、取材は啓先生へ

のものでしたが、幸い、奥様である当会理事

の我喜屋美香先生もご一緒の取材となり、始

まりからとても明るい取材となりました。

　動物用医薬品という名のとおり、「医薬品」

ですが薬局などに勤務する我々にとってなか

なか馴染みのない業態でした。その歴史は古

く、本会社も、啓社長で3代目、会社は創業

58年目となる老舗の会社となっています。始

まりは、昭和33年、沖縄明治製薬として創立

し、現在、社員は全員で17人（パートの方な

どを含む）です。当時は配置販売業としての

業務が主でしたが、昭和38年、配置販売業を

やめ、当時としては（今現在もだが）先駆け

となる動物用医薬品の専門会社として再ス

タートしました。啓先生が入社をしたのは、

昭和58年で、3年間ほど県外の同業社にて修

行し、こちらに帰ってきました。その後、昭

和60年に名護市に営業所を開設し、そちらの

所長に就任されていました。本社は、その後、

平成7年、社名を「沖縄

明治製薬」から「沖明」

に変更。同年、創業者で

ある啓先生の御祖父様が

薬事功労者として受勲の

栄に浴されました。平成

9年には、2代目である啓

先生の御父様も薬事功労

者として厚生大臣表彰を

受賞しました。

松ちゃん　 　　の医療機関・施設訪問

株式会社 沖 明
沖縄県唯一の動物用医薬品専門卸を訪ねて

広報委員会

伊敷 松太郎

　そして平成17年、啓先生が社長に就任。平

成23年には与那原町の一角に新社屋をつく

り、移転となります。広い敷地に大きめの駐

車場を確保。広大な倉庫が併設されています。

この新社屋には啓先生のこだわりが随所に散

りばめられ、景観と実用性を兼ね揃えた造り

となっています。

　さて、取り扱う動物用医薬品ですが、そも

そもこの動物用医薬品の需要とは、どのよう

な所にあるのでしょうか。大きく分けると、

CA（コンパニオンアニマル）とLS（ライブス

トック）に分けられるそうです。CAとは家庭

内のペットという位置づけであり、これは人

間同様の医療に当たります。対してLSとは畜

産（経済動物）を意味し、最終的には食品な

どになるものを指します。ここで使う医薬品

は、経済的かつ健康に動物を成長させ、最終

的な出荷まで安全に育成することを言います

が、人の口に入るものでもあるため、無制限

に薬剤を使用することはできません。この薬

剤が家畜の体内から抜けた状態になるように

出荷禁止期間もあるため、場合によっては生

株式会社 沖明　外観
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産者の経営を考え治

療より淘汰するよう

な、経済的観念を必

要とする医療です。

　医薬品、とあるよ

うに、要指示薬剤は

医師（この場合は

獣医師）の指示書に

沿って交付されるものとなっていますが、も

ちろん、院外処方せんなどはないため、薬剤

は一般的に動物病院や畜産業生産者に卸され

ることが主なようです。また、沖縄県ではあ

まり見かけない、養殖などに用いる水産用医

薬品などもあるそうです。

　日本でも口蹄疫や鳥インフルエンザなどの

病気が発生したことはありますが、このよう

な疾患に対しては殺処分をするしかなく、予

防は消毒等で対応するしかありません。また、

ワクチンを使用すると野外株の感染抗体とワ

クチン抗体の区別がつかないため、動物は汚

染されていると判断され全て殺処分されてし

まうそうです。（※人畜共通の病原体ではな

いので人への感染はありませんが、家畜への

経済的損失が甚大なためです）

　今回の訪問では、倉庫の在庫も見せて頂き

ました。医薬品と言うと、PTP包装などの薬

剤がイメージとして先行してしまう、薬局薬

剤師のサガですが、倉庫をみて愕然。動物薬

ならではの多種多様の医薬品があるのは当然

ですが、畜産用製剤は普段馴染みのあるペニ

シリン系などの抗生剤が、肥料の入っている

ような巨大な袋詰め（20kg）で保管されてい

るのを見ると、普段計量などをして0.1g単位

を量っている者としてはなんとも、不思議な

気分となります。保管は劇薬毒薬と人間の医

薬品と同様の仕分けとなっており、しっかり

と施錠した管理が行われていました。倉庫内

には、このような大量の抗生剤、注射剤など

に加え、CA用の食品（処方食やサプリメン

ト）なども有り、規模こそ異なりますがやは

り、人間と変わらない部分も多々見受けられ

我喜屋 啓 氏 (右)

奥様は本会常務理事 我喜屋 美香 氏

広大な倉庫を併設

　　　　事務所

ます。奥に進むと塩分補給のための塩がこれ

も20kg単位のブロックで置かれているのを見

ると驚きを隠せませんでした･･･。

　このように、大量の薬剤を管理、販売、ま

た薬剤を使う環境をプロデュースするなどの

目まぐるしい忙しさの中、啓先生は日薬の畜

産部門を担当しており、日夜そちらでも奔走

しています。普段はとても多趣味な方であり、

音楽、スポーツとオールマイティに嗜むよう

です。奥様も薬剤師会で精力的に活動してお

り、できるなら、自分もこのような年の取り

方をしたい、と切に思います。

　今回の取材に際し、急な申し出に対応して

いただいた、我喜屋美香先生、調整に奔走し

ていただいた薬剤師会事務局の大城さん、他

関係各位に深く感謝します。
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薬剤師としての業務以外の活動

りんご調剤薬局　　　　　　　

川満 裕次郎   　　　　　

　沖縄に帰ってきて、薬剤師として働き、4

年目になりました。帰ってきてからの思い

と、これまで行ってきた活動について報告し

ます。

　本土での学校生活が終わり、いざ就職と

なった際、沖縄に戻ることを決意しました。

その時に思ったことが、薬剤師として、また

社会人として沖縄に何かしらの貢献をすると

決意して戻ってきました。そこで、薬局と病

院とどちらを選ぶかという時に、薬剤師とし

て業務以外の活動も行いたいと思い、時間が

ある程度とれるであろう薬局で勤務すること

を選びました。初めは覚えることが多くて、

余裕はなかったように思いますが、ある程度

落ち着いて来て、何をしようかと考えていた

時に学校薬剤師としての話がありました。も

ともと興味があったので、引き受けて今でも

小学校を担当しています。その中で、講演を

行う機会があり、担当の学校と他の学校でも

「薬の正しい使い方」についての講演を依頼

されて行いました。担当の先生に「やっても

らって、本当によかった。やっぱり専門の人

が話すと違いますね」と言われて、やって良

かったと、嬉しくなったことを覚えています。

さらに母校の那覇国際高校に行き、先輩から

の講演として1クラスを担当して講義を行い

ました。その内容は「沖縄の現状と就職して

感じたこと。夢をもつこと。」などを中心に

話しをしまいた。僕が高校の時に聞いていた

ら、何か変わっていたかもしれないという話

を「お金」の話を交えて話をしました。沖縄

次号には、宮城勇己 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

では貧困率が全国平均の2.7倍となっている

現状などの話をして、その中で何をするべき

なのか、自分は何をしたいのか等、僕が高校

の頃悩んでいて、今どういう状況なのかなど

の話をして、生徒も楽しんでくれていました。

その感想の中で、「話を聞いて、今、自分で

流されてしまっていると考えさせられまし

た。高校に入る前の気持ちを忘れていた気が

します。僕は変わります。講演ありがとうご

ざいました。」とA4用紙びっしりに感想をも

らって、少し泣いてしまいました。やって良

かったと思いましたし、自分の成長にもなっ

たと思います。こういった活動がもっと広

がっていけば、薬剤師っていろいろな活動を

していいなと思ってもらって、薬剤師を目指

す人も増えるのではないかと思っています。

実際、感想でも「薬剤師を目指したいと思い

ました。」といってくれる生徒が少なからず

いるので、薬剤師の絶対数を増やしたり、沖

縄での人材不足を解消する手にもなるのでは

ないかと思うので、意義はあるだろうと思っ

ています。さらに感想の中で、「薬剤師は暗

くて面白味がない人が多いというイメージが

ありましたが、そうじゃない人もいると分か

りました。」とあって、世間の薬剤師のイメー

ジアップをしなければとも思いました。

　最近、管理薬剤師になり、そういった活動

に力を入れることができていませんが、出来

る範囲でこれからも続けていき、薬剤師とし

て、社会人として、沖縄に貢献していきたい

と思っています。
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ラジオパーソナリティーを務める 盛
もりもと

本 直
なおや

也 先生！

ＦＭ沖縄「みず堂プレゼンツ～漢方A to Z ～」を取材

 タイトルコール&オープニングテーマ

　みず堂プレゼンツ～漢方A to Z ～この番組は、漢方みず堂ヴァインドラッグ末吉薬局の提供

でお送りします。

　松田：こんにちは！ご案内の松田礼那です。

　盛本：みなさんこんにちは！漢方みず堂ヴァインドラッグの盛本直也です。

　松田：今日のテーマは「喘息」です。秋から冬にかけて、喘息でみず堂に相談にいらっしゃる

　　　　方が多いそうですね？

　盛本：はい、空気が乾燥したり、冷たくなると、喘息のお悩みが増えます。

　松田：なぜでしょうか？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（H28.10.15放送）

　本会会員の盛本直也先生が、FM沖縄でラジ

オ番組のパーソナリティーを務めている情報

を入手し、去る9月13日、FM沖縄を訪問しま

した。番組タイトルは「みず堂プレゼンツ～

漢方A to Z ～」で、毎週土曜日午前10時55

分～ 11時に放送されています。パートナー

パーソナリティーは同局の番組「Fine ！」

で活躍されている松田礼那氏で、スタジオの

ミキサー室では同局アナウンサーの大城勝太

氏がガラス越しで指揮を執っていました。

　前記の台本ように番組が始まります。この

日は10月放送の5回分、「食欲の秋」「自律神

経のトラブル」「喘息」「喉の違和感」「お肌

のカサカサ、かゆみ」をテーマに収録が行わ

れました。普段の会話の如くスムーズな対話

をされ収録は一発でOK ！台本があるとはい

え、両人の巧みな話術に感心させられました。

賑やかで楽しい収録はわずか30分程度で終え

ました。

　収録後、同局の営業部に「くすりと健康フェ

ア」の告知とポスターの掲示をして頂けない

か依頼しました。盛本直也先生のお力添えに

より、10月13日（木）、大城勝太氏がパーソ

ナリティーの「Fine!」で「くすりと健康フェ

ア」（県民公開講演会と健康とおくすり相談

会）の広報がされたことを報告致します。

（文・事務局 大城喜仁）

左より　松田礼那氏、大城勝太氏　右が、盛本直也氏

おおしろ取材
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全国若手薬剤師フォーラム2016
語れ！薬剤師の未来像 ～ Touch To The Next ！～

　去る10月22日～ 23日に千葉県のクロス

ウェーブ船橋において、日本薬剤師連盟が主

催する「全国若手薬剤師フォーラム2016」が

開催されました。今回は、「語れ！薬剤師の

未来像～ Touch To The Next ！～」と題して、

北は北海道から、南は沖縄まで運営スタッフ

を含めると総勢128名の若手薬剤師が集い「薬

剤師の過去から現在までを知り、これからど

うなりたいのか、どうならないといけないの

か、そのためには何が必要か」、スモールグ

ループディスカッション（以下SGD）を通じ

て考える機会となりました。今回、青年部よ

り名嘉青年部副部会長と私が参加しましたの

で、2日間にわたるフォーラムについてご報

告いたします。

　一日目。冒頭、山本信夫会長より「今回の

参加対象者は若い人に政治の関心を持っても

らいたいために年齢制限をかけた。3年先、6

年先の薬剤師会としての結束力を高めるため

にも、政治の必要性について議論して理解を

深めてもらいたい」と期待の言葉を述べられ

ました。

　続いて、薬剤師国会議員のあいさつがあ

り、今年の夏参議院に再当選された、藤井も

とゆき参議院議員は、夏の参議院選挙の感謝

の辞とともに、国会における薬剤師議員が少

ないという現状より、「3年先に行われる参議

院選挙においても組織内候補者を立てて欲し

い。誰を立てても毎年排出し続けることがで

きる、そういう団体に薬剤師会は目指しても

らいたい」と期待の言葉を述べられました。

また、とかしきなおみ衆議院議員は、「日本

の急激な高齢化に対応する「医療制度」や「介

護制度」は世界からも注目されている。薬剤

師が、患者のライフステージに寄り添って、

青年薬剤師部会

副部会長　西川　裕

「医療と介護の橋渡し役」となるように期待

されている」と厚生労働省内ににおける現状

を述べられました。

　講演1つ目は、今回国務大臣に就任した松

本純衆議院議員より、国政報告として「オリ

ンピックを見据えたテロ対策のことから暴力

団やサイバー犯罪に対する安全対策」「尖閣

諸島と竹島などの領土領海問題」「消費者の

安全・安心に直結する消費者事故やトラブル

の防止について」「震災や台風などの災害の

対応や今後の対策や備え」など、国民の安心

安全にかかわる多岐に渡る活動について報告

がありました。

　講演2つ目は、森昌平副会長より、薬局・

薬剤師の将来像について、「地域包括ケアシ

ステムでの薬局薬剤師の役割」や、「今後の

医薬分業制度の在り方」について、社会や医

療構造の変化などを踏まえて「かかりつけ薬

剤師・薬局の一元管理機能を充実させ、業務・

役割の変化応じ薬学的知見のレベルを向上さ

せ、生涯研修の充実による薬剤の標準的薬学

管理業務や地域単位の医薬品供給・相談応需

の24時間対応などについて話がありました。
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　講演3つ目は日本薬剤師連盟副会長石井甲

一氏より、「日本薬剤師会の諸課題と政治」

について「医薬分業における規制の見直しに

おいて、医療機関施設内・敷地内への保険薬

局設置の容認について」や「調剤報酬の妥当

性について、患者負担に見合ったサービスに

なっているかどうか」等について話があり、

平成28年度の診療報酬改定に関して、「かか

りつけ薬剤師指導料」「かかりつけ包括管理

料」は将来に向けてのメッセージであり、画

期的なもの。大きな努力目標であると捉えた

いと述べられていました。

　講演の後には、SGDが行われました。SGDの

テーマは「これからどうなりたいのか、どう

ならないといけないのか、そのためには何が

必要か」についてです。講演の話を聞いた後

ということもあり熱い気持ちを自由に意見し

合いました。途中で懇親会などもはさみなが

らもトータル5時間以上話合った結果、私た

ちの班では、「どうなりたいか？」という点

では、「社会的に評価される職業に」「医師と

対等に話し合える薬剤師」などが意見として

挙がり「どうならないといけないか？」とい

う点では、「薬剤師としての倫理観を高める」

「社会のニーズに応える、健康サポート薬局

やかかりつけ薬局になる」「薬剤師のやって

いることをアピールするためにも国の設定す

るKPIや評価指標を達成する」「専門性の向上

や地域医療への積極的参加する」等が意見と

して挙がりました。「そのためには何が必要

か？」という点では、「薬剤師同士が連携する」

「社会に対して薬剤師の声を発信する」など

の意見があがりました。

　二日目。最初のプログラムは岩本幹事長の

講演から始まりました。前日深夜までの続く

ディスカッションの後でもあり、若干眠気が

残っていましたが、「医薬分業を勝ち取るに

至った先輩型の偉業について熱く語る岩本幹

事長の姿」に眠気も吹き飛び、薬剤師連盟発

足の経緯なども、興味津々に話を聴くことが

できました。

　講演の後は、SGDで話し合った内容をグルー

プ発表です。各グループの発表者は、6年生

を卒業した新人薬剤師が中心となりました

が、100人以上の聴衆を前に臆せず、薬剤師

としての理想像を語り、その実現のために今

何をしなければいけないか感情を全面に出し

て語る姿は選挙演説を彷彿させるような光景

でした。各グループ会場を盛り上げる工夫な

どもあり、発表の共通点としては「薬剤師同

士のつながり」について述べていた印象を受

けました。こういったフォーラムに参加して、

知識を深めることも大事ですが、一番の収穫

は、他県の薬剤師とのつながりだと思います。

私も今回、参加することで多くの方とつなが

りを持つことができました。そのつながりは、

私個人だけではなく、県薬全体においてもプ

ラスの影響を及ぼすと思います。まだ参加し

た事がない方、興味がある方は、積極的に参

加してつながりの輪を広げていって欲しいと

感じました。

　最後に今回のフォーラムに派遣して頂い

た、日本薬剤師連盟ならびに沖縄県薬剤師連

盟に感謝致します。
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国会レポート
人生100年時代の社会保障

　　　　　

自由民主党総務副会長　　　　　　　　

参議院議員・薬剤師　　　　　　　　　

　藤井 もとゆき　 　　　　　

　開会中の第192回臨時国会は、最大の関

心事である環太平洋パートナーシップ協定

（TPP）の承認案と関連法案が衆議院を通過

し、論戦の場は参議院の特別委員会に移りま

した。本会期内での成立に向けて与党と野党

との駆け引きが続いています。

　また、全世界が注目したアメリカ大統領選

挙は、共和党のドナルド・トランプ氏が戦前

の予想を覆し、民主党候補のヒラリー・クリ

ントン氏との激戦に勝利しました。選挙戦で

過激な発言を繰り返してきたトランプ氏の優

勢が伝わると、世界経済の先行き不安から日

本の株価は大きく下落しました。TPPの行方

も含め今後のアメリカ情勢が注目されます。

　さて、自民党の「財政再建に関する特命委

員会」（委員長；茂木政調会長）の下に設け

られた「2020年以降の経済財政構想小委員

会」（小泉進次郎小委員長代理）は10月26日、

「人生100年時代の社会保障へ」と題した提言

を公表し、親委員会である特命委員会に報告

しました。この小委員会は2015年度の補正予

算で高齢者に対する3万円の臨時給付金が決

まったのを契機として、危機感を持った党内

の若手議員が中心となって発足しました。

　提言では、我が国の社会保障は戦後の高度

成長期時代に形成され、多くの人が「20年学

び、40年働き、20年老後を過ごす」という、

単一のレールを想定して整備され、定年後の

人生に政府の支援を集中することにより、国

民の安心を確保することができてきました。

しかしながら、終身雇用でない働き方を選択

藤井もとゆきホームページ　http://mfujii.gr.jp/

する若者、定年を超えて働く元気な高齢者や

子育てと仕事を両立する女性など、多様な

生き方・働き方には対応できてないとして、

2020年以降は「人生100年を生きる時代」に

なり、多様な生き方が当たり前となるのに応

じて、労働法制や社会保障も変わらなければ

ならないとしています。

　その上で、いかなる雇用形態であっても、

企業に働く人全員が社会保険に加入できるよ

うにして、充実した社会保障を受けられるよ

うにする「勤労者皆社会保険制度」の創設。

健康寿命の延伸に伴い、年金制度も長く働く

ほど得をするインセンティブを組み込み、年

金受給開始年齢も働き方に柔軟に対応した

「人生100年型年金」への転換。中長期的な医

療介護制度の持続可能性を確保するために

は、「病気にならないようにする」自助努力

を支援することが必要であり、健康管理に努

める人の医療費や介護費の自己負担割合を軽

くするなど、健康増進にインセンティブを与

える「健康ゴールド免許」の導入。などの3

つを柱として提言をまとめています。

　国会では年金受給に必要な保険料支払期間

の10年への短縮やマクロ経済スライドの導入

などの年金関連法案の審議が進められていま

す。また、医療や介護などについては社会保

障審議会や財政制度等審議会などで効率化に

向けた議論も行われています。今回の提言の

取り扱いは定かではありませんが、盛り込ま

れた内容の是非はともかくとして、関心を

払っておく必要はあるかと思います。
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平成28年10月14日(金）沖縄タイムス

転載記事

平成28年9月17日(土）沖縄タイムス

平成28年9月17日(土）琉球新報
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転載記事
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※発行元の許可を得て掲載しています。

ぶれいくたいむ

　薬剤師会への入会申し込みに来館した方か

ら差し入れに檸檬（れもん）ケーキを頂いた。

普通、れもんは「レモン」と書かれているが、

改めて漢字を眺めてみると相当画数が多く、

自分には書けそうもない。「檸檬」と漢字で

書けるようにしっかり覚えようと何回か書い

てみると、受ける印象が「レモン」より奥深

い。高村光太郎の「レモン哀歌」が頭に浮かぶ。

智恵子抄の中の一遍である。この詩では「檸

檬」ではなく、あっさりと「レモン」と書か

れている。漢字にするとこの果物の存在が重

くなって、智恵子の振る舞いの印象が弱まる

からであろう。配られた檸檬ケーキを頂きな

がら考えた。　　　　（文：会長　亀谷浩昌）
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転載記事

薬学生・薬剤師向け情報誌 MISSION IN LIFE MILL [ミル]（Autumn 2016  Vol.69）で紹介されました！

訃 報

生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

新垣 秀昭 先生（享年80歳）　平成28年10月13日ご逝去
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広報用ポスター・チラシ
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会 務 報 告

    

 1木○ 2020九州山口薬学大会に関する打合せ　沖縄コンベンションセンター、ラグナガーデンホ

　　　テル　山城次長

　　○平成28年度第1回沖縄県自殺対策連絡協議会　県庁　村田理事

　　○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・宮城幸枝氏

　　○くすりと健康フェアPR活動（那覇市自治会）　なは市民協働プラザ　鈴木一徳（広報委員

　　　会）、稲福係長

　　○第5回健康食品・サプリメントに関する研修会　県薬ホール　講師：玉城武範、パネリスト：

　　　盛本直也、阪本崇彰、名嘉紀勝、金城絵理子

 2金○沖縄県子ども生活福祉部より来訪　県薬会議室　吉田理事、山城次長

　　○くすりと健康フェアPR活動（那覇市自治会）　那覇市（首里支所・小禄支所）　事務局（大

　　　城課長・稲福係長・長嶺）

　　○沖縄心不全チーム医療講演会2016　ラグナガーデンホテル

 4日○平成28年度名城大学薬学部公開講座　県薬研修室

　　○平成28年度第1回沖縄県薬剤師認知症対応力向上研修会　県薬ホール　講師：中尾滋久（地

　　　域保健開局委員会）

 5月○平成28年度第2期薬学生実務実習開始（11/20迄）　各受入薬局

　　○実務実習オリエンテーション　県薬研修室　薬学生実務実習受入委員会（我喜屋常務理事、

　　　佐藤理事、仲真委員）

　　○平成28年度第2回九山代表者会議　福岡県薬剤師会館　亀谷会長、江夏副会長

　　○九山代表者会議懇親会　泰元本館（福岡県）　亀谷会長、江夏副会長

 6火○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・吉田理事

　　○平成28年度第1回健康づくり推進協議会　全国健康保険協会沖縄支部　我喜屋常務理事

　　○平成28年度第7回定例幹事会　県薬会議室

 7水○社会保険診療報酬支払基金沖縄支部幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

　　○くすりと健康フェアPR活動（那覇市自治会）　那覇市真和志支所　大城課長

 8木○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・吉田理事

　　○医師・薬剤師連携の会　（株)スズケン沖縄薬品　亀谷会長（座長）、石川理事（講師）、大

　　　城課長

　　○中部地区研修会「平成28年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会第3回講義」　中部地区医

　　　師会館

 9金○平成28年度第1回沖縄県自然環境保全審議会　県庁　宮城常務理事

　　○くすりと健康フェアPR活動（那覇市自治会）　なは市民協働プラザ　大城課長

　　○八重山地区研修会「八重山地区学術講演会」　ホテル日航八重山

　　○睡眠と生活習慣病フォーラム　沖縄県医師会館

　　○ Diabetes & Incretin Seminar in OKINAWA　かりゆしアーバンリゾート・ナハ

　　○薬剤師研修会in沖縄　ロワジールホテル那覇

10土○中頭病院竣工祝賀会・内覧会　（新)中頭病院　亀谷会長

　　○平成28年度第6回定例理事会　県薬研修室

11日○第11回青年薬剤師部会総会・特別講演会　カルチャーリゾート・フェストーネ

12月○沖縄県医療審議会医療法人部会及び地域医療支援病院部会　県庁　亀谷会長

平成28年9月



－ 79 －

おきなわ薬剤師会報　平成28年10 ･11月号

12月○健康サポート薬局事前打合せ会議　県薬会議室　笠原理事、西川裕氏、盛本直也氏、松本

　　　圭五氏、山城次長、稲福係長

13火○会報取材（盛本直也氏・ラジオ番組）　FM沖縄　大城課長

14水○北部地区研修会「北部地区医療糖尿病連携パス研修会」　IZUMO（名護市）

15木○第135回健康とおくすり相談会　イオン南風原店　担当：南部地区薬剤師会

　　○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏・吉田理事

　　○全国健康保険協会沖縄支部との「健康づくり推進のための包括的連携に関する協定締結式」 

　　　県薬研修室　亀谷会長・江夏・前濱副会長

　　○レミッチ効能追加1周年記念講演会「慢性肝疾患患者のQOLを考える」　ダブルツリー byヒ

　　　ルトン那覇首里城

16金○第7回沖縄肺高血圧症研究会　沖縄都ホテル

18日○第136回健康とおくすり相談会　イオンモール沖縄ライカム　担当：中部地区薬剤師会

20火○サンスター (株)より来訪　県薬会長室　亀谷会長

21水○学校薬剤師部会と試験検査センターについての打ち合わせ　県薬会議室　亀谷会長、前濱

　　　副会長、村田学薬部会長、山城次長・小泉試験検査センター主任技師

22木○健康サポート薬局関連研修会　県薬ホール

24土○平成28年度熊本地震沖縄県医師会医療救護班JMAT活動報告会　沖縄県医師会館　災害対策

　　　委員会（吉田理事、坂本俊一氏）、山城次長

　　○平成28年度第1回各地区薬剤師会会長会議　県薬研修室

25日○学校薬剤師部会役員会　県薬部会室

26月○会計監査　県薬会議室　仲程みちの税理士、事務局前原・上原

　　○薬学生実務実習（学校薬剤師について）　県薬研修室　講師：笠原理事

27火○総合水研究所より来訪　県薬会長室　亀谷会長、大城課長

　　○ (株)東和薬品沖縄販売訪問　事務局（前原・上原美也子）

　　○第七回沖縄：代謝病と血管病診療フォーラム　ザ・ナハテラス　共催：バイエル薬品(株)

28水○沖縄県警察警備課より来訪　県薬会長室　亀谷会長、平良恭子（学校薬剤師部会副部会長）、

　　　大城課長

　　○なごみ会主催県民健康フェア第5回実行委員会　沖縄県医師会館　笠原理事、稲福係長

29木○平成28年度「薬と健康の週間」第3回調整会議　県薬会議室　稲福係長

　　○第9回あじまぁの会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　共催：サノフィ (株)

　　○平成28年度第3回学術研修委員会　県薬研修室

30金○くすりと健康フェアPR活動　沖縄県老人クラブ連合会　大城課長

　　○沖縄県薬業連合会代表者会議　沖縄都ホテル　亀谷会長、稲福係長

　　○第8回沖縄B型肝炎セミナー　ザ・ナハテラス

    

 2日○平成28年度沖縄県薬剤師認知症対応力向上研修会（宮古地区開催）　沖縄県立宮古病院　

　　　講師：中尾滋久

 3月○ ｢おくすりと医療のシンポジウム（仮題）」の説明のため沖縄テレビ放送担当者来訪　県薬

　　　会議室　我喜屋常務理事、大城課長

 4火○平成28年度第7回定例幹事会　県薬会議室

平成28年10月
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 5水○社会保険診療報酬支払基金幹事会　社会保険診療報酬支払基金沖縄支部　亀谷会長

 6木○個別指導　那覇第一地方合同庁舎　社会保険医療担当：仲真良重氏、川満常務理事

　　○ (株)やさしい手沖縄ホームヘルパー向け講習会　沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」 

　　　講師：玉城三十美（こくら虹薬局）、大城課長

　　○癌治療における漢方薬の役割　琉球大学医学部基礎研究棟　共催：(株)ツムラ

 7金○くすりと健康フェアPR活動　沖縄タイムス社・琉球新報社　大城課長

　　○チューター会議（症例検討入門研修会）　県薬会議室

　　○第7回琉球精神薬理研究会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　共催：大塚製薬(株）

 8土○平成28年度第3回都道府県会長協議会　名古屋国際会議場　亀谷会長

 9日○第48回日本薬剤師会学術大会（10日迄）　愛知県名古屋市

　　○平成28年度全国薬剤師研修協議会連絡会議　名古屋学院大学　外間副会長

10月○沖縄県薬剤師会創立日（90周年）

13木○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏・吉田理事

　　○南城市立小中学校養護教諭研究会　南城市立大里南小学校　講師：平良恭子（学校薬剤師

　　　部会副部会長）

　　○ひまりちゃん募金贈呈　ひまりちゃんを救う会事務所　亀谷会長、山城次長

　　○漢方調剤フォーラム　県薬ホール　共催：(株)ツムラ

14金○月次会計監査　県薬会議室

　　○くすりと健康フェアPR活動（ラジオ生放送）　FMレキオ　亀谷会長、我喜屋常務理事、大

　　　城課長

　　○第18回沖縄COPD研究会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　共催：日本ベーリンガー

　　　インゲルハイム(株）

15土○平成28年度第7回定例理事会　県薬研修室

17月○薬と健康の週間（23日迄)

　　○財務委員会　県薬会議室

18火○薬祖祭　波之上宮本殿

　　○平成28年度第2回医療安全対策委員会　県薬会議室

19水○月次会計監査　県薬会議室

20木○平成28年度学校環境衛生・薬事衛生研究協議会（21日迄）　じゅうろくプラザ（岐阜県）　

　　　知名博樹氏（学校薬剤師部会）

　　○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏・吉田理事

　　○第137回健康とおくすり相談会　パレット市民劇場ロビー　担当：南部地区薬剤師会

　　○中部地区研修会「平成28年度中部地区糖尿病標準治療推進委員会推奨講演会」　中部地区

　　　医師会館

　　○くすりと健康フェア（県民公開講演会）　パレット市民劇場　講師：高山義浩（沖縄県立

　　　中部病院医師）

21金○未来の産業人材育成事業「職業人講話」　糸満市立西崎中学校　講師：松尾はつよ氏

　　○沖縄県薬事功労者知事表彰　沖縄県保健医療部部長室　被表彰者：新垣秀幸理事、前濱副

　　　会長・大城課長　

22土○平成28年度第3回「薬剤師のための症例検討入門研修会」　県薬ホール

23日○学校薬剤師部会役員会　県薬部会室
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23日○平成28年度沖縄県薬剤師認知症対応力向上研修会（八重山開催）　沖縄県立八重山病院　

　　　講師：中尾滋久（地域保健開局委員会）

24月○新聞「沖縄タイムスほーむぷらざ」より取材　県薬会議室　前濱副会長、大城課長

25火○平成28年度第2回沖縄県公害審査会　県庁　我喜屋常務理事

　　○九州山口ブロック新求人サイト説明会　福岡県薬剤師会館　大城課長

　　○管理者会議　県薬研修室

　　○地域保健開局委員会　県薬研修室

26水○第6回世界のウチナーンチュ大会知事招宴　クラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　

　　　亀谷会長

　　○沖縄県母子及び父子家庭等医療費助成「自動償還」制度の導入に係る説明会　県薬ホール

　　○中部地区研修会「臨床薬剤師育成研修会」　(株)ダイコー沖縄

27木○平成28年度学校保健及び学校安全表彰～文部科学大臣表彰授賞式～　札幌コンベンション

　　　センター　被表彰者：村田美智代氏、村田成夫（学校薬剤師部会長）

　　○会報取材　琉球大学医学部附属病院薬剤部　鈴木一徳（広報委員会）、大城課長

　　○個別指導　県庁　社会保険医療担当：仲真良重氏、川満常務理事

　　○第6回世界のウチナーンチュ大会開会式　沖縄セルラースタジアム那覇　亀谷会長

　　○平成28年度「小児救急電話相談事業#8000」に関する協議会　沖縄県医師会館　吉田理事、

　　　山城次長

　　○第8回沖縄CKD-MBD研究会　ザ・ナハテラス　共催：バイエル薬品(株）

28金○明日からの治療を考える会～石垣島の高齢糖尿病患者さんのために～　ホテル日航八重山

　　　共催：日本イーライリリー (株)

30日○ FAXコーナー担当者会議　県薬研修室

　　○第6回世界のウチナーンチュ大会閉会式・グランドフィナーレ　沖縄セルラースタジアム

　　　那覇　亀谷会長

沖縄県薬剤師連盟会務報告

平成28年9月

10土○衆議院議員ニシメ恒三郎「明日の日本と沖縄を語る会」　パシフィックホテル沖縄　吉田

　　　幹事長、神村顧問、山城次長

14水○平成28年度日本薬剤師連盟臨時評議員会　スクワール麹町（東京都）　亀谷会長

15木○西銘恒三郎衆議院議員との意見交換会　イエローストーン（那覇市）　亀谷会長、神村顧問、

　　　吉田幹事長、江夏副幹事長、山城次長

平成28年10月

17月○自由民主党一日政調会　自由民主党沖縄県支部連合会　亀谷会長、神村顧問、山城次長

20木○平成28年度第2回全国会長・幹事長拡大会議　ホテルニューオータニ（東京都）　亀谷会長、

　　　石川副幹事長

　　○藤井もとゆき君と語る会　ホテルニューオータニ（東京都）　亀谷会長、石川副幹事長

22土○全国若手薬剤師フォーラム（23日迄）　クロス・ウェーブ船橋（千葉県）　青年部会副部会

　　　長（名嘉紀勝・西川裕）

24月○衆議院議員比嘉なつみを囲む集い　モーリアクラシック沖縄迎賓館　亀谷会長、神村顧問、

　　　吉田幹事長、江夏副幹事長、山城次長
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平成28年度沖縄県薬剤師会新入会員

（平成28年4月1日～平成28年9月末日入会分）

　　 氏　　名 　　　　　勤　務　先 出 身 校

安　里　祐　美 すこやか薬局 西原店 徳島文理大学

新　江　裕　貴 ひまわり薬局 中部店 昭和大学

新　垣　　　靖 ぐすく薬局 北海道医療大学

新　田　有　香 すこやか薬局 ライカム店 九州保健福祉大学

池　間　亜紀子 やまうち薬局 北海道医療大学

伊　佐　要　一 宜野湾薬局 徳島大学

伊　敷　美　佳 なごみ薬局 第一薬科大学

伊集院　良　憲 沖縄東邦(株） 福岡大学

一　柳　　　香 すこやか薬局 沖赤店 共立薬科大学

上江洲　知　恵 勝山病院 昭和大学

上　原　智　子 サウスウエスト美里薬局 城西大学

上　原　美　樹 すこやか薬局 新川店 第一薬科大学

江　口　直　美 ソムノクエスト(株） 神戸女子薬科大学

大　内　悠　子 和ごころ薬局 みさと店 東日本学園大学

大宜見　利　子 レキオ薬局 名城大学

大　城　麻　紀 沖縄南部療育医療センター 北海道医療大学

大　城　泰　子 緑薬局 北陸大学

大　槻　広　明 はな薬局 東京薬科大学

岡　崎　杏　子 いけむら薬局 昭和大学

奥　野　聖　子 すこやか薬局 新川店 摂南大学

翁　長　詩　織 そうごう薬局 新赤十字前店 広島国際大学

翁　長　里　緒 こくら虹薬局 千葉科学大学

勝　連　真　人 沖縄県立中部病院 名城大学

我那覇　ひかる すこやか薬局 宮城店 徳島文理大学

我如古　伊都子 イオン薬局 南風原店 帝京大学

兼　本　睦　子 同仁薬局 東京理科大学

神　村　高　子 マツモトキヨシ 中の町店 北里大学

亀　田　美　保 琉球大学医学部附属病院 臨床研究教育管理センター 摂南大学

嘉　陽　孝　雄 Oneハート南風原薬局 北海道大学

宜寿次　千　佳 健康堂薬局 昭和大学

金　城　江里奈 さわやか薬局 近畿大学

金　城　耕　晴 すこやか薬局 新川店 国際医療福祉大学

金　城　礼　尽 すこやか薬局 中頭店 徳島文理大学

小　酒　千佳代 ほがらか薬局 北陸大学

近　藤　菜穂子 ハープ薬局 つかざん店 日本大学

榊　原　茂　行 うりずん薬局 松尾店 第一薬科大学

坂　本　紗有理 すこやか薬局 具志川店 東京理科大学

佐々木　美　樹 サウスウエスト美里薬局 近畿大学
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佐　藤　まどか 薬志堂薬局 三原店 青森大学

座　覇　里　奈 とくりん薬局 北海道医療大学

島　津　秀　明 あの薬局 第一薬科大学

下　里　美　里 たいせい堂薬局 首里店 神戸薬科大学

新　城　桃　子 トマト薬局 名城大学

瑞慶山　礼　奈 いは薬局 北陸大学

鈴　木　美　佐 宮古島徳洲会病院 北海道医療大学

玉　城　裕　菜 美里虹薬局 岐阜薬科大学

玉　村　友利香 沖映通り薬局 名城大学

田盛　マールタ 新垣病院 名城大学

知　念　英　子 とくりん薬局 経塚店 北海道医療大学

知　念　大　輔 あおぞら薬局 九州保健福祉大学

當　眞　　　彩 すこやか薬局 西原店 徳島文理大学

當　間　さおり オリーブ薬局 小禄店 名城大学

冨　永　晃　弘 おきなわ薬局店 福山大学

友　寄　哲　朗 健康堂薬局 愛知学院大学

豊　里　　　恒 ひかり薬局 コザ店 昭和薬科大学

中　川　　　仁 ハープ薬局 とみしろ店 東京薬科大学

仲　里　翔　太 保険薬局プラネット 九州保健福祉大学

仲宗根　春　美 すこやか薬局 知花店 徳島文理大学

長　嶺　克　哉 とまと薬局 大阪大谷大学

橋　本　美津子 ぴぃぷる第2薬局 北里大学

八　谷　琴　美 アシスト薬局 神戸薬科大学

濱　田　　　稔 アイン薬局 登川店 神戸学院大学

廣　岡　晃　子 とくりん薬局 経塚店 岡山大学

星　野　　　誠 ゆい薬局 真栄里店 北里大学

政　枝　秀　治 長浜調剤薬局 第一薬科大学

松　本　薫　之 きずな薬局 桑江店 北海道薬科大学

宮　城　沙　弥 すこやか薬局 知花店 徳島文理大学

宮　城　勇　己 とくりん薬局 北陸大学

宮　里　直　美 イオン薬局 南風原店 第一薬科大学

森　根　ゆみ子 すこやか薬局 宮城店 北陸大学

森　本　亜　弥 さわやか薬局 西原店 福岡大学

門　馬　紀　子 なかのはし薬局 北里大学

屋　我　嗣　明  第一薬科大学

安　留　　　仁 グリーンドラッグ薬局 首里店 第一薬科大学

吉　井　友　梨 とくりん薬局 経塚店 徳島文理大学

吉　田　晴　子 沖縄東邦(株） 星薬科大学

与那覇　乙梨恵 美里虹薬局 徳島文理大学

（五十音順、敬称略）
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一 包 一 話

　屋上に登る。繁多川の稜線辺りに太陽が顔

を出す。すっかり明るくなり眼下の与儀公園

の緑が映える。小鳥が2 ～ 3羽、木々の上を

飛び回ってから緑の中に吸い込まれるように

消える。ここ屋上には数年前から芙蓉の木が

植えてある。幹から真っすぐ伸びた枝のテッ

ペンにピンポン玉より少し小さい蕾が10個位

ついている。面白いことに、これが同時に咲

かず毎日1個ずつ手のひら大の花を咲かせる

のだ。朝は真白に咲いた花は昼にはピンクに

なり夕方には赤紫色になって萎むのである。

1日に3つの風情が楽しめると言う訳である。

ここに来て吹き渡る風もヒンヤリと秋の気配

を感じられるが、昼間には31 ～ 32度に気温

が上昇する。でもこの時期、早くもインフル

エンザが流行し、インフルエンザ注意報が出

されたのである。まだ処方せんを持参の患者

さんも汗タラタラで「ハァ！暑い、暑い」を

連発するのである。こんな時、Hさんが入っ

て来た。

　Hさんは5年前くらいにリタイヤされた眼科

医である。今日、眼科の処方せん持参だから

面白い。Hさんと小生には共通の知人、Tさん

がいるので、

　「先生、最近Tさんに会いましたか？」

　「イヤ、全く無いネ、懐かしいネ、彼は私よ

り2歳年上で一日中一緒に遊んだものです。」

と言って、当時の子供の遊び、缶けり、ゲッ

チョー※1、ヌスドゥ※2と巡査などいくつもの

名前を挙げて楽しげに話した。

　「こんな事もあったなぁー。ススキの葉の

先にトンボをくくりつけて振り回すと、オニ

ヤンマが飛んできて捕食しようと抱きつく。

それを捕らえるのだが、掴む指の位置が悪い

と噛み付かれることもあったなぁ」

　大戦で焦土と化した山河に緑が復活したの

である。昆虫やカエルなど小動物も遊びの対

象だったのである。壊滅状態だった沖縄の医

療を立て直すべく、米民政府※3の主導でコザ

の町に医師を始めとして医療関係者が集めら

話はチャンプルー

れ、コザ中央病院が設立され、勤務者に官舎

として住宅が支給された団地であった。Hさ

んの父は医師、Tさんの父は薬剤師、家族ぐ

るみの付き合いだった。次の患者さんが来た

ので、「続きはこの次にまた･･･」とニコッと

笑って出て行った。

　Hさんに触発されて小生も小学生の頃まで

記憶を遡ってみる。当時、那覇市の大道小学

校は側を流れる安里川の水量が多く、両岸に

も木々が茂っていたので、水生動物や昆虫類

が多く、ホタルも飛んでいたのである。ある

日、運動会の終わった後に後片付けと興奮の

余韻で校庭を友達と駆け回っていると、頭の

上に黒い柱のようなものが立っている。歩く

とユラユラ頭の上で小さい竜巻のように揺れ

ながら付いてくる。友人の側に行って、いき

なりピョコンとしゃがむと、それは友人の頭

に移ってしまう。実はこれはユスリカの集団

の蚊柱である。これはオスの集団なので、こ

の中にメスが飛び込んで繁殖行動が行われる

というから、この時期に出会えばラッキーな

のだろう。このユスリカは人の血を吸うこと

はなく、捕まえると潰れるくらい軟弱なので

ある。只、トンボや小鳥に喰われる。ボーフ

ラの時期には小魚、ヤゴなどのエサになる。

只只、自分の身を他の生物を養うために奉げ

る悲しい性なのか、崇高なのか分からない。

蚊柱が人の頭につくのは、黒々とした髪を自

分達の柱の下方の一部と思い込むのだという

説がある。ということは、今の小生の頭には

蚊柱は付かないという事なのか。想い出は遠

くなりにけりである。

　これは運動会の後のハプニングだったの

で、運動会にも触れてみたい。小生達の頃は

勿論、クラス対抗リレー、地域対抗リレーが

圧巻だったが、その他に棒倒し、騎馬戦、人

間ピラミッドなどがあった。棒倒しは、一番

マギー※4で、一番チューバー※5が真中で棒を

抱えてその回りを四天王が取り巻く。そして

その回りをその他大勢が囲む。そこへ敵チー
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ムの攻撃隊が飛びかかる。落とされ、投げ飛

ばされ、それでも飛びかかる。小さなパンチ、

蹴りもあったかも知れないが、肉弾相打つの

である。勝敗が付くと拍手でエールを送る。

しかし、擦り傷ぐらいはあったかも知れない

が、大きい問題は無かったように思う。

　レボフロキサシンとフルオメソロンの点眼

液の処方せんが来た。

　「左眼どうしました？」

　「お友達の指が当たりました。」

　「眼球に傷は？」

　「大丈夫のようです。」

　事務さんは学校宛の書類をつくる。治療費

は学校持ちなのである。これが今の時代であ

る。棒倒し、騎馬戦などハードな種目は学校

としては願い下げなのだろう。

　先日、孫達の通う保育園の運動会へギャラ

リーを決め込んだ。可愛い孫達の晴れ姿を見

ようとジィチャン、バァチャンが大勢である。

さすが保育園だ。子供達の成長、達成度に合

わせてきめ細かいプログラムである。竹馬も

低いクラス、高いグループ、跳び箱も2～ 4段、

5段と組み分けし、なるべく失敗はさせない

配慮のようだ。子供達も元気に走り回る。我

が子の出番に拍手と歓声が鳴り止まない。で

もやっぱりメインイベントは紅白対抗リレー

である。ドンドンドンと早打ちの太鼓に乗っ

て走る、走る。大歓声である。何周目かに紅

組が遅れた。次のランナーが追い越せないと

思ったのか、コースから外れてトラックを横

切った。笑いと歓声が上がった。「頭イイー！」

紅白チームはまた接戦になる。最後はアン

カー勝負となる。実は白組のアンカーはウチ

の孫なのだ。

　「走れ、走れ、頑張れ！」

と大声で応援である。しかし、ゴール寸前に

抜かれてしまった。負けた残念だ。ゴールの

方へ移動する母親に、

　「負けた事は言うなよ。頑張った事を褒め

るんだよ。」

と声をかけた。彼は余程悔しかったのだろう、

唇を噛んで涙を流していたという。負けず嫌

いなんだ、負けず嫌いは良い。負けず嫌いは

親の関わり次第で向上心に変わるのだから。

親も頑張れよ！

　小生は向上心に欠けるところがあって、「負

けるが勝ち」のスタンスで今まで生きて来た

せいか、あらゆる事に伸びを欠き、ついでに

身長も伸びなかったことの反省に立って、孫

達をズゥーッと見続けたいと思うのである。

橋の下

※1：三角形の木斤を棒でかち上げ、地面に落ちる

間に持っている棒で折って飛ばした距離を競

う遊び

※2：泥棒

※3：太平洋戦争後に沖縄県を占領した米国によっ

て作られた沖縄県群島における行政機関。

1946年4月に設立された。

※4：大柄

※5：力の強い者
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誌上ギャラリー（裏表紙）について

編 集 後 記編 集 後 記

　「音」には、癒しだけでなく心身の健康を向

上させたり浄化する、などの効果が期待され

ている。音楽療法が注目されて久しいが、最

近では「次世代の医療」とまでいわれている

のだ。そんななか「528Hzの音叉」を手に入れた。

528Hzという振動数は気の流れをよくする浄化

の音なのだとか。そうか、528Hzの声を発せる

ことができたら物事がすべてうまくいくはず

･･･と妄想する。音は見えないけど、潜在的な

力があるようだ。日々の生活の中でも見えない

もの、見えていないものにこそ、真実がかくれ

ているのを感じている。会報誌を読んで写真

や文字で表現できない何かを感じていただけ

たら、こんなにうれしいことはない。（クララ）

  上 ：「雲の上の富士山」photo by 吉田 久子
機上から撮影

  中 ：「残照の港」photo by 伊集 智英（くはら薬局）
撮影地：那覇市泊港

左下：薬草園だより「クヮンソウの花」
撮影地：沖縄県薬剤師会“薬草園”

右下：「マイセン大聖堂」撮影地：ドイツ
　　　　　　　　　　photo by 廣川 直子（ハイジア薬局）

女性薬剤師部会 薬草園だより

　ユリ科ワスレグサ属のクヮンソウは、10月に

なるとオレンジ色の花を咲かせてくれる。和名

はアキノワスレグサ。朝、日の出とともに花び

らが開き始める。そして、それはそれは、観て

いる内に開いていくのです。そして、陽が沈む

と「おやすみ」と言うかの様に花びらを閉じて

眠りにつくのです。たった一日だけ！だからな

おのこと愛おしい。先日、クヮンソウの花びら

の酢漬けを試食しました。ちらし寿司に使って

みたいな。。。Just one thing to note !  料理に使う

ときは、必ず加熱してくださいね！

（女性薬剤師部会　与儀 和子）

　先日、養護教諭希望の大学生に学校保健の話をする機会があった。講義のはじめ、プールの水が緑

色に着色してしまった学校プールの写真をみせた。プールが緑色･･･そう最近話題になったリオオリ

ンピックのプールと同じ。オリンピック会場で起こると全世界に発信されるような事案。プール水を

含む学校での環境衛生管理は重要なのだと講義を始めた。講義後、一人の学生が近づいてきて「なぜ、

薬剤師さんが公衆衛生をしているのですか？」と質問された。大学では公衆衛生も学ぶこと、その道

に残る者もいること等説明。一緒にいた先輩薬剤師が「薬剤師は学校にいる化学者なのよ」と回答さ

れた。ん？最近「薬剤師は街の化学者として･･･」と聞いたな、確かサポート薬局の話題の時に。色々

と厳しくなる薬剤師を取り巻く環境で、街の化学者と言われる日が私にも来るのだろうか？ちなみに、

同じプールの緑色も原因は全く別物。リオが藻の発生だったのに対し、学校プールは水の酸性化が原

因だった。リオの緑色のプールを見て、ワクワクした不謹慎な学校薬剤師の私でした。　　　（TOMO）

　日々忙しいと口癖のように言っている松です。さて、今回の編集後記も忙しさにかまけて、すっか

り忘れてしまいました。と言うものの、決して毎日徹夜をしているわけでもなく、睡眠時間は十分に

とっており、夜の晩酌も欠かしたことがありません。はたしてこれは本当に忙しいのだろうか。先日、

家族からは、忙しいのではなく、忙しいふりをしているだけだ、ときつい指摘を受けました。まさに、

ソファーで転がって、子供と遊んでいる最中だったので、ぐうの音も出ません。しかし、一家の家長

として、このまま反論もできないようでは今後の家庭内 initiative を握ることができません。何か、よ

い反論案があれば是非薬剤師会まで･･･笑。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松）
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　10月に名古屋で開催された第49回日薬学術

大会に参加した。名古屋といえば一度は行っ

てみたかったセントレア空港がある。セント

レア空港は関西国際空港に次ぐ国内第二の海

上国際空港として2005年に開港し、港の愛称

である「セントレア」 は、英語で「中部地方」

を意味する“central”と「空港」を意味する

“airport”を組み合わせた造語とのこと。会

場は名古屋国際会議場と名古屋学院大学でこ

の二つの会場は絶妙な距離で離れており、暑

くもなく寒くもない気候の中、絶好の散歩コー

スであった。大会も終了し、空港に向かう途中

とんでもないハプニング勃発、空港に向かう唯

一の電車（名鉄）が、踏み切りで人身事故があっ

て不通になってしまった。そのままタクシーに

乗るよりはまずはチャレンジと、別の電車(JR)

で空港近くを目指すことにしたのだが、細か

いいきさつは省くが、空港を目指していると

思われる電車の中で出会った人に空港まで車

に便乗させてもらえることになったのだ。見

ず知らずの人から親切を受けて大変心温まる

思いであった。　　　　　　　　　　（ピアナ）

　長年、長袖コートの白衣で仕事をしてたが、

気分転換に七分丈ケーシータイプの白衣に変

えた。すると患者さんから「あらっ、何か若く

なったねぇ」とか「あんた！こっちのほうが

絶対いいよ。」といったコメントが結構あった。

自分が思っている以上に患者さんは私のこと

見ているのだなぁと思った出来事だった。

（みつなり）

　先日、午後の調剤業務を行っている最中の

出来事･･･調剤棚へ薬を補充しようと腰を屈め

たその時！「ピキッ」と腰に激痛を感じた瞬間、

「ふはあ゛ーーーー !!」弱々しい声を漏らしな

がらカクンと腰から砕け座り込んでしまった。

ぎっくり腰だった･･･整骨院でテーピングによ

る応急処置で痛みは軽減。しかし、いつまた

あの激痛が襲ってくるのかと思うと、腰を曲

げるのが不安でたまらない。うちの統括部長

の腰痛持ちを散々バカにしてきたツケが回っ

てきてしまった･･･もう若くないんだー！自覚

しろ～俺!!!　　　　　　　　　　　　 (ごり)

　金沢にある忍者寺へ行ったことはあります

か？ 見た目は2階建てですが、内部は7層4階建

の構造となっており、29の階段と23の部屋が隠

し廊下で複雑に結ばれていることから、その通

称で親しまれています。正式には妙立寺とい

う名前で、実は忍者とは縁もゆかりもないお

寺です。徳川幕府の厳しい監視下にあった前

田家が、出城代わりに作ったとの説もありま

す。隠し階段や落とし穴、切腹の間がある中に、

風流にも茶の間が作られていたりと忍者顔負

けの仕掛けが満載です。どんなに厳しい状況を

もすり抜けて生きる知恵と、人生を楽しむ余裕

を歴史から教えられた気がしました。金沢へ出

かける際にはぜひ！　　　　　　　(いさ吉)





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


